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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　昔々の大昔、寺のすぐそばまで海が来ていた頃。

　あるとき「珍めずらしい魚が獲とれたぞう」と漁師が村の者に呼ばわったので見に行くと、そこには顔は人の顔で、あとはみな魚というおかしな魚があったそうな。

　村の皆が気き色しよく悪くなって「海へ捨てよう」と騒さわいでいると、どこの者か旅の人がやって来て、「これは人魚というものだ。庚こう神じんさまにお供そなえすれば、良いごりやくがあるかも知れん」と言った。それならばとその通りお供えをして庚神さまのお祭りをしたが、お祭りが終わっても、この気味の悪いお供えを頂く人は誰もいなかった。

　ところがちょうどそこに乳母うばに連れられた小さな娘むすめがやって来て、誰も知らないうちにその肉をちょこっとつまんで食べてしまった。

　それから十七年、娘はこの世のものとは思えないほど美しい娘に成長した。

　村は誰がこの娘の婿むこになるのかという話でもちきりになった。だが、それから二年も三年も経たつうちに、皆が首をかしげるようになった。

　娘は年を取っていないように見えたのだ。

　そして四年、五年も経つと、変わらない娘の姿に、皆は気色悪がるようになった。

　もちろん婿になろうという者など誰もいない。仕方なく遠くの村から婿を取った。婿も最初は若くて美しい嫁よめさんなので喜んだが、そのうち人の口から話が漏もれる。「お前さん、あんたの嫁よめ御ごの年を知っているかね。うちの婆ばあさまと同じ、八十七だぞ」と。

　逃げ出す亭主もいれば、気にしない亭主もいた。

　だが二百年、三百年と経たつ間に、亭主に持った男も次々と死んでゆく。

　それでも自分は十七のまま。五百年、六百年と経てば、もう海だった場所も干ひ上あがって田畑に変わってしまうほど。元の親も、亭主も、知り合いも、もう誰もいない。

　目に見える景色も、もうすっかり変わってしまった。

　こうなってはもう生きている甲か斐いもない。やがて頭を丸めて尼あまになり、諸国巡じゆん礼れいの旅に出てしまった。

　そうして巡めぐり巡って八百歳さいになった頃、どう巡ったかは知らないが、尼は若わか狭さの国にやって来た。そして尼は誰にも会わないように深い深い洞どう穴けつの中に入っていって、そして二度と、出て来ることはなかったということだ。




　…………………………







　　　間章　人魚の海辺







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕ら人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　朝の光が海から射し込むこの町では、夜の闇やみも、海から陸へと押し寄せる。

　駅と小さな漁港をささやかな中心としたこの元漁師町は、それら中心部を離れると急激に人家と街灯の数を減らし、月のない空の下では考えられないほどの深い暗闇に包まれる。

　その暗闇は、まるで明かりの存在しない海の上に広がっている本物の闇が、日没と共に津波のように町へ流れ込んだかと思えるほどだ。都会のように密集していない、田舎いなか町まちの人家のまばらな明かりは、海より流れ込んだ暗闇の中では、取り残された島のように頼りない。

　高台から夜景として見れば、町そのものが暗闇の海に取り囲まれ、沈んでいるかのよう。

　本当の海岸線さえも闇の中で影も見えず、一面の広大な闇の中に明かりが点在する様子は、まさしく暗闇の洪こう水ずいだ。

　人の営みも、自然の営みも、ただ暗闇の底。

　海辺にあるこの町の夜は、そういう夜だった。

　…………そして。




　どっ、




　と風とも海鳴りともつかない音が響く、町外れの海岸近く。

　夜よ闇やみの中に沈む広大な岩場と申し訳程度の砂浜が続く海岸の近くに、海から陸へと吹き込む風に立ち塞ふさがるように、山へと続く林が広がっていた。

　その町外れの鬱うつ蒼そうとした林には、土地の起伏を縫ぬうようにして、街灯もない細い道が存在していた。道は町から田畑を通って林の中に伸びて、やや高台に建っている寺の敷地に至り、あとは曖あい昧まいに林の中で途と切ぎれているという、ほぼ一本道と言っていい道路だった。

　町と寺とを繫つなぐ道だと地元の人間は認識し、事実それ以外に使い道もない道だった。

　この日、そんな寂さびれた林の中の道を、すっかり陽ひの落ちた時刻に、一台の白い軽トラックが二人の作業着姿の男を乗せて、ゆっくりとした速度で、走っていた。

　明らかに整備が行き届いていない荒れたアスファルトの道を、時折がたがたと揺れながら、軽トラックは寺の方へと向かう。運転しているのは茶ちや髪ぱつの若者で、助手席にいるのは帽ぼう子しを被かぶった中年男性。彼らの作業服と帽子、そして車の側面には、町にある電器屋の名前が、角ばったデザインの文字でプリントされていた。

　そして、そんな車の中で。




「……おやっさん。この道、暗いっすねえ」




　ハンドルを握っている若者が、隣となりの中年男へと、そう言って話しかけた。

　いかにも電器屋の配達中といった風ふ情ぜいの二人は車の窓を開けて、風の吹き込む車内で、退屈げな表情で進行方向を眺ながめていた。車のライトが照らす妙みように色彩に乏とぼしい景色はひたすら鬱蒼とした林ばかりで、単調で、退屈で、そして、陰気だった。

「あん？」

　そんな中で話しかけられた中年男は、窓に肘ひじを乗せ、咥くわえ煙草たばこのままそう答えた。

　とりたてて態度を悪くして答えたわけではない。この土地の昔からの男は、概おおむねこういう気風の者が多いのだ。

「暗いって……そりゃお前めぇ、パチンコ屋じゃねーんだから電気ピカピカじゃいかんだろ。お寺さんなんだからよ」

　中年男は言った。

　若者はパチンコ屋のような寺を想像して苦笑い気味に表情を崩くずすと、「違ちげえですよ、何言ってんすか」と男の見当違いな答えを訂てい正せいした。

「そうじゃなくて、街灯つけりゃいいのに、って話ですよ」

　常々若者は思っていたのだ。

　今年、町の専門学校を出て故こ郷きように戻ったばかりの彼にとって、この町の、特にいま通っているような町外れは、どこも無む闇やみに暗いと感じていたのだ。

「危あぶねえでしょう。暗いし、道は悪いし、曲がりくねってるし」

　ついでに不ぶ気き味みだ。

「まあな」

「事故とかあるでしょう。問題になったこととかないんすか？」

　若者はそう言ったが、対する男は一度だけ首をひねると、せっかくの若者の懸け念ねんを、あっさりと否定した。

「……ねえな」

「えー、ほんとですかあー？」

「事故起こすほど誰が通んだよ、寺にしか行かねえのに」

　男は口の端はしから煙草たばこの煙けむりを吐はき出して、言った。

「こんなとこに何本も何本も街灯作ったら、無む駄だ遣づかいすんなって文句が出らあ」

「あー、言われてみりゃそうっすね」

　納得する若者。男はふん、と小さく鼻で笑うと、煙草を灰皿に押し付けて、もみ消した。

　景色が開け、車が寺に着いたのが見えたのだ。

　車は寺の手前に広がっている砂利じやりの敷かれた駐ちゆう車しや場じように入り、砂利を踏むタイヤの音をさせながら、古く立派な門の前に停車した。

「さて」

　そして男がそう言って、車を降りようと助手席のドアを開けた時だ。

　半分足を降ろしかけていた男の眉み間けんに、突とつ如じよとして困こん惑わくしたような皺しわが寄った。

「……ん？」

　男は、同じく降りるためにドアを開けていた若者を、その表情のまま振り返った。

　そして車のルームランプの、黄色い明かりの中で、どうにも納得がいかないといった様子で、若者へと口を開いた。

「……おい、ここに何の用があるんだ？」

「へ？」

　問われた若者は、そんな間の抜けた声と共に車から出した足を止めて、男を振り返った。

「何ってそりゃ……」

　若者はそう言って言葉を続けようとしたが、言葉はそこで途と切ぎれ、表情がみるみるうちに、困惑に塗り潰つぶされた。

「……俺おれら、何でこんなとこに来たんです？」

「馬鹿野や郎ろう」

　中年男はそう言って、盛大に溜ため息いきをついた。

「あーあ、ぼさっとこんな所まで来ちまいやがって。二人も雁がん首くびそろえて何やってんだかな、まったくよお」

「あれぇ？　おっかしいなあ……」

　嘆たん息そくする男と、しきりに首をかしげる若者。暗い寺の門前でぼんやりとした明かりの中、車に入ってくる空気は、空々しいほどに肌はだに冷たい。

「ほら、戻るぞ」

　男は疲れたように、言った。

「あー、はい」

「まったく……暇ひまでもねえってのに。二人ともボケるほど疲れてんのかねえ」

「おかしいっすよねえ……」

　若者はまだ首をひねりながら、それでも運転席を閉めようと、ドアに手をかけた。

　しかしその時、若者の不ふ審しんそうな表情に、不意に別のものが混じった。若者は不思議そうに眉まゆを寄せるとしばし鼻を鳴らして、車の外の空気を、嗅かぐように吸い込んだ。

　中年男が、その様子に気付く。

「……ん？　どうした？」

「いや、なんか匂においしませんか？」

　若者は答えた。男はそれに倣ならって、外の空気を嗅ぐ。

「……いいや？　別に臭におわねえぞ」

「え？　そうっすか？　石せつ鹼けんの匂いがするんすけど」

　若者は眉をひそめる。

「少しですけど、絶対しますって」

「そうかあ？」

　男も真ま逆ぎやくの意味で、納得のいかない表情をする。

「だいたい石鹼がどうしたよ。仮に匂いがしたって、おかしくねえだろ」

「いや、そうなんですがね」

「だったら何でえ」

「えーと、なんつーか……最近あちこちで石鹼の匂いしませんか？　町中あちこちで、気付いたら石鹼の匂いがする気がするんすけど」

　困こん惑わくしたように言う若者に、男は不ふ審しんげな顔。

「あー？　しねえなあ。別に」

「そうっすか……」

「今もか？」

「今もっす」

　若者の答えに、男は「ふぅん」と目を細めて、顎あごへと手をやった。

「……やっぱ疲れてんじゃねえか？　お前」

「そうですかねえ」

　若者は肩かたを落とす。

「おら、そこ降りろ。運転代わってやるよ」

「あ、すんません」

　二人は開けっ放しだったドアからそれぞれ降りると、席を替わってドアを閉め、今度は男の方がハンドルを握った。

　二人を乗せた軽トラックは、再び砂利じやりを踏む重々しい音を立てて、大きくバックした。

　車はそうして駐ちゆう車しや場じようを回って方向を変えると、元来た方向へと、走り出した。

　そして────




「………………………………………………」




　その光景を門の下に立つ人影が、じいっ、と睨にらむように、見つめていた。

　柿かき渋しぶ色いろのベストを着た白はく髪はつの老人。彼は半ば開いている門の隙すき間まに、ただ巌いわおのように険しい表情をして、車の消えた先を見つめながら、亡ぼう霊れいのように立っていた。

　群むら草くさ宗そう平へい。秘密に存在する、〈騎士団オーダー〉と呼ばれる互ご助じよ結社の、この町での世話役。

　彼はトラックが去った後に現れたわけではない。最初から、ここにいたのだ。

　あの二人が乗った軽トラックがやって来た時には、すでに彼はいた。

　それよりも前から彼はここに立っていて、最初からずっと、彼らを見ていた。

　ずっとここにいた。まるで門番か何かのように。しかし、この寺の関係者ではない全く他人の群草が────いや、仮にそうであったとしても、このように来客を見張るようにしているのは、明らかに不自然だった。

　確実に、彼は不ふ審しん人物と言える存在だった。

　だが、それにもかかわらず軽トラックの二人は、ずっと彼らの横でそうしていた群草に、一度も目を留めることはなかった。

　いや、正確には、目を向けはしたのだ。だが、話をしながら幾度となく門と群草の方へと目をやっておきながら、二人はまるで門も群草も見えていないかのように、視線を完全に素通りさせたのだ。

　それはまるで、この寺の存在が背景の書き割りと化したかのようだった。

　寺の存在は認識していて姿としても見えているが、単なる書き割りに過ぎないので、『ここに寺がある』という薄うすっぺらい事実以外のものとして認識できない、そんな感覚。

　寺の姿と存在は見えているが、その実体に目を向けることを、無意識が避さける。

　あるいは本当に実体というものを失ってしまっている、例えるなら中身を失った、寺というものの、〝抜け殻がら〟。

　だが群むら草くさは、この現象のもっと適切な例えを知っていた。

　実際的な例えではない。もっと私的で詩的な意味での、この現象を例える言葉。




　今、この寺は────その実体と意味の全すべてを埋まい葬そうされ、墓標だけが残っているのだ。




　この寺はいま、『ここに寺がある』という墓標だけを残して、その存在の全てが、中にいる群草と共に埋葬されているのだ。

　この寺の全てを棺ひつぎとして、今、群草は埋葬されているのだ。

　埋められている群草も、寺も、目の前にあるのに、あの二人はその姿を見ることはできない。

　墓標を見ることによって、寺というものの存在を認識しながらも、その姿は、決して見ることはできない。墓標の下に棺が埋うまっていることは当たり前の事実として認識しながら、しかしその姿を、見ることができないように。

　死者に会うことは、できないように。

　群草は知っていた。たった今「用もないのにここまで来てしまった」と言って立ち去った二人が、おそらく間違いなく、この寺に用があって来たのだということを。

　彼らの中でこの寺へ用事があったという認識は、この寺が埋葬されたことによって、同時に死んだのだ。この、寺を棺として、生きながらにして群草を埋葬したモノの名は、群草自身の中にある、〈アンデルセンの棺〉という。

　群草自身がその内に自らの過去の〈断だん章しよう〉として抱かかえる、姿も形も影もない、忌いまわしく呪のろわれた墓堀人。

　この寺は〝埋め〟られ、隔かく離りされているのだ。

　群草が宿す、群草自身を埋めようとしている墓堀人の手によって。

「……まったく、面倒な話だ」

　そしてその隔離された寺の門の下で、沈ちん殿でんしているかのような夜よ闇やみの中、群草は苦々しげに吐はき捨てた。

「誰もやる者がおらん。人が足りん。いつもいつも、わしがやるしかない」

　群草はぼやく。

　その不ふ機き嫌げんそうな呟つぶやきは寺の敷地に広がっている、まるで土の中にでもいるかのような重く冷たい静せい寂じやくに吸われて、誰の耳にも届くことなく消えていった。

　暗闇の中、たった一人で、群草は立っていた。

　やがて群むら草くさはベストのポケットから携帯電話を取り出すと、画面に映る時計の表示を見て、苛いら立だたしげに表情をまた険しくした。

「電話に出やせんとは……何をやっとるんだ神か狩がり屋やめ」

　そして毒づく。

　先ほど行おこなった何度目かの電話を試みてから、まだ五分ほども経たっていないことを、ぼんやりと光る画面に映った時計の表示は群草に伝えていた。

　そうしていると、不意に、




　じりりりりりん！




　と周囲に拡がる静せい寂じやくの中に、不意に電話のベルが鳴り響いた。

　古い電話のベルを模した電子音。しかしそれは群草の携帯ではなく、寺の敷地内にある、住職一家の住居から聞こえてきたものだった。

　舌した打うちせんばかりの表情になって、群草は住居の方向へ目をやった。

　そんな群草の苛立ちを逆さか撫なでするように、くぐもった遠い電話の音は、音が夜に食い尽くされたかのような静寂の中を虚うつろに繰り返して、響き続けた。




　じりりりりりん！




　空気が止まったような境けい内だいの空気の中を、電話の音が無む為いに響く。

　ただ、鳴り続ける。しかしこうして何度もベルが鳴っているにもかかわらず、その電話を誰かが取る様子は、全く中からは、感じられなかった。

　無為に、虚ろに、鳴り響く電話。その聞こえてくる音は、群草に、つい先ほどまで自分がかけていた、神狩屋への電話を思い起こさせた。

　出る者のない、電話。

　群草は苛立ちと共に、この電話をかけている顔も知らない相手に、同情をも感じる。

　群草は知っていた。いま寺にかかってきているこの電話には、誰も決して出ることなどないということを。

　この試みは先ほどの群草と同じように、無む駄だに終わるということを。

　群草は知っていた。この電話を取るべき寺の住人が、どうなっているのかを。

　群草は知っていた。もう電話も取れなくなってしまった中の住人が、どれだけ取り返しのつかないことになっているかを。




　じりりりりりん！




　無む為いに、虚うつろに、電話の音が鳴る。

　無言でそれを聞く群むら草くさの鼻び腔こうには、ずっとある臭においが、微かすかにただよって来ていた。

　鼻を刺さし、胸が悪くなるような肉の腐ふ敗はい臭しゆう。それに血と、腐くさった磯いそと、そして石せつ鹼けんの匂においが混じったような、異様極まる匂い。

　一度は知っている、〈泡ほう禍か〉の臭い。

　一度は見て知っている、おぞましい〈泡禍〉の臭い。

　決して人の目に触ふれさせてはならない、〈悪夢〉の臭い。

「まったく……面倒な話だ」

　群草はそんな臭いと鳴り続けるベルの中で、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、腹の底から呻うめくように、そう再び呟つぶやいた。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪かい奇き現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡禍〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、悪夢はさらに、続く。
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　　　六章　葬列は再び来る







　　　　１




　話し声ひとつしない居間に、受話器から淡々と漏もれる電話のコール音。

　海部あま野の家けの、台所と一続きになった和風の居間。そこでは主人の幸こう三ぞうが壁に取り付けられた電話の前に立って、受話器を耳に当てて、ただ鳴り続けるコール音を、黙って聞いていた。

　すでに幾度も呼び出し音が繰り返されているにもかかわらず、電話には誰も出ない。

　虚うつろに漏れる電子音。初老の幸三は疲ひ弊へいの浮いた無表情でしばらくその音を聞いていたが、やがて不ふ審しんと諦あきらめの混じった表情を浮かべると、受話器を耳から離して、静かに壁の電話機へと戻した。

「……駄だ目めだ、出ない」

　幸三は言った。

　その脇わきに立っていた、神か狩がり屋やこと鹿か狩がり雅まさ孝たかは、幸三の言葉を聞くと、困ったような表情を作って若わか白髪しらが混じりの寝ね癖ぐせ頭あたまに手をやった。

「お寺がですか？　初しよっ端ぱなからとは困りましたね」

　神狩屋の嘆たん息そくに、幸三が応じた。

「まったくだ。寺がこんなことでは困る。留守電もせずに空けるとは……」

　言葉には幸三の厳格さが滲にじみ出ている。しかし、そう言ったところで幸三は、いま自分がどういう用件の電話をかけようとしていたのか思い出したらしく、自己を恥じるような苦々しい表情をして、険しい視線を床ゆかに落とした。

「……いや、人の事は言えんな」

「仕方ありません」

　神狩屋は言う。

「あの有様では明日あすの法事は無理です。中止と伝えるしかない。とりあえず……お寺は後回しにしましょう。まず他ほかの親類へ連絡を」

「ああ、わかっている」

　溜ため息いき混じりに幸三は答える。

「非常識だが明日は中止にするしかない。あれは……」

　そこで幸三は言葉を切った。




「あれは……駄目だ」




　そして幸こう三ぞうは適切な言葉が思いつかなかった様子で、ひどく平へい易いな、しかし逆にそれゆえに形容しがたい異常をこの上なく端たん的てきに表した、自身の常識も良識も全すべて諦あきらめた短い言葉を、胸の奥から吐はき捨てた。




　　　　†




　同じ頃、白しら野の蒼あお衣いは、海部あま野の家けの廊ろう下かを歩いていた。

　木張りの廊下に、漆しつ喰くいの壁。そして障しよう子じ戸どと襖ふすまが連なる日本家屋の廊下を、蒼衣はやや硬い面持ちで、とある部屋へと向かって歩いていた。

　蛍けい光こう灯とうにぼんやりと照らされた、古こ民みん家かと呼べる家にも関わらず、よく手入れがされた廊下。

　その蛍光灯のぼんやりとした光の中に響く、廊下を踏む、スリッパの足音。

　黙然とした廊下の雰ふん囲い気きは、やや陰いん鬱うつで不ぶ気き味みだ。

　だが蒼衣の表情が硬いのは、それが理由ではなかった。

　理由は二つ。一つは今まさに蒼衣が向かっている部屋のせい。

　そしてもう一つは、蒼衣の案内に従って、すぐ後ろをついて来ている、二人の客人のせいだった。




「………………」




　蒼衣のすぐ後ろには、喪も服ふくを着た男女が、並んで歩いていたのだ。

　漆しつ黒こくの喪服を来た男女。その二人組は二人のいる廊下の明度が下がっているかと錯さつ覚かくするほどの、黒い存在感を持って、蒼衣の背後にある廊下の空間を、圧倒的に占めていた。

「……ここです」

　やがて目的の部屋の前に到着して、その部屋の襖を指差す蒼衣。

　すると、それに応こたえて二人組の女性の方、戸と塚つか可か南な子こが、この場所や服装にはあまりにもそぐわない、柔やわらかで穏おだやかな笑顔を蒼衣へと向けた。

「ありがと」

「いえ……」

　蒼衣はその笑顔に、何故なぜだか気まずい思いになって、目を伏せた。

　伏せると目に入ったのは可南子の腰こし周まわり。彼女の喪服のスカートには鉈なたや鋸のこぎりや山やま刀がたなが吊つられた太い皮ベルトが巻かれて、その手にはいくつも重ねられたバケツが、複数の刃は物ものとシャベルが突っ込まれた状態で提さげられていた。

　可か南な子こはそんな物ぶつ騒そう極まる格好には不ふ釣つり合あいな優しい笑顔で、低い日本家屋の天てん井じようにぶつからんばかりの長身で隣となりに立つ男を振り仰あおいだ。

「じゃ、行きましょうか。瀧たき」

「……」

　そして可南子が言うと、呼ばれた瀧修しゆう司じ────通称〈葬そう儀ぎ屋や〉は、寡か黙もくで厳いかめしい表情をした彫りの深い顔を一つ頷うなずかせて、ぬ、と大おお股またに蒼あお衣いの隣をすり抜けて襖ふすまの前に立った。

　その瞬しゆん間かん、




　ぞっ、




　と蒼衣の背筋に、冷たいものが走る。

　息が止まった。これまでずっと離れていてさえ背中を圧迫していた強烈な気配の持ち主が、それこそ触ふれそうなほどすぐ傍そばを、かすめるようにして通り過ぎたのだ。

　一人の人間が持ち得る気配を大きく逸いつ脱だつした、長大な葬そう列れつを一人に圧おし固めたような巨大で暗あん鬱うつな気配。その一いつ瞬しゆん、蒼衣はまるで荒野に伸びるたった一本の細い小道に放り出されて、すぐ横をこの世の者ならぬ亡もう者じやの並ぶ葬列とすれ違ったような、まさに身も竦すくむような寒々しい気分に襲われた。

　例えるなら、一回り温度の低い空気が常に〈葬儀屋〉の周囲にわだかまっていて、それが通りすがりに皮ひ膚ふを撫なでたような感かん触しよく。

　あるいは魂たましいに冷たい手を差し込まれたような、そんな感覚。

　思わず背筋が伸び、全身の毛穴が縮んだ。

　考えてみれば仕事中の〈葬儀屋〉にこれほど近寄ったのは初めてだ。その気配は〈葬儀屋〉と共に移動し、通り過ぎると同時に過ぎ失うせて、そこでようやく蒼衣は背筋を凍こおりつかせるような感覚から開放されて、どっ、と一いつ斉せいに冷や汗が吹き出すのを感じながら、止めていた息を大きく吐はき出した。

「…………………………！」

　それを見て可南子が、くすっ、と小さく笑う。

「……瀧。あなたが不用意に近づくから、彼、怯おびえてるわよ」

　からかうように可南子。言われた〈葬儀屋〉は無言のまま、しかしその厳しい表情に微かすかな困こん惑わくの色を浮かべて、可南子を見た。

　その表情を見て、再び可南子は可笑おかしそうにくすくすと笑った。

　そして、

「……ごめんなさい。始めましょう」

　すぐに可か南な子こはそう言うと、バケツから無造作に鉈なたを引き出して、目的の部屋の襖ふすまを、視線で指し示した。

「…………」

　無言で促うながされた〈葬そう儀ぎ屋や〉は一いつ瞬しゆん納得いかない風ふうで眉まゆを寄せたが、すぐ目の前の襖へと向き直り、彼の巨きよ軀くのせいでひどく小さく見える襖に大きな手をかけた。

　襖からは、ぴったりと締め切っているにも関わらず、明らかな異い臭しゆうが、廊ろう下かへと漏もれ出していた。

　蒼衣はこの家に戻って来てから、一度この中を見ている。そしてそれから部屋は締め切られて、〈葬儀屋〉たちがやって来るまでの間に、すでに二時間以上が、経過していた。

　中がどうなっているのか、蒼衣は知っている。

　この廊下に漏れ出している隠かくし切れない腐ふ敗はい臭はその記き憶おくをありありと蘇よみがえらせ、自分ではない人間が襖に手をかけているのを見るだけで、蒼衣の心がざわめいた。

　しかし────




　しゅっ、




　と音を立てて、〈葬儀屋〉は一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよもなしに襖を引き開けた。

　表情一つ動かさなかった。そして襖を開けた途と端たん、その向こうに圧縮されていたかのごとく閉じ込められていた猛もう烈れつな臭においが、まさに見えない塊かたまりが転がり出て来たかのように、どっ、と廊下へと溢あふれ出してきた。

「う……！」

　二度目でありながら、それでも蒼衣は怯ひるんだ。

　腐ふ肉にくと腐くさった磯いそ、そして刺激臭じみた石せつ鹼けんの匂いが混在する、鼻の奥が痛むほどの、強烈な異臭。

　だが〈葬儀屋〉も可南子も、そんな蒼衣をよそに、襖の向こうを平然と覗のぞき込んだ。そして中の光景を見ても特別何かを感じた様子は見せず、そのまま腐臭の充満する部屋へと、いともあっさりと踏み込んで行った。

「……」

　視界を塞ふさぐ目の前の二人がいなくなり、部屋の中が蒼衣の目にも露あらわになった。

　そこには二時間前に見たものと同じ、まさに悪夢とでも呼ぶべき光景が広がっていた。

　二ふた間まが続いた客用の和室は、地じ獄ごくと化していた。そこには、法事のためにやって来た七人の海部あま野の家けの親しん戚せきたちが────もはや七人とは数えられない状態で、べっとりと畳たたみの上に広がっていたのだ。

　そこにあるのは一いつ塊かいの、溶とけ合わさった腐肉と皮ひ膚ふ。

　その形状を無理に形容するならば、水で溶といて泡あわ立だてた、形も維持できないほど柔やわらかい粘ねん土どで人間を七体分作り上げ、客用テーブルに置いて放置した成れの果て。

　それは元は、テーブルを囲んでビールを飲んでいた七人の人間だったものだ。

　しかし今や、それらの肉体は原型を留とどめず溶解して、赤黒く泡立つ衣服と髪かみの毛の混じった繊維質のヘドロのようなものに変わって、テーブルと畳たたみの上に流れ出し、煮に崩くずれた海草のように不快に泡立ちながら磯いそじみた腐ふ臭しゆうを放っていた。

　ぷつぷつと部屋中で、溶解した肉が泡立つ小さな音が聞こえる。

　その音と共に部屋の中の空気に、磯じみた腐臭と混じった、溶解した内臓とその内容物の暖かく湿った不快な臭においが立ちのぼる。

　それらの溶けて泡立つ肉は、全すべて七人の口から吐はき出されたものに見えた。

　それらは酒しゆ肴こうの並べられたテーブルを覆おおい尽くし、畳に流れ出して、その肉にく泥どろの中に辛かろうじて溶け残った中身のない皮ひ膚ふが、ビニールのようにぐにゃりとテーブルに突っ伏して埋うもれ、溶け、歪ゆがみ、そして、混ざり合っていた。

　今朝けさ群むら草くさが、『泡立った海苔のりの佃つくだ煮に』と形容した、異常損そん壊かいした人体がこれだった。

　もはや原形のない人間。しかしそれは不ぶ気き味みなことに、所々に手や足や内臓などの部位が垣かい間ま見えるように、形を残していた。

　人間の痕こん跡せきを各所に残す、大量の、溶けた肉。

　そしてさらに、最悪におぞましいことには、白目を剝いて真っ白に色が抜けた人間の頭部が七つ、ほぼ完全に原形を留めたまま、赤黒いヘドロに絡からみつかれるようにして、半ばその中に埋もれていたのだった。

　これは粘土を捏こね、溶かして作った人間ではない。

　人間を捏ね、溶かして作った粘土なのだ。

　蒼あお衣いはその冒ぼく瀆とく的てきなオブジェが存在する部屋の前で、踏み込むことができずに、ただ立ち尽くしていた。無む駄だな抵抗ながらも袖そでで口元を押さえ、嫌いやでも吹き出してくる脂汗を額ひたいに浮かべて、正視に耐えないその光景を、感情を殺したひどく明めい晰せきな意識の中で、目を見開いて見つめていた。

「………………」

　蒼衣の前で、〈葬そう儀ぎ屋や〉が〝それ〟へと近づいてゆく。

　やがて〝それ〟の前に立った〈葬儀屋〉は、苦く悶もんの表情と呼ぶには歪ゆがみ過ぎている老人の頭部の一つを、その長身で黙って見下ろし、使い込まれた鉈なたを、担かつぐように低く振り上げる。

　そして鉈はそのまま、無造作に振り下ろされた。




　どしっ、




　と部屋に響く、骨と肉を断ち割る、硬くて湿しめった重い音。

　…………………………




　　　　†




　海部あま野の家け二階。千ち恵えの部屋。

　その襖ふすまが開け放たれて中が見える部屋の前の廊ろう下かに、時とき槻つき雪ゆき乃のは壁に背を寄りかからせて、無言で立っていた。

　部屋の中にはベッドに横たわる千恵と、その母親の姿。

　だが雪乃は部屋の中のそれらとは、関わる気も会話をする気もないらしく、その表情と態度が共に、部屋の中の者たちに対して一線を引いていた。

「………………」

　雪乃の冷たい美び貌ぼうには、毅き然ぜんとも不ふ機き嫌げんともとれる、硬い表情。

　学校の制服であるセーラー服の合あい服ふくは、左の袖そでだけが捲めくり上げられていて、肘ひじまで露ろ出しゆつしたその腕うでには血の滲にじんだ包ほう帯たいが、一面に巻きつけられていた。

　その傷による失血で、元々抜けるように白い彼女の肌はだは、さらに血の気が引いている。

　うっすらと額ひたいに滲にじんでいる汗は雪乃の精神状態に起因するものではなく、出血と疲ひ弊へいに対しての、純粋な身体からだの反応だ。

　明らかに自分の体温が低いことが、自分で感じられた。

　そしてそんな体温と対比するように熱い、傷だらけの腕が発する、重い鈍どん痛つう。

　それらを感じながらも雪乃は、その表情に、弱みも怯ひるみも出さなかった。雪乃はただ硬い表情をして、「話しかけるな」と言わんばかりの拒絶の雰ふん囲い気きを、全身から滲ませながら、廊ろう下かから見える千恵の部屋の様子を睨にらむようにしてじっと見つめていた。

　和室に机とベッドを置いた、千恵の部屋の。

　そのベッドの上に横たわっている、千恵を。

　千恵は、彼女の大おお叔母おばの家で遭そう遇ぐうした〈泡ほう禍か〉によって、両足にひどい怪け我がをしていた。そして雪乃たちがここに運んで来る途と中ちゆう、千恵は家が見えた辺りで失神してしまい、それから二時間あまり目を覚ますことなしに、ずっと眠ねむり続けていたのだ。

　折りたたんだ薄うすい毛布を体にかけて眠っている、パジャマ姿の千恵。

　そこから出ている両の足は、最低限ながらも、包帯が巻かれている。

　彼女の母親が、薬箱の常備薬を使って何とか処置した結果だった。だがもちろんこれは不十分なもので、本来ならば病院での治療が必要な怪我だったが、しかし医者に原因を聞かれた時に答えられないという理由で、病院には連れて行くことはできなかった。

　何しろ足首から下の皮ひ膚ふが、薬品で一面溶とけ爛ただれたような怪我なのだ。

　当然これを診た医者は、処置の必要性から原因の説明を求めるだろうと思われた。

　だが当然、「怪かい奇き現象が原因だ」などと正直に答えるわけにはいかない。かといって噓うそをついても、より事態を面倒にする可能性が高い。

　もし事件性を疑われて通報でもされようものなら、最悪の事態だ。

　おそらく病院に行けるとすれば、この事件の全すべてが終わった、その後だろう。

　それに事件の発覚だけが、問題ではない。

　それは他ほかでもない、彼女はこの〈泡ほう禍か〉の中心である〈潜有者インキユベーター〉の可能性が高く、彼女を他の場所に移せば、その分だけ〈泡禍〉の範囲を拡大させるかも知れないのだ。

　雪ゆき乃のの厳きびしい視線は、見る限り千ち恵えへの警戒以外の何物でもなかった。

　千恵が完全に発狂し、無自覚に〈泡禍〉を撒まき散らす〈異い端たん〉になれば、千恵を殺さなければ事件は収まらない。

　それゆえの、当然の警戒。

　そう、少なくとも雪乃自身は強くそう思い────いや、全ての感情を憎ぞう悪おで押し潰つぶして、そう自らの意思として思い込んでいた。

「………………」

「………………」

　押し黙る雪乃と、一言も発さない母親による、重い沈黙。

　聞こえるのはただ自分の呼吸の音と、階下から漏もれるように聞こえてくる電話と思しき、途と切ぎれ途切れの話し声だけ。

　そんな沈ちん黙もくの中、

「ん……」

　と不意に、微かすかな呻うめき声が聞こえた。

　聞こえたのは部屋の中。ベッド脇わきに座り込んでいた母親が、慌あわてて身を乗り出した。

　どうやら意識を失っていた千恵が、目を覚ましたらしかった。雪乃はそれに気づくと、しばしどうすればいいのかと戸と惑まどった表情になって……しかしすぐに元の無表情を作ると、部屋に背を向けて、足音を立てずにその場を立ち去ろうとした。

　だが……




「あ、あれ？　雪乃さん？」




　その途と端たん、廊ろう下かの角から顔を出した蒼あお衣いと、いきなり顔を合わせることになった。

　雪乃の眉まゆが不ふ機き嫌げんに寄る。蒼衣は怪け我が人にんへの遠えん慮りよからか雪乃と同じように足音を忍しのばせて階段を上がって来たらしく、一いつ瞬しゆん驚いたような表情をして、しかしすぐに声を潜ひそめると、雪乃へと訊たずねた。

「……もう、ここはいいんだ？」

「…………」

　何故なぜだか顔色の悪い蒼あお衣いの問いに、雪ゆき乃のは答えなかった。

　というよりも答えが分からなかった。雪乃は千ち恵えを警戒して見張っているのだと自らに任じていたが、彼女が目を覚ました時にここを立ち去りたい気分になったのは、明らかに自分に任じた使命からは逸いつ脱だつしていた。

　それを蒼衣に見られて、問われた。

　自分でも分からなかった。だから答えの代わりに、雪乃は言った。

「……うるさい、殺すわよ」

「え……？」

　いきなりの言葉に、鼻はな白じらむ蒼衣。そんな蒼衣から雪乃は不ふ機き嫌げんに視線を外すと、そのまま大おお股またに歩ほを進めて、蒼衣の脇わきをすり抜けようとする。

「えーと……」

　蒼衣は困った表情で周りを見回した。

　そして千ち恵えの部屋の中の様子に、気がついた。

「あ……千恵さん、目、覚ましたんだ？」

　雪乃は答えずに、そのまま階段へと向かった。

「あれ？　雪乃さん、千恵さんとは話さないの？」

「……」

　無視。

「あんなに心配してたのに」

「！」

　無視……するつもりだったが、さすがにその言葉は聞きとがめた。

　きっ、と振り返る雪乃。そして眉まゆを吊つり上げて蒼衣に詰め寄ると、声を潜ひそめて、しかし同時に荒げて言い放った。

「……勘かん違ちがいしないで。私は見張ってただけよ」

　雪乃は言った。

「あの人と話すことなんかないわ。いつ私の手で殺すことになるか分からない人間と、仲良くする気はない。無意味だわ」

「またそういうこと言う……」

「私は死ぬ覚かく悟ごがある人間しか、相手にしない」

　言う。

「もちろん、あなたともよ」

　言い放つ。

「……」

　雪ゆき乃のは困こん惑わくしたような表情の蒼あお衣いをその場に残すと、そのまま背を向けて、階段を降りていった。

　不ふ愉ゆ快かいだった。蒼衣が。自分が。

　そして自分に言い聞かせる。自分は〈騎き士し〉なのだと。

　自分は〈泡ほう禍か〉との殺し合いに身を捧ささげた──────〈騎士〉という名の、『殺人者』なのだ、と。







　　　　２




　つややかなしゃぼん玉の中に、白い服を着た姉が座っていた。

　逃げるようにふわりと飛んでゆくしゃぼん玉を追いかけようとするが、自分の足がなくなっていて、どうやっても走れない。

　必死で追いかけようとしても、進まない。

　心ばかりが焦あせる。姉の入ったしゃぼん玉はふわりと空へと浮かんで飛んで、町の向こうへ、空の向こうへ、小さくなって、消えてしまう。

　………………




　　　　†




「ん……」




　そんな夢を見て、海部あま野の千ち恵えは、目を覚ました。

　目を開けるとまず最初に見たのは、涙なみだで滲にじんだ、ぼやけた視界だった。

　視界はすぐにじわりと像を結び、焦しよう点てんを結んでいった。白くぼやけた光景は徐じよ々じよに形を成していって、やがて見慣れた木もく目めの浮いた天てん井じよう板いたの姿を、千恵の視野の中に露あらわにしていった。

　自分の部屋の、天井だった。

　寝ているのは、自分の部屋のベッド。

　そして胸の中には夢の名残なごりとして、一つの感覚が残っていた。

　それは胸にぽっかりと穴が開いたような、夢の中で感じた喪そう失しつ感かんが、まるで真空を胸の中に満たしたかのように、くっきりと心臓の辺りに残っていたのだった。




　どっ、どっ、どっ、




　と体の中から、自分の心臓の音が、ひどく大きく聞こえていた。

　目覚めたばかりの奇き妙みように重い身体からだの中に、奇妙に大きく響く、鼓こ動どうの音。

　その鼓動は夢の中をそのまま走り抜けてきたばかりのような、全力疾しつ走そうの直後に似た疲労感を伴っていた。僅わずかな苦痛を伴う鼓動。そして荒い呼吸と、肌はだに衣服が張りついている、冷たく不快な、汗の感かん触しよく。

　悪夢からの、目覚めの感触。

　目覚めた直後の霞かすみがかかった意識と、妙みように明めい瞭りような、体内の感覚。

　それらの感覚は目覚めと同時に急激に身体の中から去っていき、それと入れ替わるようにして千恵の意識ははっきりとしていった。寝起きの千恵はとにかく身体を起こそうとして、まだ隅すみ々ずみまで感覚を取り戻していない身体に、ぐっと力を入れた。

「……あつっ！」

　途と端たんに千恵は声を漏もらして、顔をしかめて転がった。

　自分の両足の足首から下に、皮ひ膚ふを火で炙あぶられたような激痛が広がったのだ。

　上体を起こしかけて、そのまま千恵は横倒しに布ふ団とんへ突っ伏した。その一いつ瞬しゆん、千恵は何が起きたのか全く理解できなかったが、すぐにその痛みが完全に頭を覚かく醒せいさせて、曖あい昧まいだった記き憶おくが千恵の中へ戻ってきた。

「あ……」

　そして千恵は、熱のように痛む自分の両足を感じながら、呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを漏らした。

　布団の上で今度こそ完全に目を覚ました千恵は、これまでの自分に起こった出来事を全すべて思い出し、枕まくらに顔を埋うめたまま、目を見開いて動きを止めた。

　一いつ斉せいに蘇よみがえる記憶と、それに伴う感情。

　濁だく流りゆうのように頭の中を一杯にしたそれらに対して、千恵は理性をもって耐えて、そして整理するのが精一杯だった。

　目の前で起こった、あの信じられない出来事。

　大おお叔母おばの家で起こった、あのおぞましい怪かい奇き現象。

　そしてそれらを残らず焼き尽くした、時とき槻つき雪ゆき乃のという少女の自傷行為と、それに伴う説明のつかない不可思議な力。




『────霊れい能のう者しやみたいなものよ』




　雪乃自身のそんな説明は、あの異常事態の中で、彼女の彫ちよう像ぞうじみた美び貌ぼうから発される限りにおいて異様な説得力を持っていたが、今になって思い返してみれば、それがどれだけ異常であるかは明らかなことだった。

　もはや信じる信じないの話ではなく、そんな彼女に対する、恐怖と不信。

　もちろん彼女をここに連れて来た張本人であり、あの異常を目の当たりにして当然のように受け入れていた、雅まさ孝たかに対してもだ。

「…………………………」

　猛もう烈れつな不安が、胸の奥から泥どろのように湧わき上がってきた。

　千ち恵えの見た〝しゃぼん玉〟から始まっていた、あの密ひそかな千恵の〝恐れ〟。それが────雅孝とあの少女の存在によって取り返しのつかないところまで来てしまったような、そんな恐怖が千恵の頭と身体からだの中とを、みるみるうちに重苦しい不安で満たしていったのだ。

　その時────




「あの……大丈夫？」

「!!」




　突然男の子の声に話しかけられて、千恵はぎょっ、と弾はじかれたように布ふ団とんから顔を上げた。

　人がいることに気がつかなかった。いや、冷静に思い返せば誰かが自分を部屋に連れて来たのは確実なのだが、普段千恵は自分の部屋に人を入れないようにしているので、部屋に他人がいることを咄とつ嗟さに想像できなかったのだ。

　顔を上げると、開け放たれた入口の襖ふすま近くに、母親の牧まき子こが座っていた。

　そしてその向こうの廊ろう下かには、千恵に声をかけた張本人である白しら野の蒼あお衣いが、戸と惑まどい気ぎ味みの表情で、千恵のほうを見て立っていた。

「……！」

「あ……えーと、ごめん」

　千恵の驚いた表情を見て、蒼衣がおずおずと謝った。

　反応に困った。戸惑った千恵は蒼衣には答えず、ほとんど八つ当たりのように、もう一人の方へと言葉を向けた。

「……な……なに勝手に入ってんだよ！　母さんは部屋に入るなって、何回も何回も言ってるだろ!?」

　千恵は母親にそう怒鳴った。牧子の表情が曇る。

　最初は八つ当たり気味の言葉でしかなかったが、しかし怒鳴っているうちに事態への理解が進んで、牧子が今まで部屋に出入りして千恵の体にも触ふれていただろうことに、徐じよ々じよに思い至って身震いした。

　牧子はいま入口の辺りにいるが、それは目を覚ました千恵に対する、見え見えの誤ご魔ま化かしでしかなかった。牧子の皮ひ膚ふについた黴ばい菌きんが今まさに部屋中に付着している。その様子を千恵は怒鳴りながら思い浮かべて、そんな手が自分の体に触れただろうことも想像して、あまりの不潔さに全身に鳥とり肌はだが立った。

　自分の肌に汚よごれや細菌が付着している悪お寒かんのような感かん触しよくが、ぞわぞわと皮ひ膚ふを這はった。

　そしてベッドに入れられている自分が、まだ風ふ呂ろにも入っていないことにも気づいて、細菌の温おん床しようになっているだろう掛け布ぶ団とんを、千ち恵えは慌あわててベッドの外へと放り出した。

「さ……最悪!!　なんてことしてんだ!!」

　千恵は、叫んだ。

　言われた牧まき子こは非難がましく言った。

「しょうがないでしょ……あんた放ほっとかれた方がよかったの？」

「ほっとかれた方がマシに決まってるだろ！」

　千恵は躊ちゆう躇ちよなく答えて身を起こした。一刻も早く汚れたベッドから離れたかった。

　だが、

「……あうっ！」

　足を降ろすと同時に、千恵は痛みにつんのめった。

　床ゆかを踏んだ瞬しゆん間かん、包ほう帯たいに包まれた足に刃は物もので切られたような激痛が走り、千恵はベッドから転げ落ちるようにして膝ひざと手を畳たたみに突くと、包帯の巻かれた自分の足へ、眉まゆをしかめて目をやった。

「千恵……」

「来なくていい！　いいから早く部屋から出ろよ！」

　近づいて来ようとする母親に、千恵は俯うつむいて、怒鳴った。

　そして這はうようにして足の痛みに耐えながら机に近づくと、その上へと手を伸ばして、いつもそこに置いてある除じよ菌きんスプレーを取ろうとした。

　しかしスプレーには手が届かず、こつん、指先だけが当たって、ボトルが倒れた。

　倒れたボトルは机から床へと落ちて、畳を転がって膝に当たり、千恵は情けない気持ちでそれを取り上げると、半ば涙なみだ目めで床へと吹き付けた。




「…………………………」




　沈黙の中、しばらくスプレーの音だけが、空気を引っかいた。

　千恵の視界の端はしで廊ろう下かに出て立った母親の顔が、困こん惑わくしきった表情で、千恵の様子を見下ろしていた。

　そしてその隣となりに立っている蒼あお衣いの顔も、同じだった。

　しばしのあいだ千恵以外の動きが止まり、部屋にはただスプレーの音だけが繰り返されていたが、やがて千恵の除菌スプレーの矛ほこ先さきが千恵自身の着ている衣服や包帯に向かうと、牧子の表情が、徐じよ々じよに何かを思い詰めたようなものに変わっていった。

「……」

　そして牧まき子こは、隣となりの蒼あお衣いへと顔を向ける。

　千ち恵えからはその表情は見えなかったが、おそらく蒼衣に階下に戻っているようにと、無言で促うながしているのだろうと思われた。

　それを証明するように、蒼衣がちらりと千恵へ目をやって、部屋の前を立ち去る。

　そのとき垣かい間ま見えた蒼衣の視線は含みのない気き遣づかわしげなもので、それが目に入ったその瞬しゆん間かんには、千恵の中に微かすかな、蒼衣への罪悪感が湧わいた。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。

　蒼衣という少年にはどうにも警戒心を薄うすれさせる雰ふん囲い気きがあるが、それでも雅まさ孝たかの連れて来た人間であり、雪ゆき乃のというあの少女の仲間であることには変わりがないのだ。

　そして蒼衣への一瞬の罪悪感をかき消したのは、それだけではない。

　牧子が促して、蒼衣をここから去らせた。となれば、その直前の牧子の何かを決心したような表情と考え合わせると、叱しつ責せきされるのか説教されるのか、少なくともそのようなことになる前ぜん兆ちようではないかと容易に想像できたのだ。

　怒られるのは、怖かった。

　だが千恵の潔けつ癖ぺき症しようと意地は、それでも千恵に、スプレーを繰り返させた。

　今さら親に怒られる程度のことでは、この本能的嫌けん悪お感かんに基づいた行為を止めることはできなかった。千恵は牧子から視線を外し、牧子の視線がこちらを見ているのを感じながら、二人分の無言の中で、ただ執しつ拗ようにスプレーを続けていた。




「………………」

「………………」




　気まずい、沈黙。

　スプレーの音が、空気を乱す。

　ボトルを握る、ざらざらに荒れた手。

　そしてそんな自分の手のひらに、除じよ菌きんスプレーを吹き付けると、冷たい感かん触しよくと共に、荒れてささくれた肌はだにひりひりと沁みる。

　ひび割れた皮ひ膚ふの隙すき間まから、薬剤が剝むきだしの肉を刺す。

　だがその痛みは、これで細菌も死んでいるだろうことを千恵に思わせて、少しだけだが、気分のいいものだった

「………………」

　千恵は黙もく々もくと、自分の手に除菌スプレーを浴びせ続ける。

　そんなことをしているうちに、今まで廊ろう下かに立っていて、ずっと無言でいた牧子が、とうとう口を開く気配がした。

「千ち恵え……」

「……！」

　びくっ、とその言葉に、千恵の身体からだが震えた。

　蒼あお衣いがいなくなって、部外者のいない今、何を言われても、あるいは怒鳴られてもおかしくはなかったからだ。

　身体が警戒で、強こわ張ばった。

　だが内心そうやって恐れながらも、千恵は頑かたくなに無視を装い、平静を装って、黙々とただスプレーを続けた。

　話など、何も聞く気もないといった態度で。

　千恵は視線を合わせずに、しかし心を強張らせて、母親の言葉を待った。

「千恵……」

　牧まき子こはもう一度、千恵の名を呼んだ。

　千恵は心の中で身を竦すくめた。だが牧子がその後に続けたのは叱しつ責せきの言葉でも、いつものような説教でも嫌いや味みでもなく、警戒していた千恵が、全く予想していないものだった。

「……あんた、さっき夢見てたでしょ」

　牧子は、言ったのだ。

「…………!?」

　その予想外の言葉に千恵の手が、一いつ瞬しゆんだけ、ぴくりと止まった。

「あんた、志し弦づるの……お姉ねえちゃんの夢、見てなかった？」

　牧子はそんな千恵に構わずに、そう言葉を続けた。

　千恵は答えない。牧子は答えを待っていたのかいないのか、数秒にも満たない僅わずかな間を空けた後、すぐに先程と同じ淡々とした声で、言葉を繫つないだ。

「……あんた、『お姉ちゃん』って言ってた。寝言で」

「………………」

　千恵は、答えなかった。

　答えられなかった。そんな無言の千恵に、牧子は続けてこんなことを言った。

「安心して。お母かあさんも、同じだから」

「……？」

　同じ？　突然何を言い出したのかと、さすがの千恵も訝いぶかしんだ。

　思わず手を止めて、牧子を見た。そしてどういうことなのと、聞き返そうとした。

「何が……？」

　しかし牧子は、その時にはすでに背を向けて立ち去りかけていた。そして廊ろう下かの陰へと、姿が見えなくなりつつあるところだった。

　廊ろう下かから、声だけが届いた。

「……大丈夫。あんたは何も心配しなくていいから」

　牧まき子こは言った。千ち恵えは言葉を失った。

　何が大丈夫なのか、さっぱり分からなかった。

　分かるのは、とにかく牧子が自分を安心させようとしているらしいという、ただそれだけ。

「…………………………」

　何が何だか、分からなかった。

　何かが起こっているらしい。ただそれだけをうっすらと直感しながら、千恵は半ば呆ぼう然ぜんと、牧子が立てる階段を降りてゆく音を、部屋の床ゆかに座り込んで見送ることしかできなかった。

　鼓こ動どうに合わせて響く足の痛みが、少しずつ、強くなってゆく。

　………………

　…………………………







　　　　３




　今も〈葬そう儀ぎ屋や〉たちによる遺い体たいの撤てつ去きよが進む海部あま野の家けの、その作業の音と気配が届く、蒼あお衣いたちに割り当てられた客室。




「つまり危険なのは……〝泡あわ〟ということだね」

「ですね」




　神か狩がり屋やの言葉に、蒼衣は同意して頷うなずいた。

　そこでは蒼衣と神狩屋と雪ゆき乃のが、それぞれ深刻な表情をして、三人だけで顔をつき合わせていた。蒼衣と神狩屋はテーブルの横に座ざ布ぶ団とんを敷いて座り、雪乃は少し離れた場所に立って、それぞれにそれぞれの形の苦悩を、表情に滲にじませていた。

　テーブルに肘ひじを突いた神狩屋の表情には、根深い疲労。

　そして雪乃の顔にも強い疲ひ弊へいがあったが、雪乃はそれを押し隠かくそうとしているかのように、鋭く険しい、気き丈じような目をしている。

　雪乃は傷のもたらす疲弊。そして神狩屋の疲労の原因も明らかだった。

　何しろ怪け我がをした千恵を運んでここに戻って来てからというもの、家の中は今まで、まさしく修しゆ羅ら場ばになっていたのだ。

　あれから〈葬儀屋〉が到着し、緊張状態ながらも状況がこうして落ち着くまで、神狩屋はずっと錯さく乱らん寸前の海部野夫婦を宥なだめて説明し、さらには誤ご魔ま化かし、説得を続けていたのだ。

　それが実を結ぶつい一時間ほど前まで、家の中には最初悲鳴と、その後はずっと怒声が飛び交っていたほどなのだ。

　無理もない話ではある。何しろ遠方から来た親類七人が全員、家の中で理解も説明もできない異常な現象によって突然死んでしまったのだ。しかもその状況は極めて異常で、さらにはとてもではないが正視に堪たえられない、あまりに異常な死体と化したのだから、そういうものとは無む縁えんに生きてきた普通の人間には当然の反応ではあった。

　千ち恵えの大おお叔母おばである舟ふな木きの家から蒼あお衣いたちが戻ると、中では今まさにそんな事件が起こっていて、錯さく乱らん状態の夫婦の悲鳴が家の中で上がったところだった。

　戻って来たばかりの蒼衣たちは最初驚き、次に事態を把は握あくすると……危あやうく警察に電話されそうだったところを慌あわてて押し留とどめて……何とか二人を落ち着かせ、警察など無意味な異常事態であることを納得させるために延えん々えん一時間以上にわたって神か狩がり屋やによる説得が続けられたのだった。

　そして紆う余よ曲きよく折せつあって、ようやく今に至っている。

　幸こう三ぞうには異常さと世間体てい、牧まき子こには千恵の怪け我がを盾たてに、今は何とか一時的に落ち着かせて、この状況を納得させていた。

　混乱の隙すきに、一時的につけこんでいる形とも言える。

　その間に〈葬そう儀ぎ屋や〉を引き込んで異常死体を撤てつ去きよさせ、明日あすの法事を中止させて、二人が正常な判断力を取り戻す前に、できるだけ神狩屋たちの都合のいいように状況を動かしているという状態なのだ。

　いずれ二人が正気に戻った時には状況が変わるかもしれないが、その時のために、いま応援として田たの上うえ颯さつ姫きがこちらに向かっている。

　ともかく、こうして一時的にとはいえ、状況は落ち着いたのだった。

　蒼衣ら〈騎士団オーダー〉の態勢が整うまでに、状況が変わらないことを願いながら。

　ともあれ、あの騒ぎからようやく初めて、こうして〈騎き士し〉である三人が、今後の対策と相談のために、顔を合わせることができたのだ。

　そして……




「これまでの事例からは明らかだ。泡に触れると、溶かされる」




　事は神狩屋の、最初の結論に至る。

「泡あわの海に触ふれた千恵ちゃんの足の傷。それからビールの泡による親しん戚せき七人。たぶん血の泡を吐はいた飼かい犬のタロも……池かどこかの泡を口に入れたんだろう。泡に触れるのは避けた方がいいだろうね」

「……」

　神か狩がり屋やは言う。蒼あお衣いと雪ゆき乃のが、それぞれ頷うなずいた。

「問題は、僕らはそれでいいとして、どうやってこの海部あま野ののみんなにそれを納得してもらうかだけど……」

　そして神狩屋は、傍かたわらのテーブルに頰ほお杖づえをついて、盛大に溜ため息いきをついた。

　気持ちは大いに分かる。何しろ今までも説得に苦労したというのに、まだまだ問題は山積みということなのだ。

　蒼衣は言う。

「すいません。僕には、何もできなくて……」

「ああ、いや……適材適所は仕方ないよ。できる人間がやるしかない」

　神狩屋はそれに応こたえて顔を上げ、疲れた笑いを浮かべて見せた。

　高校生である蒼衣は、それらに対しては何もできる力はない。言葉に説得力もなければ、それができる立場にもないのだ。

　今までも、蒼衣は周りで起こる混乱をただ見ていることしかできなかった。

　だからせめて自分のできる〝見ること〟をしようと、ずっと現場の傍らに立ち、また〈葬そう儀ぎ屋や〉による遺い体たいの撤てつ去きよの現場に同席したりしていた。

　これは、想像以上の苦行だった。たったそれだけでも今の蒼衣の心身には、のしかかるような疲労が、べったりとへばりついていた。意識や思考が重く、身体からだが重い。

　胃の辺りにも拭ぬぐい難い重さがある。

　まるで数時間前に摂とった食事が、まだ消化されていないかのような重い感覚。

　それらを感じながら、それでも蒼衣は口を開いた。

「あれは……あの〝泡あわ〟は、『人魚姫』の泡ですよね」

　それが唯一蒼衣のできることだった。神狩屋が答えて、頷いた。

「そうだろうね。たぶん間違いない。順序は逆になるけれど、おそらくは泡になって消えてしまった人魚姫との符ふ合ごうだと思う」

　頷きながら、神狩屋。

　ここで起こっているおぞましい怪かい現象の数々は、最初に〈グランギニョルの索引ひき〉によって、『人魚姫』に符合すると予言されたものだ。

　その符合を解き明かしてしまえば、もしかするとこの先に起こることが予測できて、先手を打って対策できるかも知れない。無言だった雪乃の険しい眉まゆが微かすかに寄る。雪乃は止めこそしないが、この試みには懐かい疑ぎ的てきだ。

　それに予測ができなかったとしても、理解には役立つ。

　起こっている〈泡ほう禍か〉への理解は、蒼衣の持つ〈断だん章しよう〉が働くための条件なのだ。

　蒼衣の〈目め醒ざめのアリス〉と名づけられた〈断章〉は、〈泡禍〉への理解共感がなければ働かせることができない。だからこそ、蒼衣たちはこんな非常時にわざわざ時間を取って、本来ならば放置してよいものではない海部あま野の家けの家族を放ってまで、こうしてこんな場所で話をしているのだ。

「……ここでの泡あわやしゃぼん玉は、もっと直接的に死の象徴なのかも知れないね」

　そして神か狩がり屋やは、考え深げにやや視線を落として、そう言った。

「しゃぼん玉で思い出したよ。絵画の世界の話と思って今まで忘れてたけど────しゃぼん玉は絵画における象徴の世界では、〝髑どく髏ろ〟とほとんど意味が同じなんだ」

「髑髏……？」

　神狩屋の説明。蒼衣はその急に出てきた〝髑髏〟という異質な言葉のイメージに、不思議そうに、そして微かすかに気味悪そうに、眉まゆを寄せてそう繰り返した。

「骸がい骨こつですか？」

「そう。正確には死ではなく、生の虚むなしさの象徴なんだけど」

　答える神狩屋。そう言った神狩屋の口調は、今まで海部野家の人間を相手にしていたような説得ではなく、生来好きな薀うん蓄ちく語りのせいか、少しだけ生気が戻っていた。

「昔の西洋絵画は、描かれているものに全すべて象徴としての意味があるんだ」

　神狩屋は、そう続ける。

　蒼衣は応じた。

「象徴学とか、シンボル学ですね」

「うん。しゃぼん玉は一時期流行したモチーフでね」

　若わか白髪しらが混じりの髪かみをかき上げながら神狩屋は座ざ布ぶ団とんの上で姿勢を変え、身を乗り出して、本ほん腰ごしを入れた。

「主に静物画や肖しよう像ぞう画が、そして宗教画などに、よくしゃぼん玉そのものや、しゃぼん玉を吹く人物やキューピッドなどが描かれていることがあるんだ。中には、しゃぼん玉と髑髏、両方を使っていたり、硝子ガラス球だまがしゃんぼん玉と同じ象徴で使われることもある。

　これらのものを主題にした絵は、ジャンルとして『ウァニタス画』と呼ばれている。そのまま『ウァニタス』という題名がつけられている絵も多くて、流行の題材として似た構図の絵がいくつも描かれたくらい有名なモチーフなんだ。この〝ウァニタス〟というのはそのまま〝虚むなしさ〟という意味でね。昔の西洋絵画にしゃぼん玉が描かれていたら、それは十じつ中ちゆう八はつ九く、人生や若さや栄えい華がといったものの虚しさを表している部分だと考えていい。

　髑髏も、大体それと同じ意味を持つモチーフだ。農夫と貴族の骸骨が平等に輪になって踊おどっている、『死の舞踏ダンス・マカーブル』のモチーフと近きん縁えんだね」

「虚しさを象徴する絵ですか……」

「どんな人生であっても、死ねば等しく終わりだという、そんな哲学だ。日本でも仏教とかで馴な染じみ深い考え方だね。

　日本では美女の死体が徐じよ々じよに腐ふ敗はいして骨になってゆくのを九枚の絵にした『九く相そう図ず絵え巻まき』みたいな直接的な図像で同じものを説明している。地位も名めい誉よも財産も、知識も愛も美しさも、全すべてはいつか消えてなくなる泡ほう沫まつであり、虚むなしい地上の幻まぼろしでしかないという教訓だ」

　そして神か狩がり屋やは、一拍置く。

「まあ大体は、その対比として永遠の価値があるのは信仰だと続くんだけど……」

「……」

　全くそんなことは信じていないといった風に、神狩屋は肩かたを竦すくめた。

　蒼あお衣いは純粋によく分からない。名誉や知識のような形のないものも幻なら、信仰心もそれらと同じものだとしか思えなかったからだ。

　しかし、知識としては理解できる。

　だから言った。

「えーと、ということは…………ひょっとしてそれ、童話の『人魚姫』とテーマが同じってことですか？」

「……」

　それを言うと、神狩屋は一いつ瞬しゆん考え込む表情をして、そしてすぐに蒼衣へと視線を戻して、生徒の意見を吟ぎん味みする教師の口調で言った。

「……なるほど……魂たましいがないということは神の御み許もとに行けないということで、そんな人魚の一生はどれだけ長命で美しく穏おだやかでも、虚むなしい泡あわでしかないという価値観か」

　呟つぶやくように言う神狩屋。

「確かにそんな中世キリスト教世界の価値観を原理的に前提とするなら、皮肉だけども、一部の納得しづらい点が理解しやすくなるかもしれないね。

　例えば人魚姫が助かるためには〝王子の愛〟が必要だ、と言えば聞こえはいいけども、実際に人魚姫が救われるために本当に必要だったのは、教会による〝神の承認〟なわけだからね。そもそも人魚姫は充分王子に愛されていたと言えなくもない。ただ、結婚には至れなかったというだけだ」

「そうですよね」

「……うーん。だとすれば、王子の愛と、その証明である神の承認を得るために選んだのが、魔女の助力というのが実に皮肉だね」

　頷うなずく蒼衣の前で、神狩屋の眉まゆが難しげに翳かげった。

「中世では、魔女と契約した者もまた魔女とされたんだ。これでは中世キリスト教価値観の下ではどうやっても救われない。魂を得たとしても、妖よう術じゆつによって目的を達したという罪のために、地じ獄ごくに落ちるだけだ」

「あ……」

「せいぜい人魚姫にできるのは、自分の夢も命も諦あきらめることで、魔女の唆そそのかしから脱することくらいのものだね。かくして悔くい改めた人魚姫は、どうにか神に許されて数百年の後に魂を得るチャンスを得る。『人魚姫』の物語は、実はあの状況では可能な限り最大限のハッピーエンドだったということになる。『人魚姫』のラストで、僕らはいつか永遠の魂たましいを得た姫が、天国で王子と巡めぐり会うのを期待する。でもその幸福も、愛なんかでは得られない。神の手の中だ」

　神か狩がり屋やの表情は、どこか複雑だった。

　その表情は、怒りとも哀かなしみとも、不満とも諦あきらめともつかない。

　二人の話の輪の外で、「ふん」と雪ゆき乃のが不満そうに鼻を鳴らすのが聞こえた。雪乃は神の悪夢と戦う〈騎き士し〉という立場を強く自分に任じている娘むすめなので、神から与えられるものの中にしか本当の幸福はないという結論は、馬鹿馬鹿しい以外の何ものでもないのだろう。

　蒼あお衣いはどちらでもいいと思う。

　価値観は色々だ。

　なので蒼衣の思考は、今までの現象と『人魚姫』との符ふ合ごうに、主に関心が向いていた。蒼衣は今までの出来事を思い返しながら、苦心して連想を働かせる。

「……あの、神狩屋さん、いいですか？」

　そして蒼衣は、やがて神狩屋に、そう切り出した。

「えーと……あの千ち恵えさんの大おお叔母おばさんの家であった〈泡ほう禍か〉で、ちょっと思ったことがあるんですけど」

「え？」

　視線を畳たたみに落としていた神狩屋が、慌あわてて顔を上げた。

「あ……ごめん。何を思いついたんだい？」

「えーと、あの家であったことですけど、廊ろう下かに流れ出して来た泡あわの中に、人間の体の一部が魚みたいに泳いでましたよね？」

　蒼衣は言った。

「ああ、そうだったね」

「あれで思ったんですけど、人魚って体の一部が魚ですよね？　だとすると、人魚にとっては周りを泳いでる魚は────自分の体の一部とそっくりなものが、生きて泳いでるようなものだと思うんですけど」

「え？　……あ！」

　蒼衣のそんな意見に、神狩屋は驚いたように声を上げた。

　蒼衣はずっと考えていたのだ。自分が人魚だったとしたら、あの『人魚姫』の物語世界は一体どんな風に見えるのかと。

　その結論の一つがこれだった。人魚にとっての周囲を魚が泳いでいる光景は人間にそのまま当てはめた場合、その辺りを飛んでいる鳥が人間の一部でできているのと、同じような状態なのではないかと思ったのだ。

「それは……確かにそうだね」

「ですよね？」

　呻うめく神か狩がり屋やの表情を窺うかがって、蒼あお衣いは頷うなずいた。

「といっても、ちょっと思いついただけで、そのことに何か意味があるのかは、何とも言えないんですけど……」

「いや、僕には考えつかなかった。〝あれ〟が文字通り、〝魚〟だということか」

　呻うめくような、感心したような呟つぶやき。

　神狩屋は口元に手をやって、一いつ瞬しゆんだけ考え込む。

　そしてすぐさま頭の中で辞典を引いたように、関連する知識を頭の中から引き出して、考え深げに口を開いた。

「……〝魚〟というのはね、さっきの話にも少しだけ繫つながるけど、キリスト教徒そのもののシンボルとされることもあったんだ」

　そして神狩屋は、言った。

「人がキリスト教徒になる時は洗礼を受けるよね？　この洗礼にはね、水が使われるんだよ。洗礼というと司し祭さいが聖水を指先につけて信徒の頭を濡ぬらす、『滴てき礼れい』がイメージとして有名かもしれない。でも教会によっては『浸しん礼れい』といって、川やプールに全身を浸す方法で洗礼式をするところもあるんだ。

　魔女が水に沈まないと言われていたり、吸きゆう血けつ鬼きが流れる水を渡れなかったりするように、水は聖なるものなんだ。そんな洗礼の水はキリスト教徒の〝本当の住すみ処か〟であり、それゆえに全すべてのキリスト教徒は〝魚〟であるというのが、この象徴の考え方だ。魂たましいの住処とでも言うべきかな？　『滴礼』では分かりづらいけど、『浸礼』はそのイメージにかなり近いと思う。

　あと魚はもう一つ、新約聖書に記述がある。ベッサイダの地でキリストが、五切れのパンと二匹の魚で五千人の腹を満たしたという奇き跡せきの描写があるんだ。そのため〝パンと魚〟という組み合わせになると、それは聖せい餐さんの象徴になる。魚は聖なる食べ物だ」

「食べ物……」

　思わず蒼衣は呟いた。今まであんな現象を見てきたのと、ずっと人魚に関して考えていたせいか、すっかり魚を食べ物として見る発想がなくなっていた。言われて初めて思い出した気がした。

「食べる……ですか。忘れてました。食べられるんですよね。魚」

　口元を押さえて、蒼衣は言った。

「しばらくは魚、食べられないかもしれません」

「ああ、確かに…………しばらくは食べたい気分になれないかも知れないね」

　苦笑い気味に、神狩屋が頷いた。

　だが蒼衣の連想は、そこからさらに進んでいた。

「食べると言えば、人魚もでしょうか？　パンと魚の組み合わせって、確かパンは人間を表すシンボルでもありましたよね？」

「……！」

　途と端たんに神か狩がり屋やの表情が、さっと変わった。

　そして呟つぶやく。

「八や百お比び丘く尼に……」

「やっぱり連想しますよね？」

　ここまで言って、蒼あお衣いは言葉を濁にごした。

「まあでも、確かにある意味聖なる食べ物かもしれませんけど…………これは思いついただけで、今回に関係があるとはちょっと思えません」

「…………あ……ああ、そうだね。確かにちょっと、関係性が遠いかもしれない。キリスト教シンボルと、八百比丘尼の話になってるからね。僕らが考えなければいけないのは、あくまでも『人魚姫』だ」

　神狩屋は頷うなずいた。何故なぜか急にその口調の勢いが、落ちていた。

　その時には蒼衣の意識は、すぐに元の『人魚姫』へと移っていた。

　首をひねって考え込む蒼衣。神狩屋もそれ以上、何も言わなかった。

　そしてそれゆえに、蒼衣は神狩屋の態度が、それまでの熱中しているとでも言っていい話し振りから急に変化したことに、気付かなかった。

　急に話題から引いたのだ。それに気がついたのは当事者の蒼衣ではなく、ずっと横で冷めた様子をして黙っていた雪ゆき乃ので──────雪乃はそんな会話の途と切ぎれた神狩屋の様子を、不ふ審しんそうに目を細めて、見つめていた。
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　　　七章　亡霊は罪を囁く







　　　　１




　雪ゆき乃のたちがいる客室に、不意に神か狩がり屋やの携帯が鳴るくぐもった音がした。

「おっと…………あれ？」

　神狩屋が顔を上げ、まず服の上からポケットを押さえたが、そのどこにも携帯は入っていなかったようで、慌あわてて部屋の中を見回した。

　よく聞くとそのベル音は、あの〈泡ほう禍か〉があった家から千ち恵えを運んで戻って来た時に、部屋の隅すみに放り出していた上着から漏もれ聞こえていた。丸めて放り出された上着の中から神狩屋は携帯を引っ張り出すと、

「ちょっとごめん」

　とひとこと言って、通話ボタンを押しながら襖ふすまを開けて大急ぎで席を外した。

　神狩屋が部屋を出る寸前に、その手にした携帯から「何をしとった！」という怒鳴るような老人の声が漏れ聞こえた。

　だが次の瞬しゆん間かんにはぴしゃりと襖は閉じられ、後は何か応対する神狩屋の声と、廊ろう下かを遠ざかってゆく足音だけになった。

　すぐに足音も、聞こえなくなる。

　部屋には二人だけが、残される。

「……」

　沈黙。

　そして雪乃は、口を開いた。




「……何か隠かくしてたわね。今の神狩屋さん」

「ん？　……えぇ!?」




　雪乃の短い呟つぶやきに、蒼あお衣いは初め散さん漫まんな様子で訊きき返し、それから驚いた声を上げて雪乃を見た。部屋の隅すみの柱に背中を寄りかからせて立っている雪乃はそんな蒼衣に目も向けず、神狩屋の出て行った襖を、睨にらむように見つめていた。

　蒼衣が言った。

「か……隠かくす？　神か狩がり屋やさんが？　何を？」

「知るわけないでしょ」

　雪ゆき乃のは蒼あお衣いのそんな無防備さに苛いら立だちを感じながら、冷たく言い放った。

　目の前にいる人間が突然豹ひよう変へんする可能性があるのも〈泡ほう禍か〉の現実だ。自分のクラスメイトさえ、当然安心できるものではない。

　雪乃は自分と同じくクラスメイトを〈泡禍〉のせいで殺す羽は目めになった蒼衣が、自分と違ってそこから何も学んでいないらしいことに、苛立ちとも怒りとも────羨せん望ぼうとも────つかない感情を、漠ばく然ぜんとだが感じていた。あまりにも警戒心が薄うすい。神狩屋は〈断章保持者ホルダー〉なので〈泡禍〉の影響にはいくらかの耐性があるが、安心には程遠かった。今までの出来事や聞いた話を鑑かんがみるに、不ふ審しんは拭ぬぐえないのだ。

「……白しら野の君、あなた、神狩屋さんがこの〈泡禍〉の中心になってるって可能性は、考えたことある？」

　そんな、不審。

「え？　いや、そんな……」

「可能性はないわけじゃないのよ？　私たちも〈断だん章しよう〉が制せい御ぎよできずに暴走させたら、場合によっては〈泡禍〉そのものを呼び込んで蘇よみがえってくる。今がそうじゃないって言える？」

「……」

　雪乃は言う。戸と惑まどった表情の、蒼衣。

「あなた考え込んで全然気付かなかったみたいだけど、さっき神狩屋さん……八や百お比び丘く尼にだっけ？　その話になった時に露ろ骨こつに態度変わったわよ」

「え？　あ……そ、そうなんだ」

「どんなに仲が良くて信用してても、友達も、仲間も、家族も、この理り不ふ尽じんな災さい害がいの前じゃ全然安心も信用もできないのよ。いつか殺さなきゃいけないの。分かってる？」




『……そうよ？』




　雪乃が険しい表情でそこまで言った時、その瞬しゆん間かんに虚こ空くうから舐なめるような少女の声が被かぶせられて、それを聞いた雪乃の背筋に、ぞくっ、と凄すさまじい悪お寒かんが走った。

「……!!」

　雪乃の肩かた越ごしの背後、隙すき間まなどほとんどない後ろに、比ひ喩ゆではなく透すき通った白い貌かお。

　腰こしまである長い髪かみを揺らせて雪乃と同じ黒いレースのリボンをし、楽しげに目を細めた、あまりにも雪乃とよく似た美び貌ぼう。

　しかし雪乃のような凜りんとした印象ではなく、ゴシックロリータの服を着ている、いかにも少女然とした雰ふん囲い気きを持つ少女の亡ぼう霊れい。

　時とき槻つき風かぜ乃の。

　雪ゆき乃のの〈断だん章しよう〉の一部である、雪乃の姉。

　昼過ぎに現れたのを最後にずっと姿を現していなかった風乃の亡ぼう霊れいは、今になって突然背後に立つと、部屋の明かりが一気に翳かげったかと錯さつ覚かくするようなその気配を、部屋の空気一杯に、暗く、そして冷たく広げた。

「……う」

　その風乃の視線を受けた蒼あお衣いの表情が、思い切り引き攣つった。

　蒼衣は風乃が苦手らしい。もっとも風乃が得意な人間など、いるわけがないのだが。

　風乃は微笑わらう。

『そうよ？　可愛かわいい〈アリス〉。生きている人間は信用できないわ』

　そんな蒼衣に、楽しげに笑みを含ませた声で、風乃は言った。

『生きるってことは〝炎ほのお〟だもの。炎は暖かいけれど刻々と揺らいで、ひと時も同じ形の時がない不安定なものよ。だからいつも同じだと思って触ふれようとしたら、火傷やけどしてしまう。冷たい〝死〟だけが、この世で唯一信用に足りるもの』

　陶とう酔すいしたように細めた目で、蒼衣を見下ろす。

『可愛い〈アリス〉。あなたも、生きているのよ？　いつかあなたの揺らぎも、誰かを焼くことになるの。例えば────〝両親〟とか、どうかしら？』

「………………！」

『子供はいつか何かの形で保護者を殺さないと、前に進めない宿命にあるとは思わない？　あの神か狩がり屋やさんも、今のところあなたの保護者みたいなものよね？　もう殺す覚かく悟ごはできてるかしら？　可愛い〈アリス〉。もしそうなってもそれは宿命だから、それが今でも不思議ではないわ』

　風乃は言う。

『親は死んでしまって初めて、子供にとっての本当の親になるものよ？』

　自分の両親を惨ざん殺さつして家に火を放った、風乃が。

「………………」

　蒼衣は黙ったままだ。先に風乃が雪乃にそんな語りかけをした時には蒼衣は控え目ながらも抗議したものだが、その矛ほこ先さきが自分となると、もう何も言えないらしい。

　雪乃は口を開いた。

「……人の言葉を勝手に引き取って、勝手なこと言わないで」

　言い放つ。

「今までの騒ぎには顔も出さなかったのに、今ごろ出てきて何の用？」

　話を混乱させるばかりの亡霊に、雪乃は思い切り不快げに眉まゆをひそめて、風乃の方を見もせずに、冷たく背後へと問いかけた。

　だが、

『あら、寂しかった？』

「……」

　そんな雪ゆき乃のの態度などどこ吹く風で、からかうように風かぜ乃のは笑った。

　雪乃の胸の中に沸ふつ騰とうしたような怒りが湧わき上がって、傷ついた左ひだり腕うでを押さえる手に、ぎり、と痛むほどの力が入った。

　自分でも驚くほどの、底冷えのする低い声が出た。

「…………用は終わり？」

『別に？　初めから用なんかないわ。可愛かわいい妹たちが面白そうな話をしてたから、混ぜてもらおうと思っただけよ？』

　くすくすと笑う風乃。雪乃の押し殺した激しい怒りを、風乃はむしろ楽しそうに、見下ろしている。

『そう。ようやく面白そうになったから、出てきただけ』

　そして風乃は、言った。

『今までの〈泡ほう禍か〉は退屈だったんだもの』

「……退屈？」

『そうよ。人の〝狂気〟が見えないの。これじゃ何人死んでも、私には薄うすっぺらい表層にしか見えないわ。この『人魚姫』を題材にしたらしい残酷劇グランギニヨルは、まだ端は役やくが出てきて退場しただけだわ。主演兼脚本家の狂気の、大半がまだ見えてないの。それで今、やっと少しだけ面白そうな役者が出て来たところ。彼は一体、どんな役回りなのかしらね？』

「彼？　神か狩がり屋やさんのこと？」

『他ほかに誰がいるの？』

　風乃が、うっすらと微笑ほほえんだ。

『この〈泡禍〉に関係あるのかしら？　それとも思わせぶりなだけかしら？』

「知らないわ。興味も無い」

　破滅と破局を想像してか、いかにも楽しそうに言う風乃に、雪乃は冷たく答えた。

「どんな過程や結末になっても、そのどこかで必要になったら、殺すだけだわ」

　低く、言う。

　仲間だから殺せない。友人だから殺せない。そんなものは全すべて、〝普通〟が生み出す普通の人間の弱い感情だ。

　雪乃はそんなものは捨てた。捨てようとしていた。

　復ふく讐しゆう者しやには邪じや魔まなモノだ。

　あらゆるものを殺し、そしていつか、あらゆるものに殺される。

　それが雪乃にとっての理想の形。理想の姿。理想の怪かい物ぶつ──────つまり理想の〈騎き士し〉なのだ。

「躊ちゆう躇ちよなく殺す。私は怪かい物ぶつになる。怪物を殺すために」

　低く呟つぶやく、雪ゆき乃の。

　そんな雪乃を蒼あお衣いが困ったように見上げるが、きっ、と睨にらみ返した。睨まれた蒼衣は何も言わなかった。

　風かぜ乃のは楽しそうに、雪乃の神経に障さわる声で、くすくすと笑う。

　そして今度は、蒼衣の名を呼んだ。

『ねえ、〈アリス〉。あなたはどう思う？』

「え……えっ!?」

　その呼びかけに、それまで雪乃を注視していた蒼衣は、動揺した声を上げた。

　風乃は言う。

『どう思う？　って聞いたの。あなたずっと考えてたのでしょう？　この『人魚姫』と題された残ざん酷こく劇げきが、どんな配役になってるのかを』

「…………う」

『神か狩がり屋やさんは、ちゃんと配役に入ってる？』

　くすくすと笑いながら言う風乃は、まるで彼が処刑されるのかどうかを楽しそうに訊たずねる横暴な女王のようだった。蒼衣は風乃の見下ろす視線から顔を逸そらして畳たたみに目を落とし、萎い縮しゆくしたように、俯うつむいた。

　さしずめ、遠回しに処刑命令書にサインを促うながされている大臣だろうか。

　だが、そんな女王の視線から目を伏せながらも、蒼衣はぽつりと、口を開いた。

「……今まではそんなこと考えなかった。でももし当てはめるなら、〝王子〟だと思う」

「………………白しら野の君？」

　その言葉に、雪乃は眉まゆを寄せて蒼衣を見た。

　畳に目を落とした蒼衣の表情は、女王からの無言の圧力を、嫌いや々いや受ける大だい臣じんのままだ。

　しかし同時にその表情は、女王の促しを感情で厭いといながらも、自らの職務として処刑の手続きを諳そらんじる、職務に忠実な大臣のものでもあった。

　蒼衣は明らかに、考えていた。

　感情ではそれを忌き避ひしながら、しかし自分の〝役目〟に従い、風乃の求めに応じて神狩屋を〝配役〟に────すなわち処刑台に乗せる可能性がある対象に組み込んで、その合否について考えていた。

　蒼衣は言った。

「まだ分からない。でも当てはめるなら、そこだと思う……」

　そこまで言って、蒼衣は一度、言葉を止めた。

　しかしそんな蒼衣を風乃が狂的な女王の笑みを浮かべたままで、非情に、楽しそうに、先を促うながした。

『続けて？』

「…………今のところ、配役として〝人魚姫〟に当てはめられるのは、千ち恵えさんが一番可能性が高いと思う」

　その要求に屈して、蒼あお衣いは言葉を再開した。

「今の彼女は人魚姫に似てる。人魚姫は魔女の薬を飲んで足を手に入れたけど、その足は一歩ごとに剣の上を歩くように痛んだ、と『人魚姫』の原作にはある。いま千恵さんは足を怪け我がして皮がめくれて、まるで血ち塗まみれの足で踊おどった人魚姫みたいに、痛みなしに歩くことができない状態になってる。そして千恵さんは潔けつ癖ぺき症しようのせいで石せつ鹼けんを使わずにいられない人で、でもその泡あわはいま人魚が泡になって消えてしまうみたいに、人間を溶とかそうとしてる。それにそうでなくても石鹼で手を洗いすぎて、もう千恵さんの手はボロボロだ。溶けまではしてないけど、延長線上にあるんじゃないかと思う。

　で、僕は今のところ千恵さんが、この〈泡ほう禍か〉を宿してる〈潜せん有ゆう者しや〉である可能性が一番高いと思ってる。これが〈泡禍〉の中心になるほどの恐怖かと言われるとよく分からないけど、あり得ないことはない気がするんだ。もしかしたら、もっと何か根の深い背景があるのかもしれない。その辺りはもっと事情が分かってみないと何も言えないけど」

　そして蒼衣は、言葉を切る。

「例えば……神か狩がり屋やさんの婚こん約やく者しやだったっていう、千恵さんのお姉ねえさんの話とか」

　その言葉は、言いづらそうだった。

　今まで蒼衣が考えの外に置いていた、神狩屋を疑惑の一環とする考え。これがみるみる形になってきたので、蒼衣は躊躇ためらっているようだった。

　しかもその想定の中では、触ふれるのが躊躇われる話題である、〝神狩屋の死んだ婚約者〟にも触れざるを得ない。そのため蒼衣は進んでゆく自分の想像の、その下げ世せ話わさを、恥じているようだった。

　しかしそんな蒼衣に、風乃は追い討うちをかけた。

『続けて？』

「……」

　蒼衣の口から呻うめきが漏もれた。そしてこの大だい臣じんは、考える〝役目〟を放ほう棄きできなかった。

『さあ』

　風乃がもう一度促す。

　蒼衣は三たび、口を開く。

「……神狩屋さんを配役にするなら、〝王子〟の可能性が高い」

　蒼衣は言った。

「〝王子〟は僕か神狩屋さんだと思う。でも神狩屋さんを〝王子〟にした方が、しっくり収まる気がする。で、千ち恵えさんのお姉ねえさんである婚こん約やく者しやさんが、〝人魚姫のお姉さん〟か〝隣りん国ごくのお姫様〟。千恵さんの両親が〝人魚の王様〟と〝お祖母ばあ様さま〟。まだそのまま当てはめただけだから、はっきりした考えじゃないけど……」

　そこで蒼あお衣いは、口ごもる。

　そして風かぜ乃のを、ちら、と横目で窺うかがう。

「……童話の方から現実を逆算するなんて絶対におかしいと思うし、きっと間違ってると思うけど」

　風乃は、蒼衣を見下ろして、うっすらと笑みを浮かべて目を細めていた。

　それを見て蒼衣は観念したように、言った。

「きっと違うと思う。間違ってると思うけど──────童話の『人魚姫』から考えると、もしかしたら千恵さんは神狩屋さんのことが好きかもしれない」

　蒼衣は言った。

　そして蒼衣がそう言った直後────




「なんだと!?」




　千恵の父親幸こう三ぞうの、悲鳴とも怒声ともつかない声が、居間の方から聞こえて来た。

　ぎょっとして雪ゆき乃のと蒼衣が思わず見えもしないそちらの方向に目を向けると、何か言い訳するような調子の神か狩がり屋やの声が聞こえて来た。だがその言っている内容までは、ここからでは聞き取れなかった。

　雪乃は、蒼衣と顔を見合わせた。

　風乃がくすくすと、笑い声を漏もらした。

『……その〝王子様〟が、何だか大変そうよ？』

　無責任に、楽しそうに、風乃は言った。

　雪乃は振り返りざまに一いつ瞬しゆん、風乃を殺すような勢いで睨にらみつけると、すでに腰こしを浮かせかけている蒼衣の横をすり抜けて、廊ろう下かに出る襖ふすまへと足を進めた。







　　　　２




　その声は、居間に近い廊下で起こっていた。

　雪乃が幸三の大声を聞いて足早に駆かけつけた時、そこには携帯をベストのポケットに仕し舞まおうとしている神狩屋と、その横で青い顔をしている幸三の二人が、たったいま深刻な立ち話を終えたばかりのような様子で、廊下の途と中ちゆうに立っていた。

　立っている神か狩がり屋やの表情にあるのは、深刻と困こん惑わく。

　そして幸こう三ぞうは、ひどくショックを受けた様子で顔面を蒼そう白はくにし、そして微かすかに唇くちびるを震わせながら、板張りの廊ろう下かを睨にらんでいる。

　そんな二人が立っている廊下に、雪ゆき乃の。

　遅れて蒼あお衣いが後ろに立つ。声をかけるのも躊躇ためらわれるその雰ふん囲い気きに二人が立ち尽くしていると、やがて神狩屋が顔を上げて、雪乃たちへと声をかけた。

「ああ、雪乃君、白しら野の君。丁ちよう度どいい」

　神狩屋はそう言うと、表情を困惑から、より深刻寄りなものへ変えた。

「群むら草くささんから電話だった。どうやらお寺で今回のと同じ……えーと……現象があって……人が死んでるらしい」

「………………！」

「僕は修しゆう司じの車に同乗して、様子を見て来ようと思う。君たちは悪いけど、ここで留る守す番ばんしていてくれないかい？」




　　　　†




　客間に広がっていた溶よう解かい死体のほとんどが貨物スペースに積み込まれたバンの、後部扉が音を立てて閉められた。

　どんよりと曇った夜空の下、海部あま野の家けの門を入った玄げん関かん前。

　車の後部扉を閉めた〈葬そう儀ぎ屋や〉の長身がのそりと動くその横で、見送りに出てきた雪乃と蒼衣は、今から出かけようとしている神狩屋と、そして可か南な子こと、今後どう行動するかの打ち合わせをしていた。

　大量の被害者は、すでに〈葬儀屋〉の処理能力の限界に近かった。

　寺には最低四人分の溶解死体があるとのことで、寺の死体を積み込んだ時点で積載量はほぼ一杯。そのため〈葬儀屋〉はそこで引き上げねばならず、これ以上被害者が増えた場合、さらなる死体処理係か、最低でもそこに人を近づけない〈効果エフエクト〉を保有する〈断章保持者ホルダー〉の協力が必要だった。

　それぞれの表情は、深刻だ。

　想像以上に〈泡ほう禍か〉の規模と頻ひん度どが大きかった。範囲も広い。人手が欲しいが今から応援を頼んで人を集めても、少なくとも到着まで数時間はかかるはずだった。

　その間に何か致命的なことが起こらないとも限らない。

　そうなれば、お手上げだ。

　神狩屋が言う。

「一応片かたっ端ぱしから応援を当たってみようと思うけど…………どうだろうね」

　自信なさげな神か狩がり屋や。

「僕らが出で張ばって来てることから想像はできると思うけど、この辺りは本当に〈騎き士し〉が少ないんだ。少なくとも僕らの町よりも遠くから呼ばなければいけないし、大体どこの〈ロッジ〉も自分の担当区域と付近への応援で手一杯だ」

「……」

　雪ゆき乃のは当たり前のように聞いて、特に感想はない。雪乃も可か南な子こもそんなことは百も承知だからだ。神狩屋もおそらく、主に蒼あお衣いへの説明をしているのだと思われた。

「とりあえずもう少ししたら颯さつ姫き君が着くと思うけど……その時はよろしく」

「あ、はい」

　神狩屋の言葉に、蒼衣が頷うなずいた。

　どのように颯姫がこちらに向かっているかは分からないが、場合によっては誰かの出迎えが必要だった。そのための交通費を、先程蒼衣は受け取ったばかりだ。

「それから、留る守す番ばん、気をつけて」

「わかってるわ」

　今度は雪乃が答えた。

　それは雪乃の役目だからだ。つまり神狩屋が留る守すの間にこの家で何か〈泡ほう禍か〉が起こった場合、戦わなければならないのが雪乃だということで、そしてそれはここに神狩屋がいようがいまいが、雪乃にとっては変わらないことだった。

「むしろ分かりやすく、さっさと何か起こってくれればいいと思ってるわ」

　そう、嘯うそぶく。

「雪乃さん……」

　蒼衣が嫌いやな顔をした。雪乃の〈断だん章しよう〉である〈雪の女王〉は何かが起きた場合の唯一の武器だが、雪乃の心身を激しく傷つけ消しよう耗もうさせる。そしてこの日はすでに、一度〝何かが起きた〟ばかりなのだ。

　そんな蒼衣を、雪乃は無視する。

　そして神狩屋に言った。

「こっちのことよりも、自分の身を心配することね。あなたこの家の関係者でしょう？　何か変な〝配役〟に組み込まれてて皆殺しにされてみなさい。あなたはともかく〈葬そう儀ぎ屋や〉さんまで死んだら、関東中の〈ロッジ〉から恨うらまれるわよ」

「はは……」

　ぎょっとした表情で雪乃を見る蒼衣と可か南な子こ。激怒されることも覚かく悟ごの上で発した雪乃の言葉だったが、そんな辛しん辣らつな台詞せりふにさえも、神狩屋はいつものように力弱い表情で曖あい昧まいに笑っただけだった。

「それはないと思うけどね……」

「ど……どうだか」

「もしこっちで何かあっても、修しゆう司じと可か南な子こ君だ。きっと大丈夫だよ。それより今のところ一番〈潜せん有ゆう者しや〉として怪あやしいのは千ち恵えちゃんなんだ。何かあった時は、できるだけ彼女を守ってあげて欲しい」

「…………！」

　あまりにいつも通りの神か狩がり屋やの態度。雪ゆき乃のは拍ひよう子し抜ぬけと、そして同時に、激しい苛いら立だちを神狩屋に対して感じた。

　もはや絶句に近い。苛立ちのあまり、言葉が出ない。

「じゃあ、よろしく」

　神狩屋はそんな雪乃の頭にぽんと手を乗せると、いつもの曖あい昧まいな笑みと共に軽く片手を上げて、〈葬そう儀ぎ屋や〉のバンへと向かって行った。

　雪乃のみならず蒼あお衣いと可か南な子こも拍子抜けといった表情をして、顔を見合わせた。

　バンの運転席の脇わきに立っている〈葬儀屋〉だけが、ただそんなものは関係ないと言わんばかりの、厳いかめしい無表情をしていた。

「じゃ、行こう」

　そうして雪乃の強引な探りが不発に終わって、神狩屋が助手席のドアを開け、この場が解散になりかかった時だった。点ともった黄色い明かりが透すけて見える玄関の磨すりガラスに突然人影が映り、




　がら、




　と音を立てて、中から戸が開かれたのだった。

「……」

　全員が一いつ斉せいに、そちらを見た。

　皆の視線に晒さらされながら戸を開けて玄げん関かんに立ったのは、先程までのワイシャツ姿の上から、上着を羽は織おった幸こう三ぞうだった。

　幸三は何やら、思い詰めたような真剣な表情をしていた。

　そして、

「待て。私も行く」

「!?」

　そう言った。この場の全員が驚いた。誰も幸三がそんなことを言い出すなど、予想もしていなかったのだ。

　神狩屋が困こん惑わくした表情で、幸三を止めた。

「駄だ目めです。危険です」

「危険なのは承知だ」

　幸こう三ぞうは答えた。

「今までのを見て、分からん奴やつがいたら阿あ呆ほうだ」

「……最初に言いましたよね？　僕らは専門家だと。そしてこれは警察にさえどうにもならない、非常に危険な怪かい奇き現象なのだと」

「聞いた」

　幸三は頷うなずいた。

「だが、私も寺の様子は見に行かねばいかん。他人任せにはできん。寺の瀬せ古こ家けとは家族ぐるみの付き合いなんだ」

「しかし……」

「うちの方が安全だと？　七人もうちで死んだのにか？」

「……」

　その正論に、誰も反論できなかった。

「…………わかりました。認めましょう、危険は同じだと。ですが、だからこそ、千ち恵えちゃんたちの近くにいてやるべきでは？」

　苦し紛まぎれに、神か狩がり屋やは言った。

「君が言うには、襲われたら霊れい能力者でないとどうにもならんのだろう？」

　答える幸三の目は、据すわっていた。

「ただ君たちが報告してくれるのを何もせずに待って、最悪そのまま家族が死んでゆくのを、何もできずに見ていろと？」

「……」

「そんなことは御ご免めんだ。それなら、私に僅わずかでもできることがあるならそうしたい。この町は私の庭のようなものだ。できるだけ寺に早く着けるような抜け道も知っているし、寺の中の様子も詳くわしく知っている」

　そして、言う。

「大体、君たちが噓うそを言っていて、これから寺へ良からぬことをしに行こうとしているのだという保証がどこにある？」

「……わかりました」

　ここで神狩屋が、折れた。

　幸三の口にした疑惑は彼の正直な疑いだが、しかし同時に決して、本心からの言葉ではないのだろう。

　本気で疑っているわけでも、疑いたいわけでもないのだ。だが幸三にその疑いを口に出されてしまった以上、神狩屋は自分たちの行動について正当性を証明するために折れなければならなくなるのだ。

　今まで神か狩がり屋やが幸こう三ぞうに対して行っていた説明は、何の証明もできない、言葉だけのものでしかないからだ。

　それを承知で幸三は言っている。年の功か、幸三の方が数段交渉者として上うわ手てらしい。

　だが雪ゆき乃のにしてみれば、神狩屋の譲じよう歩ほは、惰だ弱じやくの産物に思えた。交渉の結果などはねつけてしまえばいいと思う。神狩屋たちにとっては決してそうではないのだろうが、しかし雪乃にとってみれば、〈騎士団オーダー〉の大義の建前など、それこそ〝どうでもいいこと〟でしかなかったからだ。

　どうでもいいことだと、悪役でも構わないと、雪乃は強く固く思った。

　かくあるべしと雪乃が思う、〝怪かい物ぶつ〟としての、雪乃が。

　しかし雪乃は、何も言わない。

　神狩屋が決めたことは神狩屋が決めたことだ。雪乃には、関係がない。

　そんな思いを雪乃が内心に抱いだいている間に、その当の神狩屋が、言った。

「じゃあ、行こう。修しゆう司じ、可か南な子こさん、幸三さんを頼む」

「……」

　神狩屋が言うと〈葬そう儀ぎ屋や〉は承しよう諾だくの返事の代わりに、黙だまってドアを開けて、長身をかがめて運転席に乗り込んだ。

　神狩屋が続いて、助手席に乗る。可南子が後部座席のドアを開けて、幸三を促うながした。

「中はひどい臭においですよ。徐じよ々じよに消えていくと思いますが、我が慢まんして下さい」

「わかった。無理を言ってすまない」

　幸三はそう言って、それでもドアに近づいて一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした後、硬い表情で後部座席に乗り込んだ。幸三の座る後部座席は、すでに半分が折りたたまれて貨物スペースになっていて、そのため幸三が座る席のすぐ横にまで、原形を留とどめない死体が入った蓋ふたつきのバケツがベルトで縛しばられて積み上げられていたのだ。

　可南子が幸三の乗り込んだ後部ドアを、閉める。

　そして可南子は逆側に回り込んで、席の折りたたまれた側の後部席のドアを開けて、そして腰こしのベルトから鉈なたを一本引き抜きながら、そのドアを開けた。

　その物ぶつ騒そうにも見える行動を見た、蒼あお衣いが言った。

「あれ？　そっちは……」

「え？」

　可南子は一度蒼衣を見て、すぐに疑問を察して答えた。

「ああ……これでいいのよ。私は貨物スペースに乗るの」

「あ、そうなんですか……その鉈は？」

「これ？　瀧たきの〈断だん章しよう〉の〈効果エフエクト〉を、聞いたことない？」

「……」

　蒼あお衣いは首をかしげた。雪ゆき乃のは軽く鼻を鳴らす。蒼衣も〈葬そう儀ぎ屋や〉の〈断だん章しよう〉は知っているはずだが、どうやら理由が繫つながらないらしい。

「瀧たきの〈葬儀屋〉はね、彼が切り刻んだ死体は二時間ほどで生き返らせるの」

「……はい」

「生き返ったら、また殺さなきゃいけないでしょ？」

「……！」

　可か南な子こは穏おだやかに、微笑ほほえんだ。

　そして可南子は思い切り気き後おくれした表情になった蒼衣を見てくすりと笑うと、「じゃあ」と言って、そのまま貨物スペースに体を滑すべり込ませた。

　ドアが閉まると同時にエンジンがかかり、車は動き出して、〈葬儀屋〉の黒いバンは重量のある車体が砂利じやりを踏みしだく音をさせながら、開け放たれた古い門をくぐって、暗い海辺の町の、夜の中へと走り去った。




「………………」




　後に残ったのは雪乃と蒼衣の立つ、玄げん関かん灯とうに照らされた、夜。

　雪乃は無言で門の外に広がる夜を睨にらみつつ左手を握り締め、あとどれくらい意識を保ったままで〈断章〉を呼び起こせるかに思いを巡めぐらせながら、包ほう帯たいの下でどくどくと痛む、鈍痛を感じていた。

「………………」

　だが覚かく悟ごはできている。この先に何があっても、雪乃の意思は揺るがない。

　すべきことは同じだ。分かりきっている。殺すか殺されるか、ただそれだけしかない。

　しかしその時…………そんな雪乃の物思いを、不意に何かを思い出したような蒼衣の声が、途と切ぎれさせた。

「あ！」

「……何よ」

　雪乃は面倒臭くさそうに、振り返る。

　蒼衣は言った。

「神狩屋さん、急に色々あったから忘れて行っちゃった。どうしよう」

「は？　何を？」

「みんなに『泡あわには触さわるな』って伝えること。どうやって説明しよう……」

「……！」

　困ったように頭を搔かく蒼衣。雪乃はその予想外の問題を、一いつ瞬しゆんどうすべきか考えようとしたが────すぐにその自分向きでない問題を考えるのを諦あきらめて、蒼衣を残してさっさと家の中へと戻って行った。







　　　　３




　表で、車が出る音がした。




「………………」




　外から遠く聞こえてくる、そのエンジンとタイヤと砂利じやりの音を聞きながら、海部あま野の牧まき子こはただ一人、台所の流しの前に立っていた。

　彼女は今、これまで騒さわぎのせいで中断していた、普段の自分の仕事をしていた。

　すなわち、食器の片づけを。台所と、そして一続きになった居間の空気の中には洗い桶おけの中でぶつかり合う食器の重い音が、流しっぱなしの水道の音と共に、ただ淡々と規則的に響いていた。

　食器の触ふれ合う音と、出しっぱなしの蛇じや口ぐちから漏もれる、微かすかな音。

　彼女に何かを言う人間は、今この時、この家の中には誰もいなかった。

　牧子は泡あわにまみれたスポンジを手に食器を拭ぬぐいながら、こんもりと泡が盛り上がった洗い桶を見下ろして、表情が欠けた顔で作業を続けていた。洗い桶から流し台に溢あふれる、水を流しっぱなしにしても全く減らない大量の泡は、明らかに適正な洗剤の使用量を、大幅に越えているように見えた。

　しかしこれは、いつものことだった。

　ここまでしなければ潔けつ癖ぺき症しようの千ち恵えは食器が綺き麗れいになったとは認めず、食器を使うのを拒否するので、牧子は自分の手荒れを気にしながらも、毎日こうして大量の洗剤を使って食器洗いをしているのだ。

　全く表情を動かさず、ただカチャカチャと手だけを動かして。

　ひどく白い明かりを手元に落とす、流し台の上に取り付けられた、蛍けい光こう灯とうの明かりに、照らされながら。

　こんな時に。いや、こんな時だからこそ、牧子はこうして食器を洗っていた。

　今、牧子の周りにある状況はあまりにも異常なことばかりで、何もしていない手持ち無ぶ沙さ汰たな状態は、とても耐えられなかったからだ。

　何も考えないように、ただ淡々と、手を動かす。

　いかに麻ま痺ひした頭といえども、何かをしていないと、嫌いやな考えと不安とに、押し潰つぶされそうだった。

　しかしこうしていても、嫌いやな考えが決して頭に浮かばないわけではない。

　食器を洗う作業に紛まぎれた緩ゆるやかなものではあったが、嫌な考えと思いは確実に頭の中に浮かび、うっすらと牧まき子この心身を侵食していった。

「………………」

　無心に家事をする頭に、うっすらと浮かぶ疑問。

　それは「どうなっているのだろう？」という思いよりも、「どうしてこんなことになったのだろう？」という思いの方が、強かった。

　牧子はいま起こっている状況を、あまり正確に把は握あくしていない。客間で起こった悲鳴を聞いて慌あわてて駆かけつけたその直後に、部屋の中にあった惨さん劇げきの様子を見て、あっという間に失神してしまったからだ。

　だから牧子が見た光景は、ほんの一いつ瞬しゆんだけだ。

　気を失ったのはそれほど長い時間ではなく、ものの数分ほどで、牧子は居間に運ばれた状態で、夫によって起こされた。

　それから牧子は二度と客間の中を見ることなく、怪け我がをして帰った千ち恵えの手当てに専心していた。幸こう三ぞうにそう言われたのだ。この家で何があって、いま何が行われようとしているのか、そして何をしなければいけないのかは、全すべて夫の幸三が判断して、その指示に牧子も素直に従った。

　衝しよう撃げきが大きすぎて、感覚が麻ま痺ひしていた。

　まるで自分が、夢の中にでもいるようだった。

　それにここで何をすべきかは、全て幸三が知っている。

　なぜなら嫁よめに来た自分と違って、この町は幸三の町だからだ。

　客間で見た、変わり果てた姿になった七人も、二人を除のぞいて全てが幸三の親類だ。

　この町の人間は親しん戚せきづきあいが密接だ。様々な事情で遠方に散っても、何かあればこうして戻って来る一族であり、土地柄なのだ。

　結婚した当初はかなり戸と惑まどったほど、血けつ縁えんや土地のしきたりも独特だ。

　だから非常時には余計なことはせずに幸三に判断を任せた方がいいことも、長い経験と苦労から、よく知っていた。

　だからそうして判断を避さけて、何も考えないようにして、感情も殺した。

　だが完全に思いを殺すこともできなかった。客間で変わり果てた姿になった七人のうち二人は、他ほかでもない牧子の実の母親と、姉なのだった。

「…………………………」

　考えないようにしているが、どうしてこんなことになったんだろう？　と、牧子は思わずにいられない。




　どうしてこうなったんだろう？

　何故なぜ？　どうして？




　疑問は浮かぶが、それを考えるほどの思考は麻ま痺ひしている。夢の中にいるようなぼんやりとした頭の中に、疑問ばかりが膨ふくらんで、うっすらと広がってゆく。

　思えば、こんなことばかりだった。

　今までの人生でもたくさんの様々な事件が起こったが、そのほとんどに結末や解決は与えられても、理由が与えられることはなかった。

　牧まき子この父親は厳格な教育者だったが、善悪や決まりごとは教えても、その理由を説明することはなかった。幸こう三ぞうは何かあれば頼りになる夫だったが、やはり解決だけを持ってきて、理由の説明などしない人だった。

　この世にあるのは、理由のないことばかりだ。

　理り不ふ尽じんなことばかりだ。満足したり諦あきらめたりは無数にあっても、完全に納得したことはほとんどなかった。

　今日のことも、そうだ。

　そしてこれまでの人生で最も納得のいかない理不尽は──────長女・志し弦づるの病気の発覚と死。そして彼女が死に至るまで、いや、彼女が死んでから現在に至るまでの、それらに伴うありとあらゆる全すべての出来事だった。

　志弦は親の自分から見ても穏おだやかで聡そう明めいで、勉強が好きな子だった。

　いや、そんなものが何一つなかったとしても、牧子にとって最初の子供であり、かけがえのない長女だった。

　何故あの子が、あんな病気を抱かかえて生まれてこなければいけなかったのか？

　何故あの子が、死ななければいけなかったのか？

　それも、あんな形で。

　志弦が人として当たり前の幸せも得られずに、あんな風に死んでしまったことには、何か理由があるはずだと思った。

　理由もなしにあんな悲劇が、許されるわけがないのだ。

　何か原因が、あるはずなのだ。

「……」

　ずっとそれを考えながら、今まで暮らして来た。

　そして今日、また牧子の目の前で、あまりにも酷ひどい理不尽が起こった。

　よりによって、志弦のために集まってくれた親類の身に。そしてその中には牧子の母と姉もいる。志弦の病気が発覚した時に、牧子の身み内うちの中で誰よりも親しん身みになって、相談に乗ってくれ、手を尽くしてくれた二人がだ。

「……」

　眼がん窩かが熱くなって、涙なみだが出てきた。

　必死で、考えないようにしていたのに。

　考え出すと、もう止まらなかった。〝何故なぜ〟が、頭の中で膨ふくらんでゆく。

　何が起こっているのかは分からないが、この世は理り不ふ尽じんばかりだ。

　舟ふな木きの家から帰って来た千ち恵えが、足に負っていた異常な怪け我が。それを手当てしていた時も、ずっと牧まき子この心の中ではそんな理不尽への疑問と煩はん悶もんが広がっていた。

　このままでは千恵さえも、理不尽に奪われてしまうかもしれない。

　何故こんなことになったのだろう？

　どうして、こんなことに？




　がりっ、




　とその瞬しゆん間かん、食器を洗っていた手のひらに。抉えぐられたような鋭い痛みを感じた。

「……っ！」

　一いつ瞬しゆんにして牧子は物思いから引き戻された。流しの泡あわの中に入れた右手に、激しい痛み。

　しかしそれは、覚えのある痛みだった。包ほう丁ちようの刃やいばの、先か根元に、うっかり手で触ふれて、引っ掛けてしまったのだ。

　洗剤の泡が多すぎてよく見えないので、時々油断するとこうして怪我をしてしまうのだ。

　いつもは注意するようにしているが、今のようにぼーっと物思いに沈んでいては、怪我をするのも当たり前だった。

　思った以上に深いらしい傷が、泡の中で痛む。

　ぴちぴちと微かすかな音を立てる泡の中から手を引き抜くと、流しの中に満たされた泡の、手を引き抜いた跡あとの部分に滲にじむようにして赤い色が残った。

　普段よりも大粒の泡にまみれた手は、同時に血にまみれていた。

　見つめる手のひらの傷からは鮮あざやかに赤い血が滲にじみ出して広がり、そして手にへばりつく泡に触れる端はしから、その泡の表面に親和して侵食するように、泡の色を変えながら徐じよ々じよに赤を広げていった。

　細く皮ひ膚ふを抉られて開いた傷口が、まるで泡に肉を侵食されているように沁しみた。

　泡に触れてじくじくと痛む傷。広がってゆく、赤い血。

「………………」

　じーっ、としばし、広げた手のひらを、見つめた。

　見つめる手のひらの焦しよう点てんが合って見える泡と、そしてその背景に一面ぼんやりと広がる、焦点の合っていない流し台の泡。

　泡あわの表面は液体特有の蠢うごめきをして、それに伴って虹にじ色いろの模様を変へん幻げんさせていた。

　泡を形作っている液体の僅わずかな厚みの差がゆっくりと流れて、ゆっくりと虹色の模様と場所が移動してゆく。

　その時、光が一いつ瞬しゆんだけ白く照り返して、曇らせるように泡の中身を覆おおい隠かくした。

　そして次の瞬しゆん間かん、つるん、と拭ぬぐい去られるようにその照り返しが消えて────




　その途と端たん、手の泡、背景の泡、視界に入っている全すべての無数の泡の中に、まるで魚卵の中の稚ち魚ぎよが〝ぐるり〟と身じろぎしたように無数の人間の眼球が現れて、その黒目が一いつ斉せいにこちらを向いて、その全てと一斉に目が合った。




　わっ、と鳥とり肌はだが立ち、魂たましいと心臓とが一度に恐怖に鷲わし摑づかみにされた。

「────ひっ!!」

　悲鳴にもならない喉のどからの悲鳴を上げて手の泡を反射的に打ち払った瞬間、洗剤のものとは明らかに異なった粘ねん性せいの感かん触しよくが伝わって、魚卵を潰つぶすような音を立ててぶちぶちと泡が潰れて飛び散った。

　瞬間、両手が、視界が、真まっ赤かに染まった。潰れた泡はまさに生き物を挽ひき潰したように生なま々なましい血を飛び散らせて、泡を潰した手と泡を満たした台所に、見るも凄せい惨さんなおぞましい模様を散らし広げた。

　ぼたぼたと両手から、床ゆかに血が滴したたり落ちた。

　むっ、と冷たく生なま臭ぐさい臭においが立ち昇り、台所の空気に満ちる洗剤の匂においと混じりあった。

　ぐるりと胃の腑ふがひっくり返るような嘔おう吐と感かん。しかしそれは吸い込んでしまった臭いのせいではなく、目の前一面に広がっている泡と、そしてその中の〝眼球〟から向けられる無数の視線が心の底から引きずり出してくる、精神的なものだった。

　悪意と狂気が、空気に満ちた。

　ひゅーっ、と細く蛇じや口ぐちが漏もらす歌うように甲かん高だかい音が、精神を追い詰めるように、空気を一杯に満たした。

　少しずつ膨ふくららみながら視線を向けてくる、流し台の中の無数の〝眼球〟。

「……この……っ!!」

　低く呻うめく。そして胸の奥から搾しぼり出すようなその憎ぞう悪おの呻きと共に、血まみれの手を伸ばして流し台の縁ふちを摑つかみ、爪を立てて抉えぐり出そうとするかのように自分を見つめる〝眼球〟へと、その指を──────突き入れた。




　ぶちゅっ、




　というおぞましい感かん触しよく。

　潰つぶれる〝眼球〟。粘ねん性せいのある血が飛び散って、手と他ほかの〝眼球〟へと降りかかる。

　鉤かぎ爪づめのように広げた指で〝眼球〟の塊かたまりを引っ搔かく。ぶちぶちと引き裂さかれていくつもの〝眼球〟が破は裂れつして、飛び散った血と粘ねん液えきが指先から糸を引く。

　飛び散り、溢あふれ出した生なま臭ぐさい血が、流し台の縁ふちから溢れて伝う。

　血を流して大きく抉えぐり取られた〝眼球〟の〝塊〟。その光景にひどく胸がすっとする思いを感じて、引き攣つった顔の口が笑みの形に歪ゆがみ、口こう腔くうから「ひひっ」と虚うつろな笑いのようなものが漏もれた。

　流れ出した血が、泡の表面を流れて落ちた。

　すると抉り取られた〝塊〟の奥から、さらに無数の〝眼球〟がこちらを見ていた。

「ひ……!!」

　怯おびえと怒りに目を見開いて、喉のどの奥から声が漏れた。

　その無数の視線は知っていた。志し弦づるの病気が発覚し、手術に多額のお金が必要だと判明した時、幸こう三ぞうの反対を押し切って寄付を募つのる活動を始めたその時の、近きん隣りんの人間から向けられる視線と同じものだった、

　憐あわれみ。

　迷めい惑わく。

　反感。

　好奇。

　そして、

　蔑さげすみ。

　蔑み。

　蔑み。

　蔑み。

　ぎりぎりと嚙かみ締めた奥歯が音を立てた。

「何で……何でそんな目で見られなきゃいけないのよ…………っ!!」

　低く血を吐はくように呟つぶやいた。乾いた口腔に溜たまった泡が口の端はしに漏れて、胸の奥の塊から噴ふき出すような熱く黒く強烈な憎ぞう悪おが、心を、感情を、意識を、視界を塗り潰した。

　何でそんな目で見られなければいけないのか？

　何でこんな目に、遭あわなければいけないのか？

「……何で……何で……！」

　流し台の縁ふちを摑つかむ手が、みしみしと軋きしんだ。

　私は、私はただ──────




　死にゆく大切な娘を、助けたかっただけなのだ。




　それなのに、何故なぜ。

　何故そんな目で、私を見る？

　目の合った〝眼球〟に、指を突き入れた。ぶちゅ、と潰つぶれる。血が噴ふき出す。

　盛り上がり、集積し、積み重なって自分を見つめる〝眼球〟を、ぶちぶちと潰す。指も手も血と粘ねん液えきにまみれてヌメヌメと光り、生なま臭ぐさい魚のような血の臭においはむせ返るように空気に溢あふれて満ちた。

　潰しても潰しても、視線は減らない。しかしやがて〝眼球〟の〝塊かたまり〟の中から洗い桶おけの縁ふちが掘り出されて、そこに引っかかっている、血まみれの包ほう丁ちようの刃やいばが見えた。

　集積する〝眼球〟の中に手を突っ込んで、包丁を引きずり出した。

　ぬめる手で包丁を握り締めて、刃の先で〝眼球〟を突き刺した。

　ぷちっ、と切り込まれた傷から内容物の血と粘液が流れ出して、〝眼球〟はひしゃげて溶とけて崩くずれた。次々と〝眼球〟を切り割る。どろりと流れ出す、内容物。

「なんで……どうして……？」

　ぷちっ、

　どろり。

「どうして……？」

　ぷちっ、

　どろり。

「どうして？　どうして？　どうして？　どうして？」

　ぷちっ、

　どろり。

　ぷちっ、

　ぷちっ、

　ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、

　ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、ぷちっ、
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「…………」




　がらっ、




　と音を立てて、台所に続く居間の戸が開いた。

　突然戸を開けたのは雪ゆき乃のだ。表から戻って来た雪乃は、居間に人の気配を感じて、確認のために戸を開けて、中を覗のぞき込んだのだった。

　中にいたのは、台所に立つ牧まき子こ。

　雪乃は眉まゆを寄せて、思わず牧子の背中に呼びかけた。

「……あの」

「え？」

　雪乃が呼びかけると、牧子はそう不思議そうな声と共に、雪乃を振り返った。

　手にしているのは包ほう丁ちよう。その様子にも台所にも、特に変わった様子はなかった。

　ほんの小さく、雪乃は息をつく。

「どうしたの？　ええと……時とき槻つきさん」

「いえ。洗い物でもしてたのかと思って」

　牧子の問いかけに、雪乃は言った。

「もしかしたら、泡あわが怪かい奇き現象を呼ぶきっかけかもしれません。泡には触さわらないで」

「え？」

　それを聞いた牧子は困こん惑わくしたように言った。

「困るわね、それ……」

「神か狩がり屋や……雅まさ孝たかさんが言ってました」

「…………………………そう」

　牧子は困惑顔で頷うなずいて、包丁を持っていない方の手を頰ほおに当てる。

　牧子が頷いたので、雪乃は用件は伝えたと判断して、そのまま戸を閉めた。そして無ぶ愛あい想そうに居間を、後にする。

　………………

　…………………………
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　　　八章　狂気は呪を叫ぶ







　　　　１




「雪ゆき乃のさん、ほんとに大丈夫？」

「……うるさいわね」




　蒼あお衣いたちに客間として割り当てられた、二ふた間ま続きの和室。

　今までの騒さわぎが噓うそだったかのような異様な静けさが満ちたその部屋で、蒼衣と雪乃はぴったりと閉じられた襖ふすまを挟はさんで、互いの気配を相手に会話をしていた。

　襖の片方に寄りかかって座る蒼衣の目に見えるのは、今までは気付かなかった、どことなく薄うす暗ぐらい印象がつきまとう電灯の光に照らされた和室だけ。蒼衣の他ほかには誰の姿もないその部屋には、神か狩がり屋や出しゆつ立たつの慌あわただしさをありありと残す、中をひっくり返すように探した跡あとのある、開けっ放しの鞄かばんが放り出すようにして転がっている。

　そして蒼衣の耳には、背後の襖越しに、隣となりの部屋から衣きぬ擦ずれの音が聞こえていた。

　雪乃が服を着替える音。だが聞こえるその音は、布が擦すれる音も、ファスナーやボタンを開け閉めする音も、男の蒼衣がそうしている時よりもきびきびとした、わざわざ嫌いやな言い方をすれば乱暴な様子に聞こえた。

　それはそのまま、雪乃の気き概がいを示すものと言える。

　雪乃がいま着ているのはゴシックロリータの衣装。雪乃の〈断だん章しよう〉を呼び起こす鍵として定めた、過去の〈悪夢〉の記き憶おくを呼び覚ます道具であり、雪乃の日常と非日常とを分ける、最後の薄うす膜まくだ。

　着替えの音の乱暴さは、戦闘服を着込む雪乃の覚かく悟ごと意気込みと取ってもいい。

　だが蒼衣にしてみればその音は、体力的な限界を迎えつつある雪乃の、自分の体と心に鞭むちを打つ、無理の表あらわれにしか思えなかった。

「雪乃さん……やっぱり、少し休んだ方がいいんじゃ？」

「うるさい。殺すわよ」

　蒼衣が言って雪乃が答える、すでに幾度目かになるやり取り。

　どれだけ気き丈じようで刺とげ々とげしくとも、雪乃は肉体的には、標準以上に華きや奢しやな女の子でしかない。

　心配して蒼衣は言うが、当然雪乃は聞き入れない。だが普段ならとっくに激げつ昂こうしていてもおかしくないやり取りにもかかわらず、未いまだそうなっていないのは、確実に雪ゆき乃のが疲ひ弊へいしていることの証しよう左さだった。

「でも、今からそんな臨戦態勢とらなくても……」

　だから蒼あお衣いは言った。

　その蒼衣の言葉に、襖ふすまの向こうの雪乃は答えた。

「これだけ連続で〈泡ほう禍か〉が起こって、もう何もない保証があるの？」

「いや……」

「何かあった後じゃ遅いわ。あなたの見込みじゃ甘いわ」

「……」

　状況分析からではなく純粋に雪乃の身体からだを案じての台詞せりふだったのだが、雪乃という人間は、それを解かいそうとしない。

　そしてさらに言う。

「それにどうせ、今からは不ふ寝しん番ばんだわ。あなたは私のことは放ほっといて、あの〈潜せん有ゆう者しや〉候補の子の心配でもしてれば？」

「不寝番!?　寝ないの？」

　蒼衣は驚く。

　それを聞いた雪乃の答えは、半ば呆あきれていた。

「当然でしょ。あなたこそ、こんな状況で眠ねむれるの？」

「あ……」

「だとしたら神経がどうかしてるわね。いつ何が起こるか分からないのに」

　これには蒼衣はぐうの音ねも出なかった。雪乃を休ませようとするあまり、状況の認識に変な盲もう点てんが出来上がっていたのだ。

「だいたい白しら野の君、あなた今まで〈泡禍〉に関わってきて、気づいてないの？」

　そして雪乃は、急に不ふ愉ゆ快かいげな声になって、問いかけた。

「……え？」

「まったく苛いら々いらする太たい平へい楽らくさね。いい？　夜はね────悪夢の時間なのよ」

　雪乃は言った。

　蒼衣は、一言もない。
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　表おもてで、車が出る音がした。




「………………」




　千ち恵えは二階の自分の部屋でそれを聞いた後、まだ除じよ菌きんスプレーの匂においが残るベッドの上で、自分の両足の痛みを感じながら、ただ無表情に部屋の天てん井じようを見上げていた。

　父と母どちらの車でもないエンジンの音は、少しだけ気になりはした。しかし今さら何があったかなどと訊ききに降りるつもりもない。歩けないことはないが苦痛は無視できるほど軽くはなく、しかもずっと床ゆか越ごしに感じていた一階の雰ふん囲い気きは、臆おく病びような千恵ではとても確かめに行く気にならないほど、殺気立った異様なものだったからだ。

　ベッドに寝転がって天井を見上げながらも、千恵の内心は、見た目のようなくつろぎとは程遠い、怯おびえと不安に満ちていた。

　天井しか見る場所がなかった。カーテンが開けっ放しになっている窓も、閉じこもるのが怖いので開けている襖ふすまさえも、何か嫌いやなものを見てしまいそうで、できるだけ目を向けないようにしていた。

　煙けむりのような黒い不安に、胸の中身を喰われてゆくような感覚。

　こんな時、いつもの千恵ならできるだけ他ほかのことをして気を紛まぎらわせるのだが、この足の怪け我がでは、動くのも億おつ劫くうだった。

　痛いのは怖い。

　不潔の次くらいに嫌きらいだ。

　除菌スプレーをかけた両手は、まだ痛む。

　千恵はそんな、嫌いな痛みの中で唯一安心できる痛みを感じながら、ただ天井を見上げて、時間と不安を浪費する。

「……」

　ぽつんと一人、部屋の中で。

　そうしていると、不意に階段を誰かが上がってくるスリッパの足音が聞こえて、その足音はそのまま二階の廊ろう下かを、千恵の部屋へ向かって歩いて来た。

　父とうさんや母かあさんだったら嫌だな、と、千恵はうっすらと怖おそれた。

　母はしばらく前に、怒鳴って部屋を追い出したばかりだ。気まずい。父には純粋に、部屋に入って欲しくない。

　そんな風に心の中で身構えながら、千恵は枕まくらから頭を起こして、足音が近づいてくる廊下の方を見た。

　ほぼ同時に、開けっ放しの入口に、誰かが顔を出す。

　顔を出したのは、千恵が内心で恐れていたどちらでもない、学校の制服を着た線の細い顔立ちの少年。

　蒼あお衣いだ。一いつ瞬しゆんほっとして、そして次の瞬しゆん間かんに思い直して、身構えた。

　思わず忘れそうになったがこの少年は、雅まさ孝たかが連れて来た人間なのだ。あの異常な力を持った少女、雪ゆき乃のの仲間なのだ。

「えーと…………千ち恵えさん、今、いいですか？」

　蒼あお衣いは部屋をおずおずと覗のぞき込んで千恵の姿を認めると、そう言った。

　千恵が答えないでいると、蒼衣は少し困ったような表情をして、入口に全身を現して人差し指で頰ほおを搔かいた。

　見ると蒼衣は左の小こ脇わきに、分厚い座ざ布ぶ団とんを三枚ほど、抱だくようにして重たげに抱かかえていた。

　意図が分からず、思わず口に出してしまった。

「な……なに持ってんの？」

「え？　あ、これ？」

　それを聞くと蒼衣は何故なぜだかちょっと嬉うれしそうに、座布団の束たばを両手で抱えて見せた。

「ちょっと千恵さんと話をしようと思ったんですけど、このまま僕が部屋に入ったら嫌いやだろうと思って」

　蒼衣は言った。

「……は？」

「部屋の中に道みたいにこれを敷いて、その上を歩いて部屋に入ったら嫌がられずに済むかなあ、って」

　少しだけ、ぽかん、となる千恵。

　やはりこの蒼衣という少年は他ほかの二人と雰ふん囲い気きが決定的に違っていた。雅孝の穏おだやかそうに見えてどこか白々しい態度とも、雪乃の抜き身の刃は物もののような雰囲気とも、明らかに違う平凡な雰囲気を、蒼衣はその言動の端はし々ばしから漂ただよわせていた。

　そしてこの、どこか滑こつ稽けいな発想の、千恵の潔けつ癖ぺき症しようへの気き遣づかい。

　最初に話をした時のように、千恵は小さく吹き出した。

「……やっぱり君、ちょっと変だよ」

「え…………」

　そう言われた蒼衣はあからさまに傷ついた表情になって、座布団を抱いたまま廊ろう下かに一いつ瞬しゆん立ち尽くした。しかしくすくすと笑い続ける千恵を見ているうちに諦あきらめたような苦笑い混じりの溜ため息いきをつくと、

「えーと……これ、下ろしていいですか？」

　と言って、座布団を千恵に見せるように抱え直して見せた。

「いいよ。入っても」

　半笑いで答える、千恵。

「ただし座布団のアイデアは採用。あと、部屋の中の物には触さわらないで」

「あ、はい。わかってます」

　いそいそと座ざ布ぶ団とんを敷きながら部屋に入って来る蒼あお衣いの姿を見ながら、千ち恵えはゆっくりと体をずらして、ベッドの上に身を起こす。

　そんな千恵に、座布団に腰こしを下ろしつつ、蒼衣が言った。

「足……どうですか？」

「痛いし不自由」

　千恵は答えた。率直な感想だった。

「ちょっとだけ、姉ねえちゃんを思い出したよ。車椅い子すだった頃の姉ちゃんは、もしかしたらこんな不自由な気分だったのかも、ってさ」

　溜ため息いき混じりに、そう言った。

「いまごろ理解できても、どうしようもないんだけどね……」

「あ……お姉さんって、車椅子だったんですか？」

「そう。言ったと思うけど、病びよう床しようで体が弱って歩くのも大変になってたからね。ひょっとすると病院から生きて出られないんじゃないかって、医者に言われてた時期もあった。窓からしか外が見れないから、まるで自分が水族館の魚みたいだって、姉ちゃんは言ってたよ。笑いながらだけど」

　蒼衣の問いに答える千恵。そして答えながら、千恵は思った。

　千恵は一人で天てん井じようを眺ながめている間、ずっと思い出して、考えていたのだ。

　もしかしたら自分たちは、ずっと志し弦づるに恨まれていたのかもしれない、と。

　周囲の中で自分だけがこんな不自由を強いられていれば、少なくとも千恵のように人格者とは程遠い人間からすれば逆さか恨うらみの一つもしたくなる。しかも志弦の場合は周りの人間が決して好意的だったとは言えず、あるのはひたすらに、無理解と無配慮ばかりだった。

　下げ世せ話わな好奇と詮せん索さくと、蔑さげすみ混じりの同情ばかりだった近所。

　世間体ていを気にする父親と、疲労を隠かくし切れなかった母親と千恵。

　協力的に見えて、何とか身み内うちだけで事を片付けたがっていた親類。

　誰もいなかった佐さ江え子こ大おお叔母おばの家で、あの異常な現象に遭そう遇ぐうした時のことを今から思い返すと、もしかしたら大叔母は志弦の亡ぼう霊れいによってとっくに殺されているのかもしれないと、何となくそう思った。

　少なくとも大叔母は、そうされても仕方がない。

　弱った心が、今まで口にしたことのない言葉を千恵の口から漏もらした。

「……みんなの無理解が、姉ちゃんを殺したんだ」

「えっ？」

「いや、なんでもない。まあ、姉ちゃんは結局、退院したんだけどさ」

　聞こえたのか聞こえていないのか聞き返してきた蒼衣に、千恵はさっさと誤ご魔ま化かして、話題を変えてしまった。

「でも本当は、退院していい状態でもなかったんだ」

「え？　それってどういう……」

「治る見込みがなかったんだ。本当は入院してた方がいいくらいだったけど、病院では病状を遅らせることはできても治しようがなかった。ゆっくりと、死ぬのを待つだけだった。だからこのまま病院の中から出られないまま死んじゃうよりは────本人たちの希望通り、義兄にいさんと一緒に暮らさせた方がいいと思ったんだ。あの時は」

　今でも思い出す。

「父とうさんに言ったら絶対大反対されるし、きっと親しん戚せきの連中に邪じや魔まされる。だから雅まさ孝たか義兄さんと姉ねえちゃんが二人で暮らしたいって言った時、あたしと母かあさんと主治医の先生だけで相談して、姉ちゃんをこっそり退院させたんだ」

「あ……なるほど、それで……」

「ま、相談って言ってもあたしは子供だったから、その場にいただけだけどね。とにかくそれで二人は駆かけ落ち。だから義兄さんはウチに来たがらなかったわけ。もちろん父さんは大激怒して、大おお騒さわぎ」

　思い出す。

「でもまさか、あんなことになるなんてね……」

　思い出して、下を向いて唇くちびるを嚙かんだ。

　おずおずと蒼あお衣いが言った。

「えーと……聞いていいですか？　〝あんなこと〟って？」

「姉ちゃんはな、自殺したんだ」

　千恵は言った。そしてそのまま思い出して、続く言葉に思わず怒りがこもった。

「しかも、後で分かったことなんだけど、姉ちゃんは妊娠してた」

「!?」

「正気の沙さ汰たじゃない。あの時の姉ちゃんは…………もうほとんど歩けないほど弱った、病人だったのに、だぞ!?」

　絶句する蒼衣に、そう千恵が低く叫んだ、その瞬しゆん間かんだった。




「そうよ」




　いきなり声が割り込んだ。

「!!」

　ぎょっとして千恵は顔を上げた。見るといつの間にか部屋の入口に、無表情な顔をした牧まき子こが立っていた。

「…………!?」

　今の衝しよう撃げき的てきな話の内容と、突然現れた牧まき子こに、蒼あお衣いが完全に混乱した表情で二人を見た。

　千ち恵えも驚く。しかしそれは牧子が急に現れたこと自体と、こんな話をしていたのを母親に聞かれてしまった、そのことに対する、後ろめたさと動揺だった。

　しかし動揺しながらも、千恵は牧子へと言葉を投げつけた。

「な、何だよ……！」

　問いただす千恵の言葉に牧子は、しかし千恵と視線を合わせることさえ、一切しなかった。

　牧子はやや弛し緩かんした死人を思わせる無表情に、どことなく焦しよう点てんの合っていない視線で、部屋を散さん漫まんに眺ながめていた。そしてしばしの沈黙の後、口の中で何ごとかを、小さく、低く、ぼそぼそと呟つぶやいた。

　よく聞き取れない、低い呟き。

　それでも微かすかに聞こえたのは、こんな言葉。

「────して？　どうして……？」

「か、母かあさん……？」

　千恵は牧子に、不安げに呼びかけた。

　先程の非難めいた調子は吹き飛んだ。暗雲のような不安が、胸の中をみるみるうちに覆おおい始めた。

「……どうして？」

「ちょ、ちょっと母さん……？」

「どうして？　どうして私が、非難されなきゃいけないの……？」

「……」

　ここにきて、ようやく千恵は気がついた。

　先程の牧子は、千恵たちの会話に割り込んだわけではないと。

　牧子は千恵たちの話など─────最初から全く、聞いてなどいなかったのだと。

「………………!!」

　思わず背筋に、悪お寒かんが走った。

「……どうして？　どうして私がそんな目で見られなきゃいけないの……？」

　ぶつぶつと、呟く。

「どうして……？」

　一いつ拍ぱくの、間。

　そして……




「そうよ。悪いのは雅孝君だわ。わかりきってたことじゃない。志し弦づるがあんな死に方をしたのも、私が肩かた身みの狭せまい思いをしたのも、いまこんなことになってるのも、全部彼が現れてからだわ。彼はどこ？」




　言葉と同時に入口の陰に隠かくれていた右手がゆっくりと現れた。その牧まき子この右手には一本の包ほう丁ちようが握られていて、その幅広の刃やいばが部屋の蛍けい光こう灯とうの光を反射して、ぬらりと白く、海面のように輝いた。

「母かあさん!?」

　千ち恵えは悲鳴を上げた。

「……そうよ、あんな男を信じたのが間違いだったのよ」

　切っ先が微かすかに震える包丁の刃を見つめながら、牧子は呟つぶやいた。

「彼のせいだわ。志し弦づるが人並みの幸せを手に入れられなかったのも、あんな早く死んだのも、あんなひどい死に方をしたのも」

「………………!!」

「必死な私に近所が冷たかったのも、同情する振りをして見み下くだしてたのも、乞こ食じきなんて陰口を叩たたいてたのも、いつまでもいつまでも余所よそ者もの呼ばわりするのも。そのくせ土足で踏み込んで来るのも。何も教えないくせに土地のやり方を知らない女だって笑ってたのも。志弦の心臓に障しよう害がいがあったのは私に欠けつ陥かんがあったからなんて言ってたのも、千恵がおかしいのは私の血だって言ってたのも。妬ねたまれるのも蔑さげすまれるのも、詮せん索さくされるのも馬鹿にされるのも、恨うらまれるのも無視されるのも、馬鹿にした目で見られるのも蔑みの目で見られるのも」

　徐じよ々じよに言葉が壊こわれ、奇き妙みような抑揚と音階がうねる。

「馬鹿にした目で見られるのも、蔑みの目で見られるのも、卑いやしい女と見られてたのも身み内うちの恥だと見られてたのも、二ふた目めと見られないような姿であの子を弔とむらうことになったのも、馬鹿にした目で見られるのも蔑みの目で見られるのも、見られるのも見られるのも、見られるのも見られるのも、見られるのも見られるのも見られるのも見られるのも、みられるのも見られるのも見られるのも見られるのもみられるのもみられるのもみられるのもミ、られるのもみられるのもみられるのもみられ見られみられるのも、みられるのもみられるのもみられみられるみられみられみられみられるみられみられみられみられミられみられみらレみラれみられみられミラれミられみラレみラレみラれミラレミラれミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレみラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミミラレミラレミラレレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラレミラ」




　ぴた、




　と〝歌〟が、唐とう突とつに止まった。

　そしてその後に、心臓を締め付けるような、呼吸が止まるような、恐ろしいまでの沈黙が、キリキリと張り詰めて──────




「彼は、どこ？」




　そして次に発された言葉と同時に、見開かれた牧まき子この二つの眼球が、ぐるん、と回転するような異常な動きをして蒼あお衣いを見下ろした。飛び出そうなほど見開かれた真ん丸な眼球は、蒼衣を見下ろしながらも明らかに焦しよう点てんが合っておらず、どこか濁にごったその瞳ひとみはあまりにも非人間的で、そしてあまりにも、魚のものを思わせた。

「…………………………!!」

「どこ？」

　みしり、と座ざ布ぶ団とんの敷かれた床ゆかを踏んで、牧子が一歩、蒼衣へと近づいた。

　鈍にぶく輝く包ほう丁ちよう。半開きの口の端はからは、ひゅーっ、という呼吸が漏もれる音が、時々泡あわの絡からむ音を混じらせながら、口くち笛ぶえか歌のように流れ出していた。

　細く微かすかな甲かん高だかい音が、耳から脳を刺していた。

　肌はだが泡立つほどの恐るべき密度の狂気が、部屋一杯に、空気が軋きしむほどに満ちていた。

「か……」

　母かあさん、と呼びかけようとして、喉のどが痙けい攣れんしたように言葉が出なかった。

　本能がその〝存在〟に呼びかけることを、全身で拒否していた。




　みしっ、みしっ、




　と畳たたみ敷じきの床ゆかを軋きしませて、〝母〟が座布団の上を進む。

　そして〝母〟は、部屋の中の座布団の上に座り込んでいた、恐怖に引き攣つった顔で見上げる蒼衣の前に、みし、と静かに立って、彼を見下ろした。

「……どこ？」

　そして、電灯の真下で、ひどく強い影が差した顔をして、〝母〟は再び問いを発した。

「………………!!」

　声も出ない様子の蒼衣。しかしその瞬しゆん間かん、どん、と強い足音を立てて、廊ろう下かに険しい表情をした、漆しつ黒こくの人影が立った。




「生あい憎にくね。神か狩がり屋やさんならお寺に行ったわ」




　そして人影が、蒼あお衣いに代わって問いに答えた。

　見た瞬しゆん間かんぞっとした。それは今、この部屋で起こっているのとは全く別の種類の、自分が何を恐れているのかはっきりと理解できる、具体的な形をした恐怖だった。

　そこに立っていたのは、真っ黒なゴシックロリータの服を着て、死神のように立った氷のような美び貌ぼうの少女。

　手にしているのは赤い柄がらのカッターナイフと、そして左手首に巻かれた包ほう帯たいの端はし。

　それを見た瞬間、千ち恵えの頭の中に、瞬しゆん時じに大おお叔母おばの家で見た全すべての出来事が明めい晰せきなヴィジョンとして蘇よみがえった。そして千恵は、その炎ほのおの記き憶おくからはっきりとそれを理解して──────そして心の底から、それを恐怖した。




　雪ゆき乃のは────牧子を殺すつもりなのだ。




「やめ……!!」

　千恵は叫びかける。しかしその制止は無情にも、双そう方ほうから完全に無視された。

　牧子が蒼衣を見下ろしたまま、両手で包丁を逆さか手てで持って、ゆっくりと頭上に振り上げたのだ。それを見るや否や、雪乃が左手首の包帯を引き毟むしり、一いつ片ぺんの躊躇ためらいもない目で、カッターナイフの刃やいばを目一杯に押し出した。




　ぢぎぢぎぢぎっ、




　と不吉な音を立てて、細い刃が伸びた。

　それを見た瞬間、千恵は足の怪け我がも忘れてベッドから立ち上がり、半ば転がるようにして、雪乃の元へと駆かけ寄った。

「〈私の────〉」

「やめろっ！」

　雪乃が口にしかかった呪じゆ文もんのような言葉を、千恵は知っていた。

　それを聞くと同時に千恵は雪乃を止めようとして、そして足の痛みにつんのめって、ほとんど転倒と変わらない状態で雪乃の足へと体当たりした。

「きゃっ!!」

　雪乃が悲鳴を上げて、千恵につまづくようにして廊ろう下かに膝ひざを突いた。

　しかし雪乃は目盛りのようにリストカット痕あとが刻まれた左手を突いて、体を支え、右手はカッターナイフを守るために宙へとさし上げていた。

「っ！」

　ほとんど反射的に、その右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「この……邪じや魔まを……！」

　思った以上の細ほそ腕うで。雪ゆき乃のはそんな千ち恵えの腕を振りほどこうともがいて、強きよう烈れつな敵てき意いの込もった視線と、そして身も竦すくむような凶きよう暴ぼうな呻うめきを千恵へと向けた。

　しかしその敵意に怯おびえる間も、転倒による痛みを感じる間も、廊ろう下かに転がった不潔さに気付く間もなかった。

　部屋の中で、別の悲鳴が上がったのだ。

「う……うわあっ!!」

　蒼あお衣いの悲鳴。はっ、としてそちらを見た瞬しゆん間かん、音がした。




　ぶちっ、




　恐ろしい光景があった。そこには顔を庇かばったらしい蒼衣の腕に牧まき子この振り下ろした包ほう丁ちようが深々と刺さって貫通し、その傷口とは逆側の袖そでの生き地じを、内側からテントのように持ち上げていたのだった。

「………………！」

　銀色の切っ先が僅わずかに、生地を破って覗のぞいていた。

「白しら野の君!?」

　千恵と雪乃、叫んだのはほぼ同時だった。

　ショックで頭が真っ白になった。意識のどこかで自分の母親が本当に蒼衣を刺すなど、信じていなかった部分があったのだ。瞬またたく間に千恵の頭からは血の気が引いて、大きく目を見開いたまま、もはや何も考えられなくなった。

「あ……」

　刺された蒼衣は、蒼そう白はくな顔に、呆ほうけたような表情を浮かべていた。

　包丁に貫かれた制服のシャツの、真っ白な袖に、鮮血の真まっ赤かな色が、みるみるうちに大きく広がっていった。

　牧子は躊躇ためらいもせずに、その包丁を、力の限りに引き抜いた。

　腕の骨の間を貫いていたらしい包丁は、正しくない角度で力一杯引き抜かれ、抜けずに腕がそのまま引っ張られて、やがて〝ごりっ〟という手ごたえを感じさせる動きで傷口を広げて骨をこじり上げ、蒼衣の腕から乱暴に抜き取られた。

「……がっ！　あ……」

　蒼衣が身体からだを痙けい攣れんさせて、どっ、と床ゆかに倒れ込んだ。

　蒼衣の腕から引き抜かれた包丁の刃は先さきから、ぽつ、ぽつ、と、大きな血の雫しずくが、重い音を立てて座ざ布ぶ団とんの上に滴したたった。




「…………………………」




　そして、ゆっくりと、牧まき子こが────振り返った。

「この……離しなさい!!」

　雪ゆき乃のが自分の腕うでをもぎ離そうとしているのが分かったが、千ち恵えの体は硬直して、もはや自分の意思では、指の一本さえも動かせなくなっていた。




　みしり、




　と床ゆかが軋きしみ、牧子の足が目の前に立った。

　電灯を背にした頭部から、大きく見開かれた魚類の目が、あまりにも無表情に千恵たちを見下ろして、その眼めに見み竦とがめられた体にもはや間違いようのない死への恐怖が、心までも塗りつぶす勢いで冷たく駆かけ上がった。

　慌あわてた雪乃が、叫んだ。

「かっ、風かぜ乃の!!　あなたに……!!」

　だが雪乃は、その何事かを言い終わることはできなかった。

　牧子はすでに、巨大な怪かい物ぶつのように雪乃へと身をかがめていた。そして包ほう丁ちようを持っていない手を伸ばして、千恵にのしかかられて身動きの取れない雪乃の白く細い首を──────潰つぶれるほどの力を込めて、思い切り鷲わし摑づかみにした。







　　　　３




　暗くら闇やみに包まれた田舎いなか道みちを、一台の自動車が疾しつ走そうしていた。

　その農地の中を通る道を走る、白い、どこにでもありそうな軽自動車は、しかしこの暗闇の中でライトも点つけずに、交通法規など明らかに無視したスピードで疾走して……いや、暴走していた。

　車を運転しているのは、能面のような無表情に、大きく目を見開いた牧子。

　そしてその助手席にいるのはシートベルトで座席に縛しばり付けられているかのように、全身を硬直させて、表情を恐怖に引き攣つらせた千恵だった。




　がちがちがちがちがち……




　千恵は自分の奥歯が音を立てるのを聞きながら、助手席で身体からだを強こわ張ばらせていた。

　その上半身は腕うでごとシートベルトがかけられて虜りよ囚しゆうのように固定されていたが、実際には彼女を縛しばっているのはシートベルトではなく、身を竦すくませる〝恐怖〟だった。

　運転しているのは牧まき子こだが、この幾度となく乗ったことのある母の車のエンジンが、こんな凶きよう暴ぼうな音を立てているのを千ち恵えは今までに聞いたことがない。ブレーキを踏むことも、アクセルから足を離すことも忘れたかのようなこの運転は、千恵の全身に強い加速の負ふ荷かをかけ、その感覚は千恵を完全に怯おびえさせていた。

「…………………………!!」

　千恵はただ身体からだを硬直させて、泣きそうな顔で暴走する車の助手席に座っていた。

　しかし千恵にとっての本当の恐怖の対象は、スピードでも、事故への恐怖でもなかった。

　千恵が本当に怯おびえていたのは、隣となりの運転席で血に汚よごれた包ほう丁ちようを持ったままハンドルを握っている母そのものだった。牧子は恐ろしい速度で走る車の、無灯火のせいで見通せないほどの暗くら闇やみになっているフロントガラスに映る正面の景色を、瞬またたきさえせずに見つめて、目を大きく丸く、魚のように無表情に見開いていた。

　千恵は半ば引きずられるようにして車に乗せられ、こうして連れて来られていた。

　ただ身を強こわ張ばらせるしかない千恵の隣で牧子は車を暴走させながら、魚のような無表情をして、口の中でぶつぶつと何ごとかを呟つぶやき続けていた。

　そんな低い呟きの声は、時折泡あわを吹くような音を立てて、何度もくぐもる。

　そして、そんな音が口の中でするたびに、牧子の口の端はから血の混じった泡が、ぶつっ、ぶつっ、と微かすかな飛沫しぶきとなって、沸き立つ泥どろのように飛び散っていた。

　そして、




　ひゅーっ、




　と同じ口の端から溢あふれている、息の漏もれる、劣れつ化かした蛇じや口ぐちが立てる、笛ふえのような音。

　家からずっと聞こえていた音。暴走する真っ暗な車の中に、それらの到底人間が発するものには思えない、異様な二種類の音が、淡々と断続的に響いていた。




　ひゅーっ、

　ぶつっ、ぶつっ、ぶつっ、




　隣の〝人間〟が、淡々と音を立てる。

　そんな音を立てながら聞き取れないような低い言葉が、口の中で延えん々えんと、呟かれ続ける。

「…………のよ…………そうよ……」

　辛かろうじて言葉だと認識できる、言葉としての形の最底辺。そんな声を呟きながらほとんど動かない唇くちびるの間に、血の混じった涎よだれが、泡あわとなって溜たまっている。

　舌したでも嚙かんだのか、あるいは口の中かは知らない。

　いずれにせよ牧まき子こは口の中を咀そ嚼しやくするように動かしながら、泡あわを吐はくような呟つぶやきを、ただ延えん々えんと続けていた。

　よく聞けば微かすかにその口の中から聞こえる、歯が嚙かみ締められているらしい、軋きしる音。

　そしてそんな壊こわれた言葉の粕かすのように溜まり続ける血の混じった泡は、やがて限界に達して唇から溢あふれると、口の端はから一筋こぼれて、つう、と細く、伝って落ちた。

　それまで泡でくぐもっていた声が、少しだけ、はっきりと聞こえた。




「……そうよ彼を殺せばよかったのよ、もっと早くそうすればよかったのよ……」




　牧子は、ぶつぶつと、口の中でそんなことを呟いていた。

「殺せばよかった、殺しておけばまた家族一緒に暮らせたはずだったのよ」

　低く小さく淡々と呟く。

「彼さえ殺せば解決したのよ、家族が戻って私は欠けつ陥かん品ひんだなんて言われなくて馬鹿にした目で見られることも蔑さげすまれることも責められることもなかったんだわ」

　運転席にあるスピード表示と、時計の鈍にぶい明かりだけが、僅わずかな光源の暗い車内で。

　ぼんやりとした緑色の光が魚のような牧子の顔を薄うすく照らし、ハンドルと共に握りこまれた包ほう丁ちようが、同じ光を鈍く光を映す。

「殺せばよかったのよ」

　誰のことを言っているのか、今や明白だった。

　そして何をしようとしているのかも、もはや明白だった。

　殺すつもりなのだ。その手にしている、血にまみれた、包丁で。




　牧子は────雅孝を殺すつもりなのだ。




「……やめ…………て……」

　千ち恵えはか細い悲鳴のように、恐怖に絞しぼられた声で自分の母親へと言った。

　何を？　運転を？　殺人を？

　わからない。とにかくもうやめて欲しかった。これまで徐じよ々じよに恐怖に削けずられていた心が、もう限界だった。

「もうやめて…………やめてよぉ……」

　座席に押し付けられて、千恵はか細く繰り返す。

　その声が聞こえたのか、牧子が首だけで、ぎしっ、と軋むような動きをして、千恵の方を振り向いた。

　そして何かを言おうとするかのように、微かすかに口を開いた。

　だが──────どっ、と口の隙すき間まから溢あふれ出したのは言葉などではなく、魚卵と見まがうほどの真まっ赤かな泡あわを大量に混じらせて糸を引く、頭蓋の中身が全て溶け出したのではないかと思うほどの恐ろしい量の血液だった。




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!」




　狭せまい車内に、自分の耳が壊こわれるかと思うほどの、凄すさまじい自分の悲鳴が響き渡った。

　悲鳴の爆ばく発はつする車の中で牧まき子この口から大量に溢れ出した粘ねん性せいの血液が、びちびちと音を立てて撒まき散らされて、薄うすく開かれていた口は弛し緩かんしたように顎あごが外れて広がった。ぱっくりと開いた口からさらに量を増した血液が吐はき出されるにつれて、首が内容物を失ったようにゆっくりと傾かしぎ、口が、下顎が、中身が流れ出す皮袋のように重力に従って引き伸ばされた。

　がくりと頭が自じ重じゆうで下を向いた瞬しゆん間かんに、容器を傾けたかのように泡混じりの血が、鼻から、目から、噴ふき出した。

　そして大きく見開いた眼がん窩かから、まるで内側からの圧力で栓せんが抜けるように、流れ出す血泡に押し出されて、ごろりと両の目玉がまろび出て、粘ねばつく血液に絡からめ取られるようにして、ごろごろと泡と共に流れ出していった。

「────────────────────────────────!!」

　絶叫した。

　全すべてが悲鳴で埋うめ尽くされるほど絶叫した。

　顔中の穴という穴から血と泡を吐き出す母親と向き合ったまま、身動きもできずに全身を震わせて絶叫した。

　制せい御ぎよを失った車が道を外れて、がくがくと跳はねるように揺れ始めた。

　そして聴覚も何もかもが破壊されるような恐ろしい音と共に、天地がひっくり返ったほどの衝しよう撃げきが視界と身体からだをめちゃめちゃにして────




　何もかもが、途と切ぎれた。

　そして、暗くら闇やみ。




　…………
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　神か狩がり屋やは言った。




「僕は────死後の世界は、信じてませんね」




　何かの拍ひよう子しにそんな話題になった、その答えとしての、そんな言葉。

　街灯のない林の中の、真っ暗な田舎いなか道みちを進む〈葬そう儀ぎ屋や〉のバンの中。その無ぶ骨こつな印象をした車内の助手席に神狩屋が座り、真後ろの席にいる幸こう三ぞうと、ぽつりぽつりと礼れい儀ぎ的てきな会話を交わしていた、その過程でのことだった。

　出発当初は息をするのも苦痛なほど腐ふ臭しゆうが充満していた車内だったが、時間が経過すると共に〈葬儀屋〉の〈断だん章しよう〉が働いて、死体の蘇そ生せいが始まっていた。

　そのため猛もう烈れつな腐ふ敗はい臭しゆうは急速に勢いを減らして、その代わりに生なま々なましい血の臭においが広がり、今はそのまま血の臭いの中で、車を走らせている状態だった。

　車の持ち主である二人は、幸三に道の確認をする以外、口を開くことはなかった。

　時折神狩屋の目の前に取り付けられた、無線機のような無ぶ骨こつな機械が、警察無線を傍ぼう受じゆしているらしい、ノイズ混じりの音を立てる以外は、車中にほとんど言葉はなかった。

　そんな沈黙の車内の中で、やがて最初に会話の口火を切ったのは、幸三だった。

　車内の異様な雰ふん囲い気きのせいで、沈黙に耐えかねたのだろうか。

　腐臭が消えると幸三は、初めそのことを「本当に臭いが消えたな」と事実の確認として口にした。そしてそこから徐じよ々じよに神狩屋と会話を持って、神狩屋も適度に相手をするうちに、いつの間にかそんな話題になっていたのだった。

　きっかけは思い出せない。というよりも、まともに聞いていなかった。

　だが、

「君は娘むすめの墓はかの前で、何を言ってやっていたんだね？」

　そう幸三に、問われたのだ。

　そこで神狩屋の物思いは、途と切ぎれた。そして神狩屋の返答が、〝それ〟だったのだ。

「死後の世界は、信じてませんね」

　神狩屋のその返答に、幸三は一いつ瞬しゆんの沈黙の後、不可解とも感心とも単なる相あい槌づちとも取れる曖あい昧まいな返事を口にした。

「……ほう」

　さらに一拍の沈黙。音の途切れた車内に、舗ほ装そうが劣れつ化かした道路を走る、小さな振動を伴った重々しい車の走行音が満ちた。

「なら、死んだ人間の魂たましいの存在も、信じていないというわけかね？」

「そうですね」

　再度幸こう三ぞうが問い、神か狩がり屋やが答えた。

「魂の存在も信じてません」

「……」

　再々度の幸三の沈黙。そして幸三はその沈黙のあと心に抱いだいた疑問のために、自然と低くなった声で、確認するような調子で口を開いた。

　幸三が言った。

「そうか……君は……どうやら毎年志し弦づるの墓はかに花を供そなえてくれていたようだが」

「ええ」

　神狩屋は頷うなずく。

「勝手をしてすいません」

「いや、それはいいんだ。きっと志弦は喜ぶ。しかし……となると、君は志弦の魂があることも、信じていないのだろう？」

「ええ……そうですね」

「なら、なぜ、墓参りなどするんだね？」

「僕自身の生死観はともかく、僕は伝統や儀ぎ礼れいや古来からの宗教観には敬意を持っています。そして慣習としてそれが行われているなら、それは社会的な〝礼れい儀ぎ〟だと思っています。

　死後の存在を信じていないからと言って僕が社会に定められている礼儀を行わないのは、僕が彼女を何とも思わなくなったことになります。死後の彼女が受けて当然の社会的な扱いを最低限僕が行わないということは…………僕の心が、彼女をないがしろにしたということになります」

「う……うむ」

　理解しがたいのだろう、神狩屋の説明に、幸三はただそう言葉を濁にごして頷いた。

「しかし、君は……その……怪かい奇き現象を、解決する仕事をしているのだろう？」

　そして幸三は、納得のいかない様子でそう言った。

　神狩屋はそう説明したのだ。親しん戚せきたちの死体を前に、そのどさくさに紛まぎれて。

　拝おがみ屋のような商売を、副業でやっていると。そして蒼あお衣いたちも〈葬そう儀ぎ屋や〉たちも、実はその仕事仲間なのだと。

「なのに、霊れいを信じていない？」

「ええ、そうですよ。しかし我々みんなが見た通り、怪奇現象が現実に存在することを、私は知っています」

　神狩屋は淡々と、答えた。

「怪奇現象も、霊れい能力のようなものが現実に存在することも知っています。ですがそれが人間の霊れい魂こんによるものだとは、僕は思っていません」

「……よくわからんな」

「よく似た自然現象、のようなものかと」

　あっさりと、神か狩がり屋や。

「仮に誰かの幽ゆう霊れいが出ても、それは本人じゃありません。心の蜃しん気き楼ろうのようなものです。僕らが見たいものや見たくないものを見せたり、現実に起こしたりする、そんな災さい害がいのような自然現象なんです。神も仏も、悪魔も悪あく霊りようも、みんな同じです。解決しようとしている僕らは、それに少しだけ詳くわしいという、ただそれだけなんです」

「うーむ……」

　幸こう三ぞうは呻うめいた。

「そういうものかもしれんな。君は、神も仏も信じていないのだな……」

「そうですね。文化としては敬意を持っています」

　言う神狩屋。

「でも存在としては信じてません」

「そうか……」

　幸三は何となくそれ以上触ふれてはいけないと感じたらしい。一声そう漏もらすと、そのまま重く沈黙した。

　後には沈黙と、単調な車の走る音が残った。

　そして時折それらの低い音に、貨物スペースのブリキのバケツの中で、〝液体〟が動く音が混じった。

　会話が途と切ぎれた後、しばらくそんな音を聞いていた。

　車内の誰もがその正体を知りながら、しかし誰も話題として触れない、この微かすかな〝液体〟の音は、ひどく気まずい音だった。

　幸三は〈断だん章しよう〉について知らないので、そのバケツの中身が本当はどうなっているのか知らないのが、救いと言えば救いだろうか。神狩屋はそんなことを、ぼんやりと考える。

　そうしていると、やがて車は林を抜けて、砂利じやりの敷かれた広い空間に出た。




「着いた。ここだ」




　幸三が言った。

　タイヤが砂利を踏みつけ、がりがりという音と共に車が小さく揺れた。

　その揺れに合わせて、例の〝液体〟が立てる音を聞いていると……ほどなく正面を見ていた神狩屋の目に、寺門とそこに立つ群むら草くさの険しい表情が、車のライトに照らされて暗くら闇やみの中に見えた。




　　　　４




　左ひだり腕うでが、ひどく痛んで目を覚ました。

　頭が重い。何だか熱くて重いまぶたを、うっすらと開ける。




「う……」

「あ！　白しら野のさん大丈夫ですか!?」




　そうして目を開けた蒼あお衣いを迎えたのは、颯さつ姫きの声だった。

　何故なぜだか妙みように気分が悪い。颯姫の率そつ直ちよくな声が、今は何だか頭に響いた。

「……う……颯姫ちゃん……？」

　うっすら開けた目に映る視界も、妙みように眩まぶしく、像を結ばなかった。

「は、はい！　何ですか白野さん？」

「颯姫ちゃん、ごめん、ちょっと声を……」

　そう言って蒼衣が身を起こそうとしたところで…………左腕で中身が抉えぐられたような痛みが爆ばく発はつして、蒼衣は肩かたまで走った激痛に、声を上げて悶もん絶ぜつした。

「うぐ！」

　蒼衣はそのまま、起き上がることができずに、再び床ゆかの上に転がった。

　動かそうとした左腕に走った恐ろしい痛みは、徐じよ々じよに熱っぽい重い鈍どん痛つうに変わり、痛みの中心らしい前ぜん腕わん部ぶから指先までを痺しびれさせた。

「……う……」

「あの、えーと……左腕は、動かそうとしない方がいいと思います」

　明らかに遅い、颯姫の忠告が聞こえた。

　涙なみだが浮かんだ。しかしこの左腕の痛みで一度頭の中が痺れた後は、急速に意識と記き憶おくが、頭の中ではっきりとしていった。

　思い出した。自分は牧まき子こに腕を刺され、引き抜かれたショックと痛みで失神したのだ。左腕に感じる痛みには貫通した傷の痛みだけでなく、こじられた骨の痛みも、重くはっきりと残っていた。

「…………」

　目を開けた。蒼衣は床に並べて敷いた座ざ布ぶ団とんの上に寝かされていた。

　畳たたみが見えた。千ち恵えの部屋だ。畳には少ないとは言えない、赤黒い血の痕あとが残っていた。

　蒼衣の着ていた制服のシャツは脱がされて、畳の上に放置されていた。シャツの袖そでは赤黒い血で浸ひたしたような有様になっていて、それを見た時にようやく、蒼衣は畳を汚よごしている血が自分のものらしいことに、初めて思い至った。

「あー……」

　怪け我がのことよりも、千ち恵えの部屋を汚よごして申し訳ない気分になった。

　そして、怪我をした腕うでを見る。座ざ布ぶ団とんの上に投げ出された左腕には前ぜん腕わん部ぶに厚いガーゼが貼はられ、その上から軽く包ほう帯たいが巻かれて、ガーゼが剝はがれたりしないようにしっかりと処置されていた。

　見たところ血は、止まっているように思える。

　そうしていると後ろから、急に老人の低い声がかけられた。




「……おう、どうだ。気分は悪いか？」




　がらがら声。

　顔をそちらに向けるとベッドのある側に、やや伸び気味の白はく髪はつをして老ろう眼がん鏡きようをかけた、白衣の老医師が立っていた。

「あ……えーと……」

「三み木き目めだ。お前さんは二度目だな。前に目を診みた」

　彼は言った。三木目源げん。名前は忘れていたが、蒼あお衣いも憶おぼえている。

　蒼衣が〈騎士団オーダー〉と出会うきっかけになった事件の時に、一度診てもらったことがある。

　神か狩がり屋やの知り合いだという医者だ。

「ど、どうも」

　三木目の傍かたわらには髪かみにカラフルなヘアピンを何本も挿さした、ハーフパンツ姿の颯さつ姫きも立っていた。

　蒼衣は左腕を庇かばいながら、上半身を起こす。

　そして言った。

「えーと……颯姫ちゃんも、来てくれたんだね」

「はい。このお医者さんに、送ってもらいました」

　颯姫がにっこり笑って答え、三木目がそれに応こたえて、軽く片手を上げて見せた。

「えーと……ありがとうございます。この包帯も、そうですよね」

「おう」

　肯定する三木目。

「だが血を止めただけだ。あとで精密検査と治ち療りようがいるぞ。場合によっては手術だ。あとショック症状で気分が悪いかもしれんが、軽かったら我が慢まんしろ」

　そう一息に言うと三木目は、蒼衣を覗のぞき込むように、見下ろした。

「そういやあ、お前さんも、〝ホルダー〟とやらか？」

「え……あ……はい……」

　その問いに、躊躇ためらい気味に蒼あお衣いは答える。

　すると三み木き目めは急に面白くなさそうな表情になって、白衣のポケットに両手を突っ込んで、言った。

「だったら神か狩がり屋やにどうにかしてもらうのもいいだろうな。誤ご魔ま化かすには案外に骨な傷だ」

「あ……はい」

「できれば縫ぬった方がいい傷だからな。親に訊きかれたら困るだろう。それに下手へたするとどっか神経か筋がうまくくっつかずに、後こう遺い症しようが出るかもしれん」

　だがそれを聞いていた蒼衣はふと言葉のニュアンスに気付いて、思わず気になって、三木目に訊たずねていた。

「え……じゃあもしかして先生は〈保持者ホルダー〉じゃ……」

「おう。俺おれぁ違うぞ」

　思わず蒼衣は、三木目の顔を見上げた。

「ただの協力者だ。お前さんたちみてえな出で鱈たら目め超能力は持ってねえよ」

　普通の人間が〈騎士団オーダー〉の活動に協力しているなど初めて見た。そしてあまつさえこんな普通でない場所に踏み込んで平然としているなど、そんな人間がいることを、蒼衣は今まで想像もしていなかったのだ。

「……え、えーと……」

　蒼衣はそれに対して、何か言おうとしたが。

「！」

　ちょうどその時、三木目の後ろにあるベッドの上に黒いものが横たわっているのが目に入って、そしてそれが何かに気付いた瞬しゆん間かん、思わず蒼衣は立ち上がった。

「雪ゆき乃のさん!?」

　千恵のベッドに、ゴシックロリータの衣装を纏まとったままの雪乃が眠ねむっていた。

　その光景はまるで眠る黒い姫ひめ君ぎみのようだったが、雪乃の前合わせの衣装は襟えり周辺がはだけられていて、鎖さ骨こつの辺りまでが晒さらされた白い喉のどには、指の形がくっきりと、青黒い痣あざとなって残っていたのだ。

「気ぃ失ってるだけだ。首を絞しめられてたらしいな」

　触ふれるに触れられず、どうにもできずに慌あわてている蒼衣に、三木目が言った。

「窒ちつ息そくして気絶したところを放置されたらしい。まあ運が良かったな。二人ともどもトドメ刺されねえで」

「………………!!」

「ま、今は寝てるだけだ。ここでこれ以上できる処置はねえな。どっちかと言えばお前さんの方が重症だ」

　三み木き目めは言うと、勝手に千ち恵えの勉強机まで歩いて行き、椅い子すに腰こし掛かけた。

　そして白衣のポケットから煙草たばこの箱を取り出し、口に咥くわえて引き出すと、百円ライターで火をつけた。

　きっと千恵は嫌いやがるだろう、と、蒼あお衣いは反射的に思った。

　これだけ血で汚よごして、他人が踏み荒らして、ベッドや椅子まで勝手に使っておいて今さらだが、それでも少し気になった。蒼衣の性しよう分ぶんだ。

　蒼衣は、部屋に煙草の煙けむりを長い溜ため息いきのように吐はき出す三木目を見ていたが、やがて何も言えずに諦あきらめて、視線を元に戻した。ベッドに眠ねむる雪ゆき乃の。神経質なまでに白いシーツの上に、漆しつ黒こくのレースをあしらった衣装と、長い黒くろ髪かみがおそろしく強いコントラストで広がっている。

　まだ話し、動いていた時も顔色は悪かったが、意識で保もっていた分の血色も今は失われて、こうしている姿はほとんど死体だった。

　か細い首に痛々しく巻きつく痣あざが、ますますその印象を、強くしている。

　蒼衣は自分の鼓こ動どうに合わせて痛む自分の左ひだり腕うでを感じながら、悔くやしさに表情を歪ゆがめた。

　腕の痛みが、自分を責めている気がした。自分は〈断だん章しよう〉などを抱かかえている以外は普通の人間で、何ができるわけでもないが、せめて自分があそこで気絶しなければ、こんなあからさまに負けた結果にはならなかったような気がした。

　千恵の部屋も、ここまでの有様になることはなかっただろう。

　そして蒼衣はそこでようやく、突如として、そのことに気がついた。

「……！　そうだ、千恵さんは!?」

　蒼衣はそう言って、慌あわてて三木目や颯さつ姫きの方を振り向いた。この部屋がここまで勝手に使われていて、そして千恵の姿がない。千恵はどこへ行ったのだろう？　そもそも牧まき子こは、どうなったのだろう？

　途と端たんに背を向けたベッドの側に、冷たい影の気配が差した。

『あの子なら、例の母親に引きずられて連れて行かれたわ』

「！」

　振り返ると風かぜ乃のが雪乃の足元辺りに腰こしを下ろして、珍めずらしく少し不満げな表情で、蒼衣を見上げてそう言った。

『つまらないわね。この子、油断して私とのタッチが間に合わないんだもの』

　風乃は自分の膝ひざに腕を乗せて頰ほお杖づえを突いて、溜息をつく。

『肝かん心じんの母親も逃がすし……だいたい私たちが蚊帳かやの外っぽいのも不満だわ。車が出て行ったから、今ごろ彼女たちは楽しく王子様を殺しに行っているんでしょうね』

「車……？」

『あのお母さん、神か狩がり屋やさんを殺しに行くんでしょ？』

「！」

『だから車で追いかけたんでしょ？　お寺まで』

　蒼あお衣いはそれで、全すべてを思い出した。

「……そ、そうだ、お寺だ！」

　蒼衣は思わず、叫んだ。

　しかし三み木き目めや颯さつ姫きからすると、いきなり脈みやく絡らくのない単語だったのだろう。不思議そうに蒼衣へと、それぞれの視線を向けた。

「寺ぁ？」

「神か狩がり屋やさんが危あぶないんです」

　蒼衣は言った。

「この〈泡ほう禍か〉の主役が、全部あっちに行ってるんです。手伝いに行かないと」

「手伝い……ってお前さん、ここ怪け我が人にんばっかりじゃねえか」

「先生、車で来てるんですよね？　僕と颯姫ちゃんをお寺まで連れてって下さい。僕は役に立つか分からないけど、颯姫ちゃんは必ず必要になります」

　そこまで言って、はたと気付いた。

「あ……そうか、お寺、どこか分からないんだ……」

　気付いて、蒼衣は歯は嚙がみする。

　しかし諦あきらめるわけにはいかない。蒼衣は一階の電話を思い出した。

　電話の周りにはアドレス帳やメモがあるかもしれないし、もしも電話に電話帳機能などがあれば、運がよければ名前や番号が、登録されているかもしれない。

　それに思い立った蒼衣は、急いで階下に下りるために、部屋を出ようとした。

　しかし廊ろう下かに一歩足を出したあたりで、後ろから三木目の声に呼び止められた。

「おう。おいおい、待てよ。一人で先走るな」

　三木目は言った。

「家や捜さがしなんかせんでも、携帯で神狩屋にかけりゃいいじゃねえか」

「あ……」

　蒼衣は足を止める。そんな単純なことを失念していたのだ。

　自分を馬鹿ではないかと思った。あるいはまだ混乱しているのか。

　そんな蒼衣に、三木目は続けて言った。

「それに何があったか知らねえし、どうせ碌ろくでもない話だからできるなら聞きたくねぇが……要するにお前さん、ここで暴れた奴やつが寺まで神狩屋を殺しに行ってて、それを追っかけたいわけだな？」

「あ、はい……」

　答えると三木目が頷うなずき、煙草たばこを深くひと吸いした。

　そして、口を開いた。

「……おう、じゃあ送ってやるよ。この家の檀だん那な寺でらだろう？」

「え？」

「知ってるよ。どこの寺で、どこにあるかよ。俺おれぁほんとはここに来たくなかったんだ。因縁なんて、冗談じゃねえよ」

「……」

　ぽかん、とする蒼あお衣いに三み木き目めは煙けむりを吐はきながら、苦い顔をして、そうぼやくように吐き捨てて言った。
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　　　九章　過日は禍を兆す







　　　　１




　……開けっ放しの浴室から家の中に流れ出す、シャワーの音と湯気。

　その浴室の中には裸はだかの脚が、シャワーのお湯を浴びながら、まるで冗じよう談だんさながらのシュールさで、ごろりと二本、転がっていた。

　濡ぬれた白い脚から上の胴どう体たいは、開け放たれた浴室の戸から外に出て、脱衣場の床ゆかへ倒れ込んでいる。そしてその脚から上は、骨と髪かみの毛をその中に混じらせた、見るもおぞましい、腐くさった肉色をした泡あわ立だつ粘ねん体たいと化している。

　石せつ鹼けんの匂においが混じった腐ふ臭しゆうが、湯気の匂いと混合されながら、廊ろう下かに流れ出している。

　そして浴室の遺い体たいがこのようになる前に救出しようとしたらしい、家族全員の遺体が、やはり浴室の中の物体と同じモノになって、台所など家のあちこちに転がって────いや、広がっていた。

　生暖かい湿気と吐はき気を催もよおす異い臭しゆうが、日本家屋の中に立ち込めている。

　理り不ふ尽じんで異常な〈悪夢〉が荒れ狂った家の中には、しん、とあまりにも静かな、そしておぞましい、〝死〟が広がっていた。

　そして。




「…………………………」




　そんな寺の惨さん状じようを前に、幸こう三ぞうが玄げん関かんの中に立ち尽くして、呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。

　異様な雰ふん囲い気きが満ちる、寺隣りん接せつの住居。そこで淡々と〈葬そう儀ぎ屋や〉たちによる〝掃除〟が始まる中、幸三は一度この寺の住人であったろう数人の名前を呟つぶやくと、それきり一言もなく、ただその場に立ち尽くした。

　この惨状を前にして逃げ出しも目を逸そらしもしないのは、見上げたものだと言っていい。

　大した意志の力だ。しかし先程かかって来た電話を受けて、外で通話をして戻って来た神か狩がり屋やは、その立ち尽くす幸三の背中を見た時、今の電話の内容を言って良いものかと頭の中で、少し悩みを巡めぐらせた。

「……すみません、緊急です」

　だが話さないわけにはいかないことは、明らかだった。

　神か狩がり屋やは話しかける。その相手は幸こう三ぞうと……そしてその近くで不ふ機き嫌げんな表情をして立っている、群むら草くさの二人へだった。

　群草は話が早い。すぐに要点を理解する。

「……何があった？」

「…………」

　対する幸三は、昵じつ懇こんな付き合いをしていた一家の惨さん劇げきに、呆ぼう然ぜんとした表情のままで言葉もなく、振り返っただけだった。

　それを見て神狩屋は、案じ気味に眉まゆを寄せる。

　だが言わないという選択肢しは存在しない。神狩屋は言った。

「残してきた方に、問題発生です」

「……」

　顔をしかめる群草と、把は握あくしていない様子の幸三。

　神狩屋は続けた。

「申し訳ないですが群草さん、車を貸して下さい。どうも話によると錯さく乱らんした牧まき子こさんが包ほう丁ちようで白しら野の君の腕うでを刺して…………千ち恵えちゃんを車に押し込んで、そのままこっちに向かっているそうです」

「なんだと!?」
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　三み木き目め源げんは、その日のことをはっきりと憶おぼえている。

　病院の診察室で、三木目とナース二人のピリピリとした雰ふん囲い気きに囲まれながら、その日の海部あま野の志し弦づるは、とても穏おだやかに笑っていたのだ。

　それは志弦の駆かけ落ち退院を手引きして半年ほどが経たった頃、その後も入院していた時と同じ頻ひん度どで継けい続ぞくしていた定期検診の日のことだった。その日の朝に出てきた、前回の検査の結果を検診前に一読した時────三木目は思わず低く唸うなって、咥くわえていた禁きん煙えんパイプを口から取り落としたのだった。




「……お前さん。妊にん娠しんしてるぞ」




　そして検診の時間、三木目は怒りを込めた低い声で、そう志弦に伝えた。

　検診前から、検査結果を知った三木目とナースの、心配や怒りや気まずさが入り混じった、緊張が張り詰める診しん察さつ室しつでだ。

　雰ふん囲い気きを察して不思議そうな表情をしていた志し弦づるにそれを伝えると、彼女は最初驚いたように小さく目を見開いた。そして次の瞬しゆん間かん、志弦は三み木き目めもナースも目を疑うほど、花のように幸せそうに微笑ほほえんで、ひとつ頭を下げたのだった。

「そっか……検査するとついでに分かっちゃうんですよね。ありがとうございます」

「馬鹿野や郎ろう！　何がありがとうだ！」

　思わず、怒鳴った。

「産めるわけねえだろう、心臓が保もたねえよ！　こんなことさせるために俺おれぁお前さんたちに協力したんじゃねえぞ！」

　病院内に響き渡るのも構わずに、三木目は声を荒げた。

　怒りに震えていた。自分は今まで少しでも長く志弦を生かそうと、そのために手を尽くして来たのだ。そして力が及ばなかったことへの引け目と、志弦の精神状態が向上することで病状が良くなることを期待して駆かけ落ちに協力したのだが、それをまさかこんな最悪な形で、裏切られるとは思っていなかった。

　この後、どんな処置をする方向に進んでも、志弦の寿じゆ命みようを大幅に縮めることになるのは明白だった。

　あろうことか、死ぬ人間が増えたということなのだ。

　三木目の怒りは、もはや簡単には収まらない。

　怒りの矛ほこ先さきは、もう一人にも当然向かう。

「だいたい、鹿か狩がりの馬鹿野や郎ろうは何やってたんだ、奴やつの仕事が終わったら奴を呼べ!!」

　三木目は、ここにいない人間にも怒りを露あらわにする。

　絶対に殴なぐってやる、と心に決めた。雅まさ孝たかの危機意識不足か、管理不足か、とにかくこれは人殺しも同然だ。

　あのぼーっとした馬鹿面づらの男に任せたのが、何もかもの間違いだったのだ。そんなことを思いながら怒鳴り散らしている三木目を見て、志弦はその微笑みを、少しだけ寂しそうなものにした。

　だが、それでもなお志弦は微笑わらったまま、穏おだやかに、三木目に言った。

「ごめんなさい、先生。でも先せんせ……雅孝さんは、何も知りませんよ」

「……なんだと？」

「だって、私がそうしたくて、噓うそついたんです」

「!?」

「きっと雅孝さんは、こんなこと、想像もしてないと思いますよ？」

　言って、くす、と志弦は笑った。途と端たんに三木目は、頭から冷水を浴びせられたような、そんな気分になった。

「んな……!?」

「ほら、だって、人が誰しも経験する幸せを、一通り感じたかったんですよ」

　絶句する三み木き目めに、志し弦づるは少しはにかみながら言った。

「恋愛とか、結婚とか、子供とか。私の身体からだじゃ全部は無理ですけど、できるところまで。雅まさ孝たかさんも二人でできるところまで手に入れよう、って言ってくれましたし。でも、きっとここまでするって言ったら反対されると思ったので、噓うそつきました。彼に知らせるつもりもありません」

　それを聞いて三木目は椅い子すの背もたれに脱力したように座り込み、目に手を当てて、思い切り天てん井じようを仰あおいだ。

「そんなわけにいくかよ馬鹿野や郎ろう……」

「ふふ、そうですよね。言ってみただけです」

　穏おだやかに微笑ほほえむ志弦。三木目は大きく嘆息して、そして疲れた口調で通告した。

「とにかく、今日中に病院に戻ってもらうからな。再入院だ。今後どうするかは、全員集めて相談だ」

「あ、やっぱりそうなっちゃいますよね……」

「当たり前めぇだ。長いこと見てたが、まさかお前さんが、こんな考えなしなことをしでかす娘むすめだとは気付かなかった」

「ええ、先生には悪いことしてるなあ、って思ってます。ごめんなさい。でも今までは猫ねこかぶってたんですよ。最さい期ごのつもりで脱ぬぎました」

「最期にさせるか馬鹿野郎」

　そう吐はき捨てるように言った三木目の言葉を聞いて、志弦は嬉うれしそうに眩まぶしそうに、そして寂しそうに、にっこりと微笑んだ。

「……じゃあ、家に帰って、荷物取ってきますね」

　志弦は、穏やかに言った。

「彼に話をして、一緒に戻ってきます」

「逃げんなよ」

「ええ、まだ、やりたいことありますから」

　そう言って笑った志弦の顔が、しかし生きた志弦を見た、最後だった。

　その言葉に安心してはいけなかったのだ。志弦はその後、雅孝と住んでいた川沿いのアパートの窓から、眼下に流れていた川に飛び込んで、自らの命を断った。
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「……それまで自分が医者に向いてねえかも、なんてのは何度も思ったがな。この時ばかりは本気の本気で思った。病院やめたよ。すっぱりと。まあそれからまた色々あって、結局また医者やってるわけだが……」




　運転席でハンドルを握りながら、そう三木目。

　蒼あお衣いは移動中の車中にあった。三木目がここまでやって来た大型のワゴン車の後部座席を倒し、一面のスペースにした場所に雪ゆき乃のを横たわらせた、その傍かたわらにだった。

　蒼衣は袖そでが血ち塗まみれになったシャツを再び着込み、座っていた。車の中には助手席に颯さつ姫き、そして蒼衣と雪乃のいる後部スペースの隅すみに、ビスクドールのような服を着た人形のような少女が、ウサギのぬいぐるみを抱だいて絵本を傍かたわらに、眠ねむたそうな目をしてうずくまっていた。

　夏なつ木き夢ゆ見み子こだ。

　最初車の中にいるのを見た時は驚いたが、留る守す番ばんの手配がつかなかったので仕方なく連れて来たのだと聞かされて納得した。

　そんな五人を乗せたワゴンは、夜の田舎いなか道みちを走る。

　ゴシックロリータの雪乃が横たわる、煙草たばこの匂においが染み付いた暗い車内は、車内の重い雰ふん囲い気きも相まって、少女の死体を運ぶ霊れい柩きゆう車しやのようにも思えてくる。

「……だから、俺おれぁ来たくなかったんだよ」

　そして車内の雰囲気を重くしている、三木目の話。

「旦だん那なさんにはもちろん、奥さんにも妹さんにも合わせる顔がねぇ。お前さんにこんなハナシしちまって、神か狩がり屋やの野や郎ろうにもだ。ほんとに必要なことなんだろうな？」

「はい」

　火を点つけていない煙草を咥くわえたまま、ぼそぼそと話す三木目の言葉に、蒼衣はきっぱりと答える。

　蒼衣は三木目に訊たずねたのだ。蒼衣の知らない、神狩屋に関わる話を。

　何度か聞こうと思ったが、とても本人には聞けなかった話。千ち恵えの姉にして神狩屋の婚こん約やく者しやだったという人物についてと、その出逢いや、人となり、そして家庭などの────周辺についての話だ。

　この〈泡ほう禍か〉について考える上で、欠けていたピース。

　蒼衣の〈断だん章しよう〉に必要な、『理解共感』に至るまでに必要な道筋。

　蒼衣はワゴンの内壁に背を預け、眠っている雪乃の顔を見ながら、浮かない顔で三木目に訊たずねた。

「で────それが、神狩屋さんの〈泡禍〉なんですか？」

　訊ねた。浮かない顔に、浮かない声で。

　三木目は答える。

「お前さんらの専門用語で何をどう言うかは知らねえよ。俺ぁお前さんが教えて欲しいって言うから知ってることを話してるだけだ」

　言う三み木き目めの声も、吐はき捨てるようで、浮かない。

「あ……ごめんなさい」

「怒ってるわけじゃねぇよ」

「えーと……じゃあ、さっきの質問はなしで。続きはありますか？」

「ある」

　三木目は蒼あお衣いの問いに、心底嫌いやそうな声で、そう答えた。







　　　　３




　両りよう端たんをコンクリートで固められて水路となっている川に飛び込んだ志し弦づるの遺い体たいは、海にまで流されて、数時間後に見つかった。

　港からやや外れた場所の、岩場の澱よどみ。そこで志弦の遺体はうつ伏せになって、海面に綺き麗れいな黒くろ髪かみを海草のように広げて、澱みの泡あわに囲まれて、静かに静せい謐ひつに浮かんでいた。

　アパートの窓から飛び降りて川に落ちるまでの間に、志弦の体は幾度か、建物やコンクリート製の堤防にぶつかっていた。いくつか血の跡あとが見つかった。そして海で見つかった志弦の遺体は、その際の傷で、あちこちが損傷していた。

　骨が弱っていた腕うでは骨折し、打だ撲ぼくや大小の擦さつ過か傷しようが体の半分近くを覆おおっていた。

　そして中でも奇き妙みようなことに、何がどうなってそんなことになったのか、口の中で〝舌した〟が、ぽっかりと切れてなくなっていた。

　通報と発見は、比較的早い方だったと言える。

　最初に志弦が飛び降りたことに気付いて通報したのは、雅まさ孝たかだった。

　当時、町に塾じゆく講師の職を得ていた雅孝は、昼前に病院からの迎えの車に志弦を預けて、自分はテキスト作りなどの仕事の準備を始めた。そして、いつもならば検診を終えた志弦が昼過ぎにアパートに戻って来て、入れ違いに雅孝が出勤するのが、検診日の二人の生活のパターンだった。

　そして夜遅くに仕事を終えて帰る雅孝を、拙つたない夜食を作って、志弦が待つのだ。

　雅孝もいつも通り、そんな一日になるのだろうと、何の疑問もなしに思っていた。

　しかしこの日は、なかなか連絡も戻ってくる様子もないことを不ふ審しんに思った三木目が、夕刻を過ぎてから雅孝の職場に電話を入れた。そしてそれを受けた雅孝が検査結果などの事情を聞いて仰ぎよう天てんし、慌あわててアパートへと、駆かけ戻った。

　だが帰宅は、夜になってからだった。

　三木目からの電話があった時はちょうど塾は授業中で、授業を終えたあとに伝言を聞いて、雅まさ孝たかが病院にかけ直したからだ。

　当時雅孝は、携帯電話など持っていなかった。

　しかしその単に経済的な理由から選択した些さ細さいなことを、雅孝はその後、未来永えい劫ごうにわたって後悔することになる。




　……アパートに帰った雅孝が見たのは、川へと向けて開け放たれた窓だった。




　そしてラップをかけてテーブルの上に置かれた、まだ温かい、できたばかりの夜食。

　つまり雅孝が携帯を持って授業中も身につけていれば、間に合ったかも知れないのだ。帰って来た志し弦づるがいつもより早く夜食を作り始めて、そして出来上がってラップをかけて、窓から飛び降りるまでの、その間にだ。

　事態を察した雅孝は、ここで慌あわてて警察に通報した。

　そして通報して数時間の後、捜そう索さくしていた警察に市民から通報があって、志弦は海で、遺い体たいとなって発見された。

　その前後のことは、雅孝はほとんど憶おぼえていない。

　海から運ばれてきた志弦の姿を見た瞬しゆん間かんに、頭の中が、瞬しゆん時じに真っ白になったのだ。

「…………………………!!」

　目を見開いて、動かない志弦の姿が拡大されて、それ以外のものが見えなくなった。

　その瞬間に肺が痙けい攣れんするように大きく息を吸い込んで、そのまま息が止まって、喘あえぐように息ができなくなった。

　胸の中身を、ごっそりと削そぎ取られた感覚を感じた。

　感情が死んだ。胸の中身を抉えぐられる、苦痛さえも感じた。

　苦しさ以外の、実感も、感情も、思考も、何もかもが死んだ。

　その時のことで覚えているのは、それらの感情の極北と、そのとき見たいくつかの光景の、切り刻んだフィルムのようなどこか霞んだ断片的な記き憶おく。

　担たん架かに乗せられた志弦の遺体。

　縋すがりついて号泣する、牧まき子こと千ち恵え。

　顔を合わせるや否や幸こう三ぞうに殴なぐられた。そして幸三は倒れた雅孝へとさらに摑つかみかかろうとして、三み木き目め医師と警官たちに、怒声を上げながら羽は交がい絞じめにされていた。

　殴なぐられた時の、痛みの記憶はない。

　まるで他人ひと事ごとのような、実感の伴わない記憶だった。

　涙なみださえ、流さなかった。そんなことなどできないほどに、あまりにも唐とう突とつに、ごっそりと、胸の中身を絶望に削ぎ取られていた。

　ただ全すべてが終わるまで、棒ぼう立だちになっていた。

　警察などに色々と連れ回されて色々と聞かれたが、何を聞かれたのかも何を答えたのかも、全く思い出せなかった。

　ただあったのは、自分の中身を全すべて失ったような虚うつろ。

　あの数時間の間、雅まさ孝たかは────間違いなく、発狂していた。




　…………そして。




　全てが終わって解放されて、深夜になってようやく、雅孝は暗いアパートに戻って来た。

　ばたん、と閉まるドアの音。その音が、がらんと広い、狭せまい部屋の、その中に満ちる暗くら闇やみの中に虚ろに響いて消えた。

　部屋に入って電灯を点つけると、古くなった蛍けい光こう灯とうが、チカチカと音を立てて瞬またたいた。

　そしてどこか埃ほこりっぽい、冷たい光で、誰もいない部屋の中を、ぼんやりと照らし出した。

　がらん、とした部屋。

　玄げん関かんでのろのろと靴を脱ぬぎ、キッチンの冷たい板の間を踏みながら、部屋に入った。

　調べに入った警察が、洗面所の戸を開けっ放しにしていた。その奥にある壁の鏡が目に入った。明かりの点ついていない、薄うす暗ぐらい洗面所の鏡には、魂たましいが抜けたように弛し緩かんした、亡もう者じやのような自分の顔がぼんやりと映っていた。

「………………」

　体が重く、そしてその重ささえも現実感がなかった。

　夕食は摂とっていないが、空腹も全く感じなかった。

　ただ、ひどく喉のどが渇かわいていた。

　雅孝はのろのろと重い足取りで狭いキッチンを横切り、冷蔵庫の前にしゃがみ込んで、飲み物を探してその扉を開けた。

　牛乳のパックがあったので、それを一気にあおった。

　動きの鈍にぶい唇くちびると喉のせいで、牛乳が口の端はから溢こぼれて、頰ほおを伝った。

　意識の動きも鈍いので頓とん着ちやくせずに、ゆっくりと嚥えん下かし溢あふれた牛乳を袖そでで拭ぬぐった。はあーっ、と大きく息をついた。連絡を受けて塾じゆくを飛び出して、騒さわぎになってから、初めて息をしたような、そんな気がした。

　その時、ふと、目に入った。

　目の前の冷蔵庫の中に、ラップのかけられたシチュー皿が置かれていた。

　雅孝が帰って来た時、テーブルの上に置かれていた、志し弦づるの作った夜食。警察に通報して家を出る時に冷蔵庫に仕舞い込んだのを、ぼんやりとだが、思い出した。

　結けつ露ろしたラップの下に、カレーシチューが見えた。

　料理など今までしたことがなかった志弦は、最初は初心者向きだからとカレーを作った。そして最初にレパートリーを増やしたと言って出してきたのがカレーシチューだった。その時は大いに笑った。

　それからは、カレーシチューは二人だけに通じる冗じよう談だんの一つになった。

　それが、冷蔵庫の中に、ぽつんと。

　思い出が、蘇よみがえった。

　その途と端たんに、今まで空くう洞どうになっていた胸の中で完全に死んでいた感情が──────悲しみが、怒りが、絶望が、やるせなさが、喪そう失しつ感かんが、罪悪感が、悲嘆が、悔かい恨こんが、無力感が、苦しみが、自己嫌けん悪おが、衝しよう動どうが、憎ぞう悪おが、自じ棄きが、そして悲しみが悲しみが悲しみが────一気に空っぽの胸の中に噴ふき出して溢あふれかえり、決けつ壊かいしたように涙なみだが、嗚お咽えつが、呻うめきが、そして咆ほう哮こうが、爆発したように、溢れ出した。







「う……あ……ああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」







　喉のどの奥から、叫び声が溢れた。

　冷蔵庫の前にうずくまった。うずくまって、叫んで、床ゆかに爪つめを立て、涙を流した。

　狂熱のような悲嘆が胸から頭にまでせり上がり、自分の中身の全すべてを塗り潰つぶした。悲嘆は熱く、苦しく、暗く、そして、赤かった。

　目の前が、頭の中が、真まっ赤かに染まった。

　どうして、どうしてこんなことになったんだ？

　何の兆ちよう候こうもなかった。気付かなかった。あまりにも唐とう突とつだった。仕事のためにアパートを出るその時まで、いつも通りの一日になるのだと疑っていなかった。

　何かあるのだとしても、病気のことだと思っていた。

　今までの生活で、そんなことは何度もあった。もうすでにそれは生活の一部だった。

　それを生活の一部にしながら、ずっとその中での普通の幸せを模も索さくして来たはずだった。普通のささやかな生活を、その全てではないにせよ、できるだけ二人で手に入れて、作り上げて来たはずだった。

　何があった？

　何が志弦を、こんな行動に走らせた？

　自分が悪いのか？　何が悪かった？　見当もつかなかった。何よりもそのことに、深く深く絶望した。

　あまりにも唐突な、死。

　理由の全く思いつかない、死。

　みるみるうちに絶望の記き憶おくが蘇よみがえった。高校時代に何のそぶりも見せずに飛び降り自殺をしてしまった一番の親友の死の、その恐怖と絶望が、あまりにも深く重い枷かせとして、心の奥底から蘇った。

　まただ。

　また、この『死』だ。

　また、理由も言わずに、本当に大切な人間が死んでゆく。

　相談も、別れの言葉も、悔くいる手がかりもなく、本当の本当に大切な人間が、運命と諦あきらめることさえできないやりかたで、手の届かないところで死んでゆく。

　何故なぜだ？

　何故、こんなことになった？

　何故、みんな自分に何も知らせずに死んでゆく？

　何故、こんなに大切に思っている自分に、何も相談せずに死んでゆく？

　力になれたかもしれないのに。

　力に、なりたかったのに。

　何故……？

　胸が、苦しい。絶望と激情に、胃の腑ふがひっくり返る。

　だが凄すさまじい嘔おう吐と感かんにも、空っぽの胃袋からは何も吐はくものは出てこない。

　ただ苦痛だけが胸の中からせり上がって、後から後から、悲痛な叫びとなって喉のどから吐き出されてゆく。

　何時間も、何時間も。

　叫び、泣いた。冷蔵庫の前に膝ひざを突き、うずくまって、床ゆかに爪つめを立てて、泣いた。

　そして叫ぶような声は、やがて疲ひ弊へいして、泣き声に変わる。泣き声はそれから徐じよ々じよに力尽きて、長い長い、嗚お咽えつへと変わっていった。

　嗚咽は、何よりも長く続いた。

　最初夜中だった時間も、薄うす夜明けに変わるほどに。

　永遠に続くかと思ったほどの凄すさまじい悲しみも、それだけの時間を経て、尽きた。

　志し弦づるの死に対する悲しみが尽きたことに、雅まさ孝たかは絶望した。だがすでに涙なみだがでるほどの感情は、完全に削けずれ果てて、尽きてなくなっていた。

　薄明かりが射し始めた外から、鳥の声が聞こえ始めた頃、雅孝は身を起こした。

　胸の中にぽっかりと、穴が開いていた。

　空腹を、感じた。

　そしてこんな時にも空腹を感じる自分に嫌けん悪おを感じたが、それが明確な感情の形とするほどには、もう心の中身が、残っていなかった。

「………………」

　のろのろと、身を起こした。

　何か食べよう。そう思った。

　目の前には、カレーシチューの器があった。

　何時間も開けっ放しでほとんど室温と変わらなくなってしまった、冷蔵庫の中に、ぽつんとひとつ。

　最後の、夜食。

　暗い思いで、取り上げた。

　そして電子レンジに入れて、温める。温めて、テーブルに置く。

　ラップを剝はがすと、湯気と共にカレーシチューの匂においが立ち昇った。

　慣れ親しんだ匂い。これで最後なのだと思うと、尽き果てたと思っていたはずなのに、また泣けてきた。

　泣きながら、スプーンで掬すくって、口に入れた。

　味のバランスが悪かった。シチューと呼ぶには辛からすぎた。

　志し弦づるはやや味音おん痴ち気味で、いつも味のバランスが少しおかしく、毎回試行錯さく誤ごしていたが最後まで直らなかった。具の舌した触ざわりも悪い。それでも雅まさ孝たかが自分で作るよりは上等な出来だ。最初から比べると随分と上達した。

　だがもうこれ以上、上達することはない。

　泣いた。ぼろぼろと泣きながら、シチューを口に運んだ。

　味がわからなくなるほど泣きながら、食べた。切なかった。シチューの温度が、滋じ養ようが自分の体に広がってゆくのが何よりも悲しくて、切なかった。

　そして、シチュー皿の底が、見えかかった頃。

　ふと気がついた。スプーンの先に当たった皿の底の感かん触しよくが、本来あるべき硬くつややかなものではなく、おかしいことに。

　硬くなく、すべらない。

　何かが張り付いている。スプーンで皿の底を、そぎ取ってみる。

　見ると、ビニールに包まれた薄うすっぺらい何かが、ビニールテープでシチュー皿の底に貼はり付けてあった。

　折りたたんだ、紙のように見えた。

　いや、折りたたんだ封筒のように、見えた。

「……！」

　心臓が、跳はね上がった。雅孝は慌あわててシチュー皿の底のそれを剝ぎ取って、震える手でビニールを破ると、中に収められていた封筒を取り出して、ただ「先生へ」とだけ書かれたその封筒を開いた。




　　　　＊




　────先生へ。

　空が、とても青いです。

　あなたは今きっと、この窓から見える空の下のどこかで仕事をしてるのかな？

　今日行った病院での定期検査で、私の待ち望んでいた願いが叶かなったことが分かりました。

　三み木き目め先生にはものすごく怒られました。当たり前ですね。だってそれは、間違いなく私の寿じゆ命みようを縮めるだけのことなのですから。

　こんなことをさせるために私たちに協力したんじゃない、って先生は怒ってました。

　きっとあなたも、ものすごく怒ると思います。

　あのとき噓うそをつきました。ごめんなさい。ただ、この病気のせいで諦あきらめと空くう虚きよさばかりが満ちていた私の生に、実感が欲しかったんです。

　私のわがままです。

　でも、後悔はしてません。

　だって私の心と体は、今、とても強い実感に満たされているんですから。

　だから、あなたにも後悔しないで欲しいです。自分を責めないで。きっと難しいと思うけれど。ごめんなさい。

　大好きなみんな。ありがとう。そして、ごめんなさい。

　大好きなあなた。ありがとう。そして、ごめんなさい。

　大好きなみんなが、大好きなあなたを嫌きらいませんように。

　大好きなあなたが、大好きなみんなに恨うらまれませんように。

　あなたと一緒に全すべてから逃げ出して、この小さなアパートで暮らし始めて、毎日がとても幸せでした。

　まるで普通の夫婦のように、あなたと過ごす時間。

　まるで普通の夫婦のように、お料理を作ってあなたを待つ時間。

　あなたのお話はいつも少し難しいけど、目を輝かせて話をするあなたの表情が好きでした。

　あなたがどんな顔をして食べるのか想像しながら台所に立って、お料理をする時間は、幸せでした。

　私、少しはお料理が上手うまくなりましたか？

　こんなことを言うとあなたはきっと困った顔をすると思うけど、あなたが料理上じよう手ずじゃなくてよかった。今までお料理なんかしたことがなかった私でも、立派な奥さんのように振る舞えたのは、嬉うれしい誤算でした。

　ありがとう。ごめんなさい。

　せっかくあなたと逃げ出したのに、希望を見つけられなくてごめんなさい。

　そして自分が生きている最後の幸せを実感するために、もっとひどい罪を犯してしまってごめんなさい。わがままだった私の最後のわがままを、みんなを裏切った私の最後の裏切りを、許してください。

　ううん、許してくれなくてもいい。

　みんなには私をひどい娘むすめだと、苦労ばかりかけた恩知らずな娘だったと、できるだけ早く忘れて、私がいなければ普通にあっただろう幸せを取り戻して欲しい。

　あなたには、私をひどい娘だと、あなたに噓うそをついて振り回した、それどころかとても許されないことをした娘だったと、ずっと忘れないでいて欲しい。そして、あなたはきっと許してくれるだろうと確信してこんなことを言っているひどい私を、それでも許して欲しい。

　ごめんなさい。

　こんな私を好きになってくれて、ありがとう。

　今まできちんと言ったことがなかったけど、大好きです。

　私はこれから────命を、絶ちます。




　　　　＊




　遺い書しよだった。

　手の震えが、止まらなかった。

　一体、これは何を言っている？

　理解できない。納得できる理由はどこにも書いていない。

　ただ震えた。かさかさと便びん箋せんが、乾いた音を立てた。そしてまた、気がついた。もう一枚、先があることに。

　締めくくりの言葉が書かれた一枚の、その後に。

　追つい伸しん。そう書かれた、便箋があった。

　そっと、便箋をめくる。

　短い文章が、目に入った。




　　　　＊




　────追伸。

　この手紙を読んでいるということは、シチューを食べてくれたのだと思います。

　私は病院という水すい槽そうから出ると、死んでしまう人魚です。あなたに釣つり上げられましたが、八や百お比び丘く尼ににはなれそうもないので、せめて人魚になることにしました。

　私と一緒に、ずっと生きて下さい。

　シチューのお肉は、私です。




　　　　＊




「…………………………」




　思考が、刹せつ那な、停止した。

　何が書かれているのか、その数すう瞬しゆん、理解できなかった。

　これは一体どういう意味だ？　何を言っている？

　そうだ、あのとき警察は何と言っていた？　ショックで現実感を失っていたあの間、警察に連れて行かれた自分は、尋じん問もん同然の質問を受けていなかったか？

　蘇よみがえる記き憶おく。そうだ、警察は言っていた。

　強い調子で、何か知らないかと訊きいてきたのだ。

　そう、




　志し弦づるの〝舌〟は、包丁のような刃物で切り取られていた、と。




　目の前には空のシチュー皿。

　ただ黙って、見下ろした。

「……………………」

　数秒の、間。

　そして、




「うぐ……っ!!」




　と次の瞬しゆん間かん雅まさ孝たかは口を押さえて、シチュー皿の置かれたテーブルから、がたん！　とひっくり返すような勢いで後ずさった。

「…………………………！」

　反射的に投げ出した手紙が、はらりと畳たたみの上に落ちた。

　シチュー皿と手紙。それらの光景を大きく見開いた目で見つめながら、強く強く口を押さえて、ぶるぶると全身を振るわせた。

　胃の中に、塊かたまりのような異物感を感じた。

　口の中にカレーシチューの後味が、みるみる湧わき出してくる嫌いやな味の唾だ液えきと共に、一杯に広がっていった。

「う……！」

　胃袋が一気に縮み上がって、内容物を押し上げる。




　そう、自分は──────志弦の舌を、食べていたのだ。




　喉のどまでせり上がってくる、嘔おう吐と感かん。

　体をくの字に折って、畳たたみに突っ伏した。

「……う…………げ…………！」

　体が、本能が、胃の中身に入っているモノの存在を全身全ぜん霊れいを上げて拒否した。喉の奥からカレーシチューの味が混じった嫌いやな〝味〟が染み出してきたが、喉から溢あふれてくるのはそればかりで、中身は堰せき止められたように、止まっていた。

　ただひどい嘔吐感ばかりが、喉をひたすらに絞しぼり上げていた。

「……あが……」

　嘔吐感にえずき、そのたびに口の中に、嫌な〝味〟と唾だ液えきが溢あふれた。

　それがさらに胃の腑ふを揺さぶったが、口の中に上がって来るのはあの〝味〟と、さらなる嘔吐感ばかりだった。吐はき気に喉が塞ふさがれて、息ができなかった。

　口を大きく開けて、畳の上へと突っ伏した。

　肺の中身が絞り上げられて空っぽになり、頭が酸欠で真っ白になっていった。

　耳鳴りと、脳を締め上げられるような頭痛がした。

　そして視界は暗くなっていき、雅まさ孝たかの意識はみるみるうちに苦痛の中で薄うすれて、酸欠の白い霧きりの中に吞のみ込まれて、沈むように、失われていった。




　　　　†




「……で、だ。ちょうどその日の夜、俺おれぁヤツのアパートに行った」

　淡々と言う、三み木き目め。

「病院辞やめることにしたついでに、あの娘むすめがいきなりあんなことやらかすまで、どんな所で生活してたのか、見ておいてやろうと思ったわけよ」

「……」

「そしたら中はもう、畳たたみも見えねえほどの血の海になってた。ひでえ有様だったよ。部屋ん中には、事件聞いて駆かけつけて来たヤツの両親が血みどろになって死んでて、ヤツぁその血の海ん中で必死になって自殺しようとして自分の全身を包ほう丁ちようで刻んでやがったんだ。

　後で聞いたんだが、やっこさんの両親、わざわざ持ってきたその包丁使ってヤツの目の前で無理心中しようとして刺し違えたそうだ。ただでさえ連れ添おうとした娘むすめにあんな死なれ方して弱ってたんだから、もうそれでトドメだわな。まあとにかく、ヤツはそんな感じで……ヤツが死のうとしてんのをどう止めりゃいいのか俺おれにゃあ見当もつかなかった。仮にも医者やってた俺がだよ？　というかもう助からねぇと思ってたわな。なにしろ自分で切れるところは、腕うでから脚から腹から、それこそ背中以外は全部ズタズタに刻んでやがンだもの。

　で、まあ、俺ぁ人間こま切れ肉みたいになったあの野や郎ろうに『馬鹿なことはやめろ』とか白々しいこと言いながら救急呼ぼうとしたわけだが……」

　そこに踏み込んできたのが群むら草くさと、そして〈葬そう儀ぎ屋や〉だったらしい。

　その後のことは「まあ色々あった」と、三木目は説明するのが面倒臭くさそうだった。

　蒼あお衣いも強いては、聞かなかった。今回の〈泡ほう禍か〉の手がかりとしては、明らかに関係のない話だろうからだ。

　とにかくその時をきっかけに、神か狩がり屋やはしばらく群草の〈ロッジ〉の預かりになったということだ。

　そして現在に、至るらしい。

　三木目の話は、それで終わりだった。

　だが蒼衣には、まだこの〈泡禍〉の構造が、理解ができなかった。

「…………」

　とりあえず蒼衣がここまでの話を聞いて、確信できたのはただ一つのことだ。

　それはいま起こっているこの〈泡禍〉は、神狩屋の過去の〈泡禍〉が蘇よみがえったものではなく、別のものに違いないということだった。

　神狩屋の話は、無関係ではないだろうが、それ一つで閉じた完結したものだ。いま起こっているような現象へ展開する余地は、残されていない気がしたのだ。

　だとすると、もう〈潜せん有ゆう者しや〉たりえる人間は絞しぼられる。

　事件の背景もほぼ分かった。しかし未いまだ、〝摑つかんだ〟感覚がない。

　それを求めて考え込んだその時、目の前で眠ねむっていた雪ゆき乃のが、突然目を開けた。そして顔をしかめながら無言で身を起こす雪乃に、蒼衣は驚いて、声をかけた。

「ゆ、雪乃さん、大丈夫!?」

「うるさいわね。頭に響くから静かにして」

　雪乃はつい先ほど蒼衣が言ったようなことを言って、額ひたいに手を当てた。

「あ、ごめん……」

「…………これは普通なら殺されてたわね。私たちはこの〈泡禍〉には入れてもらってなかった、ってことかしら？」

　謝る蒼衣。しかし雪乃はそれには構わずに、絞しめられた跡あとが残る自分の首に触ふれて二度ほど咳せき払ばらいすると、服の乱れた襟えり元もとを直しながら低い声でそう言った。

「うん……多分」

「運が良かったわね」

　雪ゆき乃のは暗い目をして足元を睨にらみながら、言った。

「そうだね……」

「でも好都合だわ。外からだろうが中からだろうが、叩たたき潰つぶすのには関係ない。私を生かしたのは間違いだったと、この〈泡ほう禍か〉に、絶対に思い知らせてやる」

　低く低く言う雪乃。相当怒っていることは間違いなかった。雪乃にとって〈泡禍〉との戦いは、絶対に和解の余地がない不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てきとの殺し合いだ。それに負けたのみならずこうして生きていることが、雪乃の〈雪の女王〉としてのプライドを、いたく傷つけたのだろうことは容易に想像がついた。

『私も不満だわ』

　そしてそこに虚こ空くうからの声が、割り込む。

『あんな半はん端ぱな憎にくしみで殺されても、愛がないわ』

　言葉と共に上半身を起こした雪乃の背後、運転席との間に、漆しつ黒こくの布地と髪かみをゆらめく半透明の少女が、雪乃に覆おおい被かぶさるようにして立った。

「……姉ねえさん」

『もっと気をつけて……雪乃。あんな死に方じゃ、私は悲しいわ』

　風かぜ乃のの声と表情には、憂うれいがあった。

『私はねえ、私の可愛かわいい片割れであるあなたには、もっともっと、愛に包まれて欲しいのよ。あなたにはこの世のものとは思えないほどの、激しい憎ぞう悪おを向けられながら、死んでいって欲しいの。憎にくしみっていうのは愛の炎ほのおと同じもの。色が変わるほど強くなった、相手を焼いてしまう形の愛よ。愛のない人間は、人を憎むこともないわ。だってそれは形と温度が違うだけの、同じものだから。心を灼やけるような愛で満たして、灼けるような愛に包まれながら死に逝ゆく喜びを、あなたには知って欲しいの。あんな邪じや魔まな石ころをどけるような死に方じゃ、あまりにも愛がない』

　心から愛いとおしげに、風乃は言う。

　聞いている蒼衣に怖おぞ気けが走るほどの、愛で溶とけそうな甘い声。しかしそんな風乃の言葉に、雪乃は冷たかった。

「姉さんのたわごとには、興味がないわ」

　雪乃は言った。

「でも、私の憎悪を無視されたのは気に入らないわ。振り向かせてやらないと。この〈悪夢〉では私はエキストラ扱いみたいだけど、登場人物の中で本当に憎んでるのが誰なのかを、教えてやらないと気が済まない」

　雪乃は三み木き目めによって蒼あお衣いと同じように包帯が巻き直された左ひだり腕うでを、また傷口が開きそうなくらいに力を込めて、ぎゅっ、と握り締めた。

「……」

　蒼あお衣いはその様子を、複雑な表情で見つめた。

　しかしその時、雪ゆき乃のの台詞せりふの中から、不意に何かが、引っかかった。




　────登場人物の中で本当に……？




　引っかかったのは、その言葉。

　そして引っかかった瞬しゆん間かん、蒼衣の頭の中にあったパズルが、それをきっかけに、今までとは別の構図で組み直された。

「あ……」

　途と端たんに、別の背景が見えた。

　今まで蒼衣が、考えていなかった視点。

　気付いて理解したその瞬間、蒼衣の意識の中に、それへの共感がなだれ込んだ。思わず蒼衣は、呟つぶやいた。

「それだ……」

「！」

　雪乃が、顔を上げた。

　風かぜ乃のが蒼衣を見て、目を細めた。

『……あなたの心に住んでる破滅を運ぶ女の子が、この〈悪夢〉を覚ます鍵を見つけたのかしら？　可愛かわいい破壊者、〈目め醒ざめのアリス〉』

「……」

　その楽しそうな風乃の言葉に蒼衣は一いつ瞬しゆん口ごもったが、すぐに顔を上げ、風乃の向こうの運転席へと声をかけた。

「……え、えーと……急いで下さい。みんなが、危あぶないです。危ないのは多分、神か狩がり屋やさんだけじゃありません。このいま起こってる〈悪夢〉はきっとこれだけじゃなくて、そのうちもっとたくさんの────下手へたをすると町中の人を巻き込んで、ものすごい数の犠ぎ牲せい者しやを出すことになるかもしれません……」







　　　　４




「牧まき子こは……千ち恵えは……大丈夫だろうか？」

「……わかりません」

　たったそれだけの答えが、すでに白々しい気休め。

「……やはり私は家にいるべきだったのか？　手て前まえ勝手な使命感にかられて、ここまで出て来るべきではなかったのか？」

「何とも言えません」

「また空回りして何もできずに、後悔するのか？　私は……」

「……」

「二人とも、頼むから無事でいてくれよ……」

「…………」

　幸こう三ぞうの呟つぶやきに、神か狩がり屋やの返事は、ただひたすらに、重い。

「…………そうですね」

　今、雅まさ孝たかは幸三と二人で、群むら草くさ所有の古いライトバンに乗って、寺へと続く林の道を引き返していた。

　ハンドルを握っているのは幸三だった。出発の時に、幸三自身がそう望んだ結果だった。

　雅孝は免許はあるが、車を所持していないペーパードライバーだった。その幸三の提案は渡りに船とも言える反面、たくさんの問題や不安も抱かかえていたが、この今の幸三の様子を見る限りでは、ある種しゆ正解であったように思えた。

　時折不安や後悔を呟きながら、車を運転する幸三。

　これが運転もせず、気を紛まぎらわすものが何もない状態で放っておいた場合、幸三の不安や精神状態は、こんなものでは済まなかったかもしれない。

　ただ真まっ直すぐに前を見つめて、幸三が街灯もなくカーブの多い真っ暗な林の中をやや気を焦あせらせたスピードで車を進めていた。蒼あお衣いからの電話で聞いた限りでは、牧まき子こはこちらに向かっている可能性が高く、そして少なくとも相当に錯さく乱らんしていることは間違いなく、途と中ちゆうで事故など起こしているかもしれないという不安が、行き違いになるリスクと引き換えにしてでも雅孝たちを出向かせた。

　できるだけ、早急な発見が必要なのは間違いなかった。

　幸三には言っていないが最悪の場合には、単なる錯乱ではなく、〈泡ほう禍か〉によるもっと致命的な影響が出ている可能性も高かった。

　本当ならばそんな場所に、幸三を連れてゆくことさえ問題ではあるのだ。

　しかし残念ながら、牧子の車の車種を雅孝は把は握あくしていないため、道中一人では見逃してしまう可能性が高かったのだ。

　雅孝は車に興味がなく、車種の区別などつかない。

　さらには考え込みの癖くせがあるため、実は注意力も恒こう常じよう的てきに散さん漫まんだ。

　苦しい言い訳になってしまうが、無用な被害の拡大を防ぐためにはできるだけ関係者をまとめておいた方がいいという鉄則に、幸三を連れてゆくことは合致する。それらを考え合わせた末、雅まさ孝たかはこの重苦しくも張り詰めた雰ふん囲い気きの車中の助手席で、幸こう三ぞうの呟つぶやきに答えながら、進行方向の道をじっと見つめていた。

　見えるのは腕うでのように枝を伸ばす木々が立ち並ぶ、暗く不ぶ気き味みな林の中を通る道。

　車内の雰囲気は窓の外に見えるその林の光景を、よりいっそう暗あん鬱うつに、不気味なものに変えている。

　その中を突き進む車の、ライトの光が、その林を切り取るように照らしてゆく。

　次々と照らされ、また影になってゆく立ち並ぶ木立は、まるで枝を蠢うごめかせているかのようにも見え、それを見つめ続ける車内の人間の心に少しずつ蝕むしばむような、影を差してゆく。

「どうして、こんなことに……」

　そんな車内で、幸三が呟いた。

「何かの報いだろうか」

「そんなことはありませんよ」

　雅孝は答えた。

「いや、そんなことというよりも……そんなものは、ありません」

「そうだった。君は霊れいも神も信じないのだったな」

「ええ」

　頷うなずく雅孝。

　すると幸三は躊躇ためらった様子でしばし沈黙すると、やがてぽつりと、口を開いた。

「そうか…………それならばもしも志し弦づるが健康な体で、あのようなことにならなければ、結婚の時は、その、何だ。式は神前ではなく人じん前ぜんだったのかな……」

「………………」

　雅孝は思わず、一いつ瞬しゆん黙った。これはもしかすると、状況さえ違えば息子むすこになったかもしれない雅孝への、幸三として精一杯の、遠回しな和解の言葉なのかもしれなかった。

「………………どうでしょうね」

　それに気付いて、そしてしばしの沈黙の後、雅孝はとぼけた。

　その返答に幸三は、むしろほっとしたような調子で、応じた。

「ああ……そうか。君は伝統には敬意はあるのだったな」

「ええ、まあ、それもありますが……」

　雅孝は答えた。

「あの頃はまだ────僕は神様も仏様も、死後の世界も、多くの人と同じように何となく信じてたんですよ」

「…………む」

　幸三は黙る。その雅孝の言葉の裏にあるのが、〝あの事件〟であることは明白なので、それ以上聞くのを憚はばかったのだろう。

「そうか……」

　沈黙する。

　だがその幸こう三ぞうの沈黙は話題の途と切ぎれた沈黙ではなく、何かを言おうか迷っている、そんな気配のする沈黙だった。

　そしてやがてそんな沈黙の後、幸三は口を開いた。

　その声は今までのものとはうって変わった、低く潜ひそめた、迷いさえ混じらせた幸三らしからぬ口調だった。

「雅まさ孝たか君…………これはそんな君に話すべきことではないかも知れないが……」

　幸三は言葉を選ぶように、言った。

「……何です？」

「いや……何と言えばいいのだろうな。信じてもらう必要はないのだが…………私がそういうものを見た、と言っていたという事実だけを、笑わないで聞いて欲しい。実は私はしばらく前から────何度か、志弦を見ているんだ」

「…………!!」

　思わず雅孝は隣となりの幸三を見た。幸三はハンドルを握ってじっと正面を見つめたまま、雅孝の方を見ずに、言葉を続けようとした。

「話半分で聞いてくれ。幻覚かもしれんのだが…………家で、シャボン玉を見た」

「…………しゃぼん玉、ですか？」

「ああ。その中にだな……」

　そこまで幸三が言った時、車が林の端はしにさしかかり、ライトの光が林の途切れた辺りを、ぱっと照らし出した。

　途端に会話が途切れた。それどころでは、なくなった。

　まずライトが照らし出したのは道路に投げ出された車の部品。そしてそのままライトの光が向かった先には、一台の白い乗用車が海岸近くの木に激突し、エンジンから煙けむりを上げて、止まっている姿があったのだ。

「……！」

　それを見た瞬しゆん間かん、幸三の表情が恐ろしいまでに強こわ張ばった。

「牧まき子こ!!」

　それで知れた。この事故車こそが、牧子の車なのだと。

　幸三は慌あわてて激しくハンドルを切ると、そのまま横付けせんばかりの勢いで事故車に車を寄せた。そしてエンジンも切らずにもどかしげにシートベルトを外すと、半ば足をもつれさせながら、外へと飛び出した。

　途切れ、まばらになった林の向こうに、小さな砂浜と、暗い海が垣かい間ま見えた。

　その町外れの道に、林の切れ間から届くのは、波と海風が奏かなでる、重く遠い海の音。

　風には明らかに、潮の匂においが混じっている。しかし同時にその辺りの空気には潮の匂いを圧するように、事故車のエンジンからただよう焦こげたような臭においが、充満するように、広がっている。

　事故車は路ろ肩かたの木に、ほとんど正面からぶつかっていた。

　エンジンの入ったボンネット部分がひしゃげて沈黙した車は、しかしその他ほかの車体にはほとんど損傷がないようで、中身はもちろんドアの開け閉めにさえ、ほとんど不自由がないように見えた。

　かなりの長い距離を道路から外れて走ったため、速度と衝しよう撃げきが大きく減げん衰すいしたようだ。

　しかしそんな事故車の前に立った幸こう三ぞうは、自分の妻と娘むすめの名を呼ぶことさえ忘れて、呆ぼう然ぜんと何もできず、続いて車から降りた雅まさ孝たかの目の前で、立ち尽くしていた。

「…………………………!!」

　目の前にあったのは、車の前の地面に座り込み、泣きじゃくる千ち恵えの姿。

　無理をして歩いたか、歩かされたか、あるいは事故のためか、足の包ほう帯たいがほどけかけてガーゼに血が滲にじんでいた。

　そしてそんな彼女が、今まさに逃げ出して来たかのように身を離している、事故車という名の、鉄の箱。しかしその罅ひびが入った四方の窓の中には、本来そこにあるべき人の入る空間が全くなく、その天てん井じようまでが血の色をした泡で一杯に満たされて、窓ガラスから一センチ先の中さえ見えないような、そんな有様になっていたのだった。

　車の中は今も泡あわ立だって蠢うごめく、髪かみの毛の混じった血の泡に、満たされていた。

　窓一面を覆おおう大小の泡は内側から嵩かさが増えるに従って、生きた臓ぞう腑ふのように生なま々なましくその断面を晒さらして蠢き、ぶつっ、ぶつっ、と音を立て、ドアの隙すき間まから圧おし出されてぶくぶくと吹き出していた。

　ドアの合わせ目から漏もれ出した泡は、魚卵のように連なって、白い車体を汚よごしながら伝って落ちる。車の中からは人間の腹の中から聞こえるような、空気が潰つぶされる湿った嫌いやな音が、生理的嫌けん悪おを伴って、くぐもって漏れている。

　車の中に一杯に満たされた、人間を溶とかして泡立てた、おぞましい物体。

　そんなおぞましい物体を満たして、樹木に激突したまま沈黙している、悪夢のような棺ひつぎと化した、牧まき子この車。

　その前でうずくまって泣きじゃくる、千恵。

　車の持ち主である牧子の姿は、どこにも、見えない。

「牧……子？」

　呆ぼう然ぜんと、幸三はその物体と千恵を前に、ようやく搾しぼり出すように声を出した。

「千恵…………母かあさんは…………どうした？」

　ひっく、ひっく、と空気に漏れる、千恵の泣きじゃくる声。

「か、母さんは……」

　再度の問い。答えはない。

　しかしここに至って、幸こう三ぞうはようやくその目の前の事態を認める気になったようで、ふらふらとした足取りで、牧まき子この車へと近づいて行った。

「こ、この中だな？　この中に母かあさんがいるんだな？」

　震える声で、何度も千ち恵えへと確認しながら。

　しかし千恵は答えない。それでも幸三は唇くちびるをわななかせながら、にじり寄るように牧子の車へと近づいて行った。

「お、おい、雅まさ孝たか君、手伝ってくれ。助けなければ……」

「…………危あぶないですよ」

「わかっている。どうすればいい？　どこを開けよう？　う、運転席だな？」

　冷静な応対をしようとしているらしいが、支し離り滅めつ裂れつだ。そんな幸三を見て雅孝は、どう言えばいいだろうかと考えながら、とにかく幸三を止めるために、近づいて行った。

「待ってください、触さわっては……」

　そして雅孝が、触ふれんばかりに事故車に近づいている幸三の所へ行くため、そう言いながら千恵の脇わきを通り過ぎた時。

「……え」




　どすっ、




　と突然脇わき腹ばらに、包ほう丁ちようの刃やいばが下から、肋ろつ骨こつの内側へと向けて思い切り突き込まれた。

　皮ひ膚ふを貫き、腹の中身を切り裂さいて、鉄の感かん触しよくをした重い痛みと苦しみが、内蔵の中に深く深く潜もぐり込んだ。気が遠くなるほどの苦痛が身体からだの中に広がって、貫かれた腹筋がぎゅっと縮み上がり、「ぐぶっ」と空気が押し出されるように声が漏もれたが、すぐにそれを追って喉のどの奥から血の味が上がってきた。

　足から力が抜けて、のしかかって来る体重によろめいて、膝ひざを突いた。

　雅孝が通り過ぎようとした直後、膝ひざ立だちになって体をぶつけるように、千恵が持っていた包丁を、思い切り突き刺したのだ。




「……母さんが……母さんが言ってた。義兄さんが死ねば、全部終わるんだよな？」




　千恵は泣きながら、雅孝を見上げて言った。

　雅孝は答えられなかった。千恵に押し倒されるように雅孝の体は傾かしぎ、刺さった包丁が梃て子このように内臓を抉えぐって、腹の底から逆流して来た大量の血が、言葉よりも先に、口の中から溢あふれ出した。
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　　　十章　咎人は海に哭く
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　耳に当てた携帯から聞こえるのは、呼び出し音ばかり。




「……出ない」




　蒼あお衣いは緊張の面持ちで電話を切る。神か狩がり屋やに注意を促うながす電話をかけようとしたが、何度呼び出しても電話に出ないのだ。

　三み木き目めが言う。

「なんかあったか」

「かもしれません……」

「おいおい勘かん弁べんしてくれよ。俺おれぁ襲われてもなんにもできねえぞ……」

　ぼやく三木目。しかしハンドルを握った手は来た道を引き返すわけでもなく、むしろ車の速度は、ぐんぐんと上がっている。




「………………」




　三木目のワゴンの中には、うっすらとした焦あせりと緊張が広がっていた。

　一刻の猶ゆう予よもないことは誰もが感じていた。今、向こうで〝何か〟が起こっていることは、誰も断言こそしないが、確実な事態だった。

　何しろこの〈悪夢〉の主要な配役は、全員向こうに行っているのだ。

　となればこの気の狂った忌いまわしい演劇は、脇わき役やくである蒼衣たちをよそに、本当に主役たちによって、暗あん鬱うつ極まるラストシーンが演じられようとしているはずだった。

　誰も救われない、悲ひ惨さんな残酷劇グランギニヨルの。

　残酷劇────『人魚姫』の。

　雪ゆき乃のが訊たずねる。

「……間違いないの？　この〈泡ほう禍か〉の、〈潜せん有ゆう者しや〉は」

「うん……」

　蒼あお衣いは雪ゆき乃のの問いに、控えめに答えた。

　この自信なさげな返事は、主張は控えて周囲に溶とけ込もうとする蒼衣の性格によるものだったが、しかしそんな口調とは裏うら腹はらに、蒼衣の中にはこの世のものならぬ確信が確固として宿っていた。
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　………………




　ぐずっ、ぐずっ、




　と生肉に幾度も刃は物ものを突き立てる音が、海の見えるまばらな林に響く。

　風に漂ただよう、湿った音。その音と共に、潮風の匂においもエンジンの焦こげた臭においも、何もかも全すべてが、猛もう烈れつな血の臭いに塗り潰つぶされた。

　幸こう三ぞうが呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ前で、延えん々えんと続けられる、その惨さん劇げき。

　血ち塗まみれで倒れる雅まさ孝たかと、それに馬乗りになる千ち恵え。そして千恵の手に握られた包ほう丁ちようが高々と振り上げられて、また再度、振り下ろされる。




　ぐずっ、




　熟うれ崩くずれた果実のような音を立てて、包丁が深々と、雅孝の胴どう体たいに突き刺さる。

　墓ぼ標ひようのように包丁を突き刺されても最も早はやぴくりとも動かない雅孝の腹部は、何度も突き刺された末に大量の血と混合されて、それがもうベストの布地なのか、シャツの布地なのか、それとも刻まれてめくれ上がった肉なのかも判別がつかない、ひたすらに赤黒い色の残ざん骸がいと化していた。

　血と肉の詰まった桶おけのような状態の胴体に、深々と包丁の刃やいばが、埋うまっている。

　その包丁も、それをしっかりと握る両の手も、すでにくまなく血と脂に浸つかって、元の色も判別できないような凄すさまじい有様になっている。




　ずちゅ、




　湿った音と共に、引き抜かれる包丁。

　そしてまた大きく振り上げられる包丁の先から、ぽたぽたと血が雫しずくとなって落ちた。

　鋭い切っ先は幾度か骨を突き刺したために、すでに欠けていた。そんな包丁を、返り血で汚よごれた虚うつろな表情で振り上げた千ち恵えは、すでに幾度目になるか憶おぼえていないほど繰り返された反復作業の締めくくりとして、また思い切り、振り下ろした。




　ごりっ、




　と胸を刺した包ほう丁ちようはあばら骨に当たって、重い嫌いやな音を立てた。

　その一いち撃げきを振り下ろした千恵は、力尽きたように肩かたで息をして、雅まさ孝たかの胸に突き立った包丁を握り締め、杖つえに寄りかかるようにしてそれに縋すがっていた。

　はーっ、はーっ、と肩で息をする音が、聞こえる。

　千恵はそのまましばし荒い息をついていたが、やがてゆっくりと胸から包丁を引き抜くと、真まっ赤かに染まった自分の両手を、しばし呆ぼう然ぜんと、無言で眺ながめた。

「…………」

　しばしの、沈黙。

　そして、その乾いて張り付いた唇くちびるが、やがてぽつりと小さく、開かれた。

「……汚よごれちゃった」

　そう小さな声で呟つぶやくと、千恵はずるりと返り血に染まった身体からだを引きずるようにして、ゆっくりと立ち上がった。

　血を吸った長い髪かみが重く垂れ下がり、その髪が頰ほおに張りいた顔で、千恵は幽ゆう鬼きのようにぼんやりと周りを見回すと、幸こう三ぞうの姿など見えていないかのように視線を素通しさせて、やがて海の方へと向けて、ふらふらと歩き始めた。

「…………洗わなきゃ」

　ぽつりと、抑よく揚ようのない、千恵の言葉が聞こえた。

　千恵は包丁を握ったまま、包ほう帯たいの巻かれた両足を引きずって、防砂の林と岩場の向こうにある砂浜へと、のろのろと歩いて行った。

　ようやく、幸三の口から、言葉が出た。

「……ち………………千恵？」

　しかし千恵は振り向きもしない。聞こえていないように歩み去る千恵を、幸三は呆ぼう然ぜんと見送っていたが、やがて血ち塗まみれの姿で海へと歩いてゆく千恵の背中を、呆然とした表情のまま、よろめく足取りで追いかけて行った。

　血の臭においに、背を向けて。

　血の臭いが満ちる林にも、血の海の中で動かない雅孝にも、血の泡あわで満たされた牧まき子この車にも、背を向けて。

「……千恵……？」

　ひどく現実感のない足取り。そして現実感のない、自分の声。

　いつの間にか風が凪ないでいた。空気が、世界が、まるで夢の中のように、現実感を失って、ぼんやりと停止していた。

　聞こえる遠い波の音は、奇き妙みように単調に周囲の世界を覆おおっていた。

　その海の音は聴覚を浚さらって、目に見え、耳に聞こえ、皮ひ膚ふに感じるこの世界から、人間の住む世界の現実感を波が浚うように削そぎ落としていた。

　ただ波の音と、砂を踏む自分の足音ばかりが、茫ぼう漠ばくとした世界の中で淡々と聞こえていた。

　目の前に広がるのは、砂の浜辺と、そしてどんよりと灰色の雲に覆われた、あまりにも広大な暗黒の海。

「………………」

　そんな色彩の失われた光景の中を、ぽつりと一人、千ち恵えの背中が歩く。

　その背中を追って幸こう三ぞうが、現実感の失われた世界の中を、ふらふらと、歩く。

「千恵……」

　遠く聞こえる、自分の呼びかけの声。

　しかし千恵は、その声が届いていないようにただ浜辺を歩いて行き、やがて波が触ふれそうなほどの浜辺に立った時、幸三の呼びかけとは全くの無関係に、その足を、静かにその場に止めた。

「…………千恵……」

　幸三はその背中に、呼びかける。

　呼びかけて、追いつこうと、もつれる足を、先に進めた。

　だが、その耳に不意に今までのものとは違う音を聞いて、幸三は途と中ちゆうで、足を止めた。

　顔を上げた。

　夢のような世界の中で。

　知らないうちに周囲は〝音〟に囲まれていた。

　波の音ではない、砂を踏む足音でもない、全く違う音が、知らぬ間にこの世界を覆い尽くしていたのだった。




　ぴちぴちぴちぴちぴち…………




　泡あわの、音。

　無数の泡が消えては生まれる、無数の生物が蠢うごめくような、ひどく生なま々なましい、有機的な音。

　音は波が押し寄せるように、徐じよ々じよに徐々に、その勢いと強さを増していった。そして顔を上げた幸三の視界一杯に、あっという間に広がったのは、目の前の広大な海の彼方が真っ白に泡立って、それが浜辺へと一いつ斉せいに押し寄せてくる光景だった。




「………………………………………………!!」




　白い、海。

　地平線の彼方かなたから、海が泡あわ立だち、蠢うごめいていた。

　目に映る限り一面の海が、真っ白な泡に覆おおい尽くされていた。

　そしてその海を覆い尽くした、一面のおぞましい泡の中には、無数の寸断された人体が一個の生物のように、生なま白じろく濡ぬれた皮ひ膚ふを覗のぞかせて蠢きながら魚のごとく浜辺へと押し寄せていたのだった。

　魚の腹のように白く濡ぬれた、腕うでが、足が、頭が、顔が。

　指が、舌したが、髪かみの毛が、眼球が。

　海を覆い尽くす泡の中に見え隠かくれしながら、蠢き、泳ぎ、押し寄せていた。

　まるで海から陸へと津波のように駆かけ上がり、地上の全すべてを海と泡で吞のみ込み、そこに住む人間の全すべてを、餌えさとして食いつくそうとしているかのように。

　それらがひどく、はっきりと見えた。

　彼方の、光景が。




　────ああ、町が、終わる。




　呆ぼう然ぜんと、思った。

　世界の終わりの光景に見えた。子供の頃から過ごして来た町が、泡に吞み込まれる。

　物心つく前から遊んできた海岸も、走り回った畑や林も、よく遊び回った寺も、幼おさな馴な染じみだった住職の死も。

　見知った町の住人も、彼らの住む家も、楽しいことも悲しいこともあった、自分の家も。

　何もかもが吞み込まれる。牧まき子こも、その車も。

　長らくそう思いながら、ようやく和解しようと伝えかけた、雅まさ孝たかと、その死も、彼を殺した千恵も、吞み込まれる。

　全てを、泡が押し流す。

　その終わりの光景の中にぽつんと立つ、千恵の背中。

　無言で海を、いや、海を覆い尽くす泡を見つめる、千恵の背中。

　そしてその向こうを彼方まで覆い尽くす泡の、その中で蠢く無数の顔が────何故なぜだか志し弦づるに似ている気がして────幸三はただ呆ぼう然ぜんと、その場所に立ち尽くしていた。
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「考えてみれば……おかしかったんだ」




　蒼あお衣いは呟つぶやくように、言った。

「今まで配役の予想をいくつか立てて、それ以外の答えは考えられない状態だったけど、ずっと違和感を感じてた。それは前提が間違ってたせいだ」

　蒼衣は言う。その説明を、車の中で、皆が聞いていた。

「最初から前提が変だったんだ。ずっと僕は泡あわという現象だけを見て、千ち恵えさんを〈潜せん有ゆう者しや〉じゃないかと疑ってた。でもそれは間違ってた。泡立つ石せつ鹼けんで〝汚よごれ〟という恐怖から逃れてた千恵さんが、〝泡に触ふれると体が溶とける〟なんていう恐怖を持つのは、普通に考えたらおかしいんだ」

　蒼衣は思う。そう、〝普通〟に考えればそうなのだ。

「〝泡になって消えてしまう〟ことへの恐怖を持った配役として、人魚姫を当てはめてたのも間違ってた」

「…………」

「人魚姫は最後にはその恐怖を克服して、王子を殺すくらいなら自分から泡になって消えることを選んだ登場人物だ。つまり泡になって消えることを本当に怖れなきゃいけないのは、姫じゃなくて他の人魚全員なんだ。僕らが死を恐れるのと、同じように。

　それから、この〈泡ほう禍か〉は、神か狩がり屋やさんの〈断だん章しよう〉が〈泡禍〉として蘇よみがえったものでもない。三み木き目め先生の話を聞いて思った。神狩屋さんの〈断章〉の源泉になってる恐怖は、多分〝自分だけが死なないこと〟なんだと思う。何百年経たっても自分だけが変わらずに生きてることに絶望した、『八や百お比び丘く尼に』の恐怖なんだ。『人魚姫』の恐怖じゃない」

　蒼衣は今までの誤認を、消してゆく。

「でも、神狩屋さんたちが全く無関係というわけでもないんだ。神狩屋さんの〈悪夢〉は神狩屋さんたちの中で『八百比丘尼』の話として完結してるけど、あくまでも今回の〈泡禍〉の主役たちにとっては『人魚姫』なんだ。どういうことかというと……




　まずこの町そのものが〝人魚の国〟。

　そして志し弦づるさんが〝人魚姫〟で、神狩屋さんが外の国の〝王子様〟。

　千恵さんやお母かあさんは〝お姉ねえさんたち〟。

　お父とうさんは、そのまま〝人魚の王様〟。




　……まず最初に、病院という水すい槽そうから出られない志し弦づるさんという人魚姫がいた。お姉ねえさんの片方である千ち恵えさんは、外の世界に出られない人魚姫の代わりに外の世界を見聞きして、人魚姫に話して聞かせてた。やがて人魚姫は、外の世界からやって来た神か狩がり屋やさんという王子と出で逢あって、寿じゆ命みようと引き換えに外の世界に出た。そして人魚姫は思い叶かなわず死んでしまって、これでこの話の第一部になる、過去編が終わり。

　そしていま起こってるのが、第二部だ。海に飛び込んで死んだ人魚姫は、泡あわと消える運命からは逃れて、風の娘むすめになって帰って来た。残された人魚たちは、泡になって死んでゆく。遅れて来た人魚姫のお姉さんが、人魚姫の死を清算しようとして短剣がわりの包ほう丁ちようを持ち出して、王子を殺そうとしてる。人魚の王様は、見守るだけ。……さて、じゃあこの話の中心は誰だろう？　僕はずっとこんな感じで、考えてきた。けどわかるわけがないんだ。視点が完全に間違ってたんだ」

　蒼あお衣いは雪ゆき乃のを見る。

「さっき『登場人物の中で本当に憎にくんでるのが誰なのか』？　雪乃さんがそう言った時に、気付いたんだ」

　雪乃が、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「……どういうこと？」

「この話はものすごく単純だったんだ。こう考えるべきだったんだよ。この物語の中で、一番の悲劇に見舞われたのは誰なのか」

「…………」

「つまりアンデルセンの『人魚姫』の中で、一番たくさんのものを失って、一番悲劇的な状況に置かれた登場人物は誰だろうか？　ってこと。

　誰だと思う？　何も知らないで、愛する人魚姫を失うことになった王子様？　違う。

　愛してる人を殺すよりも、自分が泡になって消えることをを選んだ人魚姫？　違う。

　魔女と契約してまで助けようとした妹を助けられなかった、お姉さんたち？　違う。

　この『人魚姫』の物語で、一番たくさんのものを失う羽は目めになったのは────一番愛してた末の娘を失って残された家族にも消せない悲しみを刻み込まれた人魚の王様、つまりここでは千恵さんのお父さんの幸三さんが────この〝愛する者たちが死んでいく〟という〈泡ほう禍か〉を宿した張本人だったんだ」

　蒼衣は断言した。最愛の者を失ってゆく人の胸中が否いや応おうなしに想像されて、蒼衣は思わず、表情を暗く沈ませた。

「……何人か足りないわね」

　雪乃が言った。

「〝人魚姫のおばあさん〟は？」

「うん、王様と失ったものは同じだけど、王様の方が長く生きる。いずれ王様はおばあさんも亡くすことになる」

「おばあさんの役は、いないの？」

「わからない。ひょっとしたら、あの最初の家に住んでた大おお叔母おばさんかも知れない。断言はできないけど、これは当たってるんじゃないかと僕は思ってる」

「じゃあ、〝海の魔女〟は？」

「これもわからない。でもその役を果たしてる存在はいる」

「誰？」

「狂気。みんなの中にいる狂気。志し弦づるさんが死ぬことになったのも、そのお母かあさんが包ほう丁ちようを持ち出したのも、みんな自分の狂気じみた思いに唆そそのかされてのことだ。そうじゃなければ────その思いに応こたえた、〈泡ほう禍か〉そのものが魔女」

　とりあえず蒼あお衣いの結論にケチをつけようとでもしていたのだろうか、雪ゆき乃のはしばらく蒼衣の説に絡からんでいたが、すぐに体力が尽きたように肩かたを落とすと、胸の底から大きく深い溜ため息いきをついた。

「……まあいいわ。要するにいざとなったら、殺すべきは彼ということでいいのね？」

　雪乃は言った。

「え、いや……」

　蒼衣は怯ひるむが、要するにそういうことだ。それは言い訳もできない事実。しかし蒼衣としては、そういう極きよく端たんなことは言いたくなかった。

　しかし今の雪乃は、そんな殺意で意識を保っているような状態だった。

　そこに水を差すのも気が引けて、蒼衣はただ、そんな雪乃を心配そうに見つめる。

　そうしていると、不意に三み木き目めが、ぼそりと声を漏もらした。

「……おい。ありゃあ……何だ……」

「！」

　その声に弾はじかれたように、蒼衣と雪乃がほとんど同時に窓にはりついた。

　蒼衣たちの乗ったワゴンは農地を抜け、海の見える場所まで差し掛かっていた。そして車の窓と、まばらな林の木々の向こうに垣かい間ま見える海を見た途と端たん────蒼衣も雪乃も、思わずその光景に絶句した。




「────泡あわだ」




　見えたのは、真っ白に泡立つ海。




　　　　†




　────そう、泡あわだ。




　幸こう三ぞうは思う。

　潔けつ癖ぺき症しようの娘むすめの手前それを口に出したことは一度もないが、幸三にとって石せつ鹼けんの泡ほどに、この世で忌いまわしい存在はなかった。

　多分その思いのきっかけは、子供の頃に遡さかのぼる。

　飼かっていた子犬が、車に轢ひかれて死んだ、その時の記き憶おくだった。

　事故の原因は、単に自分の不注意。

　散歩中にうっかり手が離れ、走り出した子犬が車道に飛び出し、轢かれてしまったのだ。

　腕うでの中でどんどん冷たくなってゆく子犬を抱だいて、泣きながら家に帰った。そして汚きたないから手を洗うようにと母親に促うながされて、そのまま泣きながら、庭の水道で手を洗った。

　全すべては、その時。

　手に残っていた子犬の感かん触しよくが、洗い流されて、消えてしまったのだ。

　まだ生きていた時の子犬の、自分の腕の中に残っていた微かすかな存在感が、水と泡で洗い落とされてしまった。

　自分の手の中から、子犬が消えてしまった。

　自分の中から子犬がいなくなってしまった感覚に、また泣いた。

　家族同然に可愛かわいがってた子犬の感触なのに、どうして洗わないといけないんだろう？　どうして一緒にいちゃいけないんだろう？　と、そんなことを思って、手を洗いながら、ぼろぼろと涙なみだを流した。

　どうして？　汚いわけがない。あんなに好きだった家族なのに。

　以来、幸三は自分から動物を飼ったことはない。

　………………




　長らく忘れていたその記憶を、蘇よみがえらせた出来事がある。

　長女である志し弦づるに心臓の病気が発覚して、移植手術を決めた、その時のことだ。

　手術の直後、志弦は移植部位に免めん疫えき反応が出るのを防ぐために、薬で大きく抵抗力を落として、何重にも扉が設けられた病室に入っていた。

　志弦は術後の経過が悪く、その集中治療室での入院が長引き、そんな志弦に面会するためにはとてつもなく念入りな手洗いをして、全身を使い捨ての服で覆おおい、触ふれるのにも手袋越しでなければならなかった。

　手術が上手うまくいかなかった志し弦づるは、何の誇こ張ちようもなく、幾度か生死を彷徨さまよった。

　そんな志弦を見舞うために、幸こう三ぞうはその病室の前に設けられた洗面台で、何度も何度も、自分の手を洗った。

　そのことは当たり前だ。志弦の身を守るためだ。

　しかしそこで今にも死ぬかもしれない志弦のことを思いながら手を洗い、自分の手を覆おおう泡あわと、洗い流された泡が排水口に溜とどまる様子をじっと見続けていた幸三の心の中には、自分の手の中から失われた子犬のことが、幾度となく去来したのだった。

　手を洗い、手袋越しに志弦に触ふれ、そして病室を出て、また手を洗う。

　先程病室で触れた手袋越しの志弦の感かん触しよくと体温が、水道の水に、石せつ鹼けんに、泡に奪われて、また自分の手の中から流されて消えてゆく。

　そのたびに、幸三はあの子犬の死を連想する。

　自分の手の中から消えていった、もう思い出せない子犬の存在感。それを自分の手から志弦の感触が手洗いで失われるたびに、脳裏に浮かんでは、そして、消える。

　もしも今、志弦が死んでしまったら、この手に残っていた体温が、生きていた志弦の最後の体温になる。

　そんな恐怖をいつも感じながら病室を出て、そしてすぐにその最後になるかもしれない感触は、泡に洗い流されて失われる。

　泡と死。幸三にとっては、泡こそが死だった。

　自分の手の中に残っていた、愛する失われたものの残ざん滓し。それを完全に最後に殺してしまうものが、石鹼の泡だった。

　泡は、恐怖だ。

　そして……




「…………………………」




　その〝泡〟がいま幸三の目の前で、海を一面に、覆い尽くしていた。

　志弦の命を奪った海が、一面の泡となって音を立てていた。そして泡の中を泳ぐ、無数の人間の────志弦の、ばらばらになった、生きた残ざん骸がい。

　泡の中を泳ぐ、死んだ人間。

　それは幸三の目には、無数の志弦が、泡に食われているかのように見えた。

　死の泡。それが海を一面覆い尽くし、陸へと向けて押し寄せて来る。町へと向けて押し寄せる。町を吞のもうと押し寄せる。

　幸三の愛した、全すべてを吞み込もうと。

　全てを洗い流して、幸三の手から奪い取ろうと。

　そんな押し寄せる死の泡あわの海を前に、浜辺に立つ千ち恵えの背中。

　駄だ目めだ。逃げてくれ。必死で思う。泡は、死そのものなのだ。

　家の周りを覆おおい尽くすほど泡を使う千恵を見て、いつも幸こう三ぞうは不安だったのだ。

　いつか志し弦づるのように死んでしまうのではないかと。いつか泡に溶とかされて、あの子犬のように、幸三の許から消えてなくなってしまうのではないかと。

　泡は、〝死〟だ。

　幸三の家は、いつも死に囲まれていたのだ。

　それを見ながら、いつも幸三は心の底で不安だったのだ。

　いつか泡が、幸三の手の中から全ての愛するものを奪ってしまうのではないかと。

　幸三はいつも心の奥底で、そんな不安に怯おびえていたのだ。

　いつも泡を、恐れていたのだ。




　ぴちぴちぴちぴちぴち……




　海の向こうから押し寄せて来る、一面の、泡の音。

　水死体をついばむ魚の群れのような、あるいは死体にたかる無数の蛆うじが蠢うごめくような、世にもおぞましい泡の音が、浜辺の空気を完全に満たす。

　空気を満たして、聴覚を、耳の中を、脳の中を、満たす。

　まるで周囲の全すべてが泡に覆い尽くされたように、泡の音が肌はだに触ふれて感じるほど、音という音、空気という空気が、飽ほう和わするほどの泡の音に完全に満たされる。

　泡の音が脳を覆って、世界から現実感を奪う。

　その中で浜辺に立つ千恵が、ぽつりと呟つぶやいたのが、聞こえた。




「洗わなきゃ……」




　妙みように鮮せん明めいな、千恵の呟き。

　幸三は叫んだ。

「駄目だ！　やめるんだ……！」

　しかし千恵は声が聞こえていないかのように、浜辺を海へと、一歩、足を踏み出す。

　そして叫んだ幸三自身も、泡の音に聴覚を覆われて、耳が遠くなったように、自分の叫び声が遠く聞こえていた。

　声が、音が、泡に食われていた。

　千恵に声が届いたのかさえ、幸三には分からなかった。

「やめろ！　行っちゃいかん！」

　それでも幸こう三ぞうは叫ぶ。しかし届かない。千ち恵えは呆ぼう然ぜんとしたような動作で、一歩、また一歩、海へと足を、踏み出してゆく。

「……やめろ…………やめてくれ…………！」

　血を吐はくような、叫び。

　泡あわは津波のように、視界に広がる海のほとんどを埋うめ尽くす勢いで迫り、千恵の向かっている海一面に、押し寄せ、広がっている。

「千恵……！」

　幸三は千恵を止めようと、慌あわてて足を踏み出した。

　しかしその時、不意に幸三の前に、




　ふわ、




　と海から届いたのか、一つのしゃぼん玉が現れた。

　びい玉ほどの小さなしゃぼん玉は幸三の目の前を、横切るように舞った。

　茫ぼう漠ばくとした世界に浮かぶ、そのたった一つの小さなしゃぼん玉の、つややかな膜まくの中には、幸三がこれまで幾度か目撃していた────白い服を着た志し弦づるの姿が、ちょこんと座って〝胚ハイって〟いた。

「あ……」

　幸三は思わず手を伸ばし、それをかき抱いだいた。

　しゃぼん玉は手の中で、ぱちんと何の手て応ごたえもなく毀こわれて消えた。

　手を開いて、見つめた。

　手のひらには、びい玉ほどの大きさの、丸い血の痕あとが、ぽつんと、残っていた。




「……あ…………あ…………ああああああああああああああああああっ!!」




　幸三の目から、涙なみだが溢あふれ出した。

　足から、体から、一度に力が抜けた。

　しゃぼん玉の消えた自分の手を胸に抱だきしめて、砂浜の上に膝ひざを突いてうずくまった。もう一歩も歩けなかった。悲嘆が体から、全すべての力を奪い取っていた。

「行くな……行くな……！」

　叫んだ。

　ただ叫んだ。叫ぶことしかできなかった。

　しかし千恵はまた足を進め、すでにもう、波打ち際にまで達していた。

　千恵はその波打ち際に呆ぼう然ぜんとひざまずき、身を乗り出して、そして波に手を伸ばした千恵へと海の彼方かなたから迫って来た圧倒的な泡あわが一いつ斉せいに押し寄せて──────




　………………
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「………………」




　黒い革かわ靴ぐつが、下した草くさを踏んで現れた。

　猛もう烈れつな血の臭においが満ちる、まばらな林の中。空を見上げたままぴくりとも動かない血みどろの死体の傍そばに、その全身黒尽くめの長身の男は立ち、それを見下ろした。

　血の海の中に横たわる死体と、それを見下ろす喪も服ふくの男。

　着き崩くずした喪服を着た男の手には、大振りの鉈なたが逆さか手てに握られていて、その彫りの深い顔は険しく、見下ろす目も、ひどく鋭かった。




「……何のつもりだ？」




　そしてしばらくの沈黙の後、喪服の〈葬そう儀ぎ屋や〉は、ぼそりと死体へ呼びかけた。

　その声に応こたえて死体は────光のない死体の目で空を見上げていた神か狩がり屋やは、空を見上げたまま、口を開いた。

「千ち恵えちゃんに刺された。志し弦づるそっくりだったよ」

　死体の振りをしていた神狩屋は、呟つぶやくようにそう言った。

「あのとき死んだのが志弦じゃなくて、僕が志弦に殺されていたなら、どんなに幸せだっただろうかって、そう考えてた」

「………………そうか」

　神狩屋の言った死体の振りの理由に、葬儀屋はぼそりと、それだけ答えた。

「考えても仕方がないことだけど、どうして一いつ緒しよに逝いけなかったんだろうって思ったよ」

「…………」

「久しぶりにそう思った。そんなこと何度も考えて、考えて、今までに考えすぎて、もうそんなことを考えることもないと思ってたんだけどなあ……」

「…………」

「もう考えることはないだろうと、考えないようにと〈八や百お比び丘く尼に〉じゃなく、〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉を名乗ったのに」

「…………」

「台無しだよ。泣きたい気分だ。でも全然涙なみだは出ない。人魚には涙はないんだっけ」

　神か狩がり屋やは言う。そして沈黙が、降りる。




「………………さて」




　その数秒の沈ちん黙もくの後、全身を血に染めた死体さながらの神狩屋は、ゆっくりと、その場に身を起こした。

　滅めつ多た刺ざしにされてぼろぼろの体は血にまみれていたが、その切り刻まれて血びたしになったベストとシャツの残ざん骸がいを引き剝はがすと、そこには血で汚よごれてはいるものの、無傷の肌はだが露あらわになった。

　一部の布地は神狩屋の皮ひ膚ふの中に埋うまっていたが、それを引き千ち切ぎるように毟むしり取った。

　するとすぐにその傷も塞ふさがった。神狩屋はそれを見て自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「人魚を食べた僕は人魚になった。人魚は、死なない」

　くっくっ、と可笑おかしくてたまらないように、神狩屋は笑った。

「志し弦づるが僕にそう望んだ。生きろと。彼女はもう消えてしまって、喜ぶことも悲しむこともないのに、僕は彼女の最後の願いに囚とらわれて、まだおめおめと生き続けている」

「………………」

「僕は死んでいない。彼女のいない、この最高に無意味な世界で」

　神狩屋はそう言うと立ち上がり、葬そう儀ぎ屋やへ目を向けた。

　そして、

「さ、行こうか」

　言った。その時には神狩屋の表情には、今までの陰に満ちた笑みは、拭ぬぐい去ったようになくなっていた。

「〝役目〟だからね」

「………………」

　葬儀屋は、答えない。

　神狩屋はボロ布のようになったベストを脱ぬぎ捨てると、血ち塗まみれでぼろぼろのシャツを、少しはマシに見えるように羽は織おり直す。

　二人は並んで、林の中に立った。

　そして彼方かなたの海を、無言で眺ながめやった。

　………………




　　　　†




　打ち寄せる波に汚よごれた手を浸ひたそうと手を伸ばし、視界に膨ぼう大だいな泡あわがなだれこんで来た時、不意に千ち恵えは正気に返った。




「え……」




　霞がかかったような頭の中が一気に晴れたその瞬しゆん間かん、目の前にあったのは、引き波に逆らって泳ぎ上がろうとしている恐ろしい量の泡と、そして海の表面を完全に覆おおい尽くしている泡の中から真っ白な指が蠢うごめき覗のぞいて、千恵の指先を捕食昆虫のように摑つかもうとしている不ぶ気き味み極まる光景だった。

「……きゃあっ!!」

　叫んで反射的に手を引っ込めた瞬間、いきなり髪かみの毛が引っ張られて、思い切り前へとつんのめった。長い千恵の髪の毛の先が泡の中に浸つかっていて、それを泡の中のモノが、絡からめ取るようにして、摑んでいたのだ。

「…………………………っ!!」

　千恵の髪の毛を絡めて蠢く、無数の亡もう者じやの指。

　泡の中で大きく開く、魚のように丸く、薄うす膜まくの張った濁にごった目。

　ぱっくりと開いた口の中で、真まっ赤かな芋いも虫むしのようにうねうねと蠢く舌。

　そして、その舌が、千恵の髪を絡みつかせて蠢いているのを見た時──────千恵はその喉のどの奥から思い切り、決けつ壊かいしたように悲鳴を上げた。




「きゃああああああああああああああああっ!!」




　瞬間、機械に巻き取られるように髪の毛が恐ろしい力で泡へと引き込まれた。

　髪の毛が引っ張られる凄すさまじい痛みと共に大きく頭が下がり、今にも泡の中に突っ込みそうな目の前に、餌えさを求めて人間の影に集まる鯉こいのように、死んだ人体が群がって来た。

　泡の中を無数の生物が泳いでのたうつ、おぞましい音が、間近で聞こえた。

「………………っ!!」

　必死で抵抗した。髪の毛がきりきりと張った。頭の皮が剝はがれそうなほどに引っ張られ、痛んだ。泡に覆われた目の前には手を突けず、首を切り落とされる寸前の罪人のような苦しい体勢で、頭が泡に引きずり込まれようとしているのに、必死で抵抗した。

　しかし髪の毛は少しずつ確実に泡の中に絡め取られ、引き込まれていった。

　頭が少しずつ下がり、泡あわの表面へと近づいていった。

「いやあああああああああ……」

　声が漏もれるが、何の役にも立たない。

　首の、背中の筋肉が、張り詰めて、震える。

　耐えられない。終わりが近づいていた。

　そして泡を引きずり戻すようにして引いていた浜辺の波がとうとう最後まで引き尽くし、一気に揺り戻して千ち恵えの全すべてを吞のみ込もうとするように、視野の向こうで泡と共に水位が膨ふくれ上がるのを感じた。

「!!」

　明確な、〝死〟を感じた。

　頭の上で、〝死〟が膨れ上がった。

　冷たいものが背筋を走り、体が恐怖と絶望に硬直し────

「──────────!!」

　目を閉じた。

　瞬しゆん間かん、襟えり首くびを摑つかまれた。




「危ない！」




　少年の声。

　そしてそれとほぼ同時に、




「切るわよ」




　と低い冷れい徹てつな少女の声が、少年の声に被かぶさるようなタイミングで、遠く、しかし妙みようにはっきりと、千恵の耳に届いて聞こえた。

「！」

　直後。




「────〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　後ろから、鋭い殺意を圧縮したようなあの叫びが投げつけられた。

　その言葉が終わるや否や、目の前が瞬しゆん時じに真まっ赤かな炎ほのおの色に変わり、猛もう烈れつな熱が顔に向かって吹き付けて、直後に思い切り体が後ろに引き抜かれて砂の上に投げ出され、引きずり上げられた。

「きゃ！」

「わ！」

　千恵を引き上げた蒼あお衣いも、いきなりのことに驚いた声を上げた。張り詰めるほどに引いたロープが切れるあの感覚。そして周囲に立ち込めていた石せつ鹼けんの匂においを塗り潰つぶすように、髪かみの毛の焼けるあの臭においが、瞬またたく間に空気に広がった。

「…………！」

　蒼衣に襟えり首くびを摑つかまれ脇わきを支えられて、千ち恵えは砂浜に座り込み、呆ぼう然ぜんと目の前に広がる膨ぼう大だいな泡あわの海と、消えつつある火柱を見つめた。

　首筋に感じる違和感。あれだけ長かった髪は肩かたの辺りで焼き切られて、残りは打ち寄せる泡の海の中に、手を洗おうとした時に砂浜に放り出した包ほう丁ちようと共に、吞のみ込まれて見えなくなっていた。

　まるで夢の中にいるような光景。

　切られた髪の違和感と足の痛みばかりが明めい晰せきな、奇き妙みように現実感の薄うすい、うっすらとした悪夢の中にいるような光景。

「悪く思わないで」

　雪ゆき乃のの声と、砂を踏む足音がした。

　呆然と目を向けると、ゴシックロリータの衣装を纏まとった雪乃が、その長い漆しつ黒こくの髪とスカートを揺らしながら、白い砂の上をこちらへ向かって歩いて来ていた。

　現実感の薄い世界の中で、その黒い姿はまるで死神のよう。

　手にしたカッターナイフと、捲めくり上げられた左ひだり腕うでを伝う血の赤が、この色彩に乏とぼしい世界の中で、異様に鮮せん烈れつに、映はえていた。

　雪乃の言っていることが頭の中に入り、自分の髪のことを言っているのだと気付くまでに、しばしの時間がかかった。

「え…………あ……」

「えっと……千恵さん、大丈夫？」

　蒼衣が心配そうに、千恵を覗のぞき込む。その掛け値なしにお人よしそうな表情は、この場所においてはかえって、異常だった。

「………………」

　呆然とする千恵の様子を確認するように見つめると、蒼衣は雪乃の方を見る。

　千恵の存在など、もはや興味もないように泡立つ白い海を眺ながめていた雪乃は、そんな蒼衣の視線に気付くと、小さく頷うなずいた。

　二人は、ほぼ同時に背後へと目をやる。

　そんな二人の視線の先にあったのは、砂浜の半ばで膝ひざを突いてうずくまる幸こう三ぞうの姿と、そしてその背後、堤てい防ぼうの向こうに見えるあの林から、堤防の階段を砂浜へ降りて来る、二人の男の姿だった。







　　　　４




　泡あわが、流れてゆく。

　彼方かなたより現れて海を覆おおい尽くした泡が、海から川へとなだれ込み、音を立てて、川を遡さかのぼってゆく。

　泡の塊かたまりをこね回す音を立てながら、泡が川を覆い、遡る。

　河か口こう近くの砂浜に、舗ほ装そうされたコンクリートの河岸に、張りつく水草にへばりつきながら、泡は川を遡る。

　人魚の死体が、遡る。

　川を埋うめ尽くし、川へと繫つながる水路へ、汚お水すいを流す排はい水すい口こうへ、下水へ、上水へ。

　この海と川に繫がる全すべての水路という水路を、泡がひしひしと駆かけ上がってゆく。

　海底から川を伝って、地上の生物を食い荒らそうとする、大おお蛸だこの触しよく腕わんのように、泡が川かわ面もを這はいずってゆく。

　まるで、ヒドラの触しよく手しゆのように。

　王国の住人を捕らえて、貪むさぼり食うために。

　いずれ泡は川を、側そつ溝こうを、下水を覆い尽くし。そして側溝から、排水口から、水道から溢あふれて、人間をひしひしと、覆ってゆくだろう。

　ひしひしと、死せる人魚が。

　泡と化した、人魚の遺い骸がいが。

　僕らの足元に広がる、腐ふ敗はいに満ちた水の王国から。

　泡となって逆流し、溢れ出して────僕らを捕らえ、溶とかし、そしてその果てに、腐くさらせてゆくだろう。




　…………………………




　　　　†




　……砂の上にひざまずいて、何も目に入らず、何も聞こえていない様子で嗚お咽えつを上げ、何かを呟つぶやき続ける幸こう三ぞう。

　そして、




「一つ思い出したよ。人魚の王様が住む宮殿は、『貝かい殻がらで屋根が葺ふかれていた』と書かれていたよね？」

「………………」




　蒼あお衣いたちが見つめる中、無言の葬そう儀ぎ屋やと並んで砂浜を歩いて来ながら、血染めのシャツを羽は織おった神か狩がり屋やは、静かに皆へ向けて、そう言った。

　蒼衣も雪ゆき乃のも皆、神狩屋が急に何の話を始めたのか分からない。ただ、呆ぼう然ぜんとその姿を見ていた千ち恵えだけが神狩屋のその姿に怯おびえたのか、「ひっ」と一いつ瞬しゆん息を吞のんで、蒼衣が支える腕うでの中で体を硬くした。

　蒼衣と雪乃もその神狩屋の姿にはそれぞれ驚き眉まゆを寄せたが、雪乃はすぐに興味のない表情になって、そして蒼衣の方は何が起こったのかすぐに思い立った。

　刺さされたのだ。『人魚姫』にある、一つのモチーフの再現として。

　恐らく、包ほう丁ちようを持ち出した牧まき子こに。あるいは。ひょっとすると…………血だらけの千恵の姿から察するに、千恵の手によって。

「…………」

「キリスト教の象徴ではね、貝は審しん判ぱんの時までその中に人々の魂たましいを守る、魂の墓ぼ所しよとしてのシンボルなんだ」

　そんな視線の中で、神狩屋は実にいつもの通りの調子で、言った。

「マヤ文明でも、貝は地下世界である死者の国の象徴として扱っている。それで作られた人魚の王様の城は、まさしく海の底にあるという、死者の国の王の居きよ城じように相応ふさわしい死者の魂の宿る城と言えるのかもしれない」

　ズボンのポケットに手を入れて、そんなことを言いながら、神狩屋はやがてうずくまる幸こう三ぞうの近くに立って、彼を見下ろした。

　蒼衣は言った。

「……気づいたんですか？」

「この様子を見れば、さすがにね」

　神狩屋は肩かたを竦すくめて、そう答えた。

「彼はいま、自分の心の中から汲くみ出されてくる〈悪夢〉に囚とらわれて、幻覚か、あるいはただ純粋な負の感情か……とにかくそういうものに、頭の中身が塗り潰つぶされている状態だ」

「……」

「いま彼は感覚の全すべてが溢あふれ出す〈悪夢〉に吞み込まれて、多分ほとんど周りは見えていないし、聞こえてもいないと思う。典型的な〈異い端たん〉と化す前ぜん兆ちようの一つだ。彼は今まさに狂気によって自我の壁が崩壊しつつあるわけだけど、これほどの広大な現象を起こす悪夢の〈泡あわ〉を抱かかえ込んでいたのに、こんなにも進行が遅いとは驚くね。幸三さんの自我がどれだけ強かったかわかる。いずれにせよ、もう手遅れなんだけど」

　どこか寂しげに、神か狩がり屋や。

「今まさに〈異い端たん〉となりつつある人間を見るのは、初めてかい？」

「……」

　蒼あお衣いは、答えなかった。

　しかし近いものは見たことはあった。以前、雪ゆき乃ののクラスメイトを殺すことになってしまっ時の……その時の、その少女の様子だ。

　蒼衣は、答えない。

　神狩屋も別に答えを求めていたわけではないようで、幸こう三ぞうを見ながら、言葉を続ける。

「僕には彼がどんな悪夢を内在させていたのかは、わからないけれど」

　神狩屋は言った。

「白しら野の君、君には、わかったんだろう？」

「……」

　それを伝えてもいいものか、蒼衣は迷った。神狩屋と幸三の悪夢は違うものだが、あまりにも、よく似たものだったからだ。

　だが蒼衣には、伝えないなどという選択肢しはなかった。

「……幸三さんの〈悪夢〉は……〝愛する者たちが死んでゆく〟、という悪夢です」

「…………そうか」

　聞いた神狩屋は頷うなずくと、困ったように目を細め、幸三を見た。

　同情か共感か、そんな表情に見えた。しかし神狩屋が次に言った言葉は蒼衣がそのとき想像したものとは、とてつもなく、かけ離れたものだった。

　神狩屋は言ったのだ。




「彼は────霊れい魂こんの存在を信じるのに、何故そんなものを怖れたのかなあ？」




　その表情は、純粋な困こん惑わくだったのだ。

　蒼衣は目を剝むいた。神狩屋は幸三と限りなく近い〈悪夢〉を抱かかえていながら、全く、心の底から、幸三の抱えた怖おそれが理解できていないのだ。

「神が、死後が、本当に存在していると信じているなら、そんなに恐れる必要はないことだと思うんだけど」

　本当に不思議そうな神狩屋の、幸三を見下ろす視線と、そして、呟つぶやき。

　本当に不思議そうに、哀れみさえ滲にじませて。

　蒼衣は思わず訊たずねそうになったが、ふと雪乃がすぐ傍そばに立って、そんな蒼衣に小さく言葉をかけた。

「────無む駄だよ。あの人はそういうもの、もう理解できなくなってるから」

　神か狩がり屋やを見たまま蒼あお衣いとは視線を合わせず、雪ゆき乃のは声を潜ひそめて、そう言ったのだった。

「え……」

「あの人は〈神の悪夢〉っていう概がい念ねんを知った時に、無神論者になったらしいわ。この世界で起こる心しん霊れい現象は全部〈泡ほう禍か〉がそのように形を変えたもので、霊れい魂こんの存在は〈泡禍〉が作った偽にせ物ものだと思ってるのよ」

「……!?」

「罪を憎にくんで人を憎まず、って言うでしょ？」

「う……うん」

「憎むべきは〈泡禍〉のみ。それは〈騎士団オーダー〉の建前の理念の一つだけど、普通に考えてできるわけないわ。でもあの人はそれを馬鹿みたいに真面まじ目めに考えて、結局、超ちよう常じようの存在に人格があるっていう可能性を全部否定したの。霊も神も全部ただの現象。そうすれば心置きなく憎めるってわけ。歪ゆがんでるけど」

　どこか吐はき捨てるような、雪乃の言葉。

「何でそんな……」

「知らない。いま思いついたけど、人格を認めて〈泡禍〉を憎んだら、いつか自分の婚こん約やく者しやも憎むことになるって思ったんじゃない？」

「………………ああ、そっか……」

「話によると山奥の〈葬そう儀ぎ屋や〉さんのところで廃はい人じんみたいに、何週間も暗い部屋に閉じこもって、飲まず喰わずで考えたらしいわよ。気違い沙ざ汰たね」

　無表情に雪乃は言う。

　つまり神狩屋は死ねない自分にいつか絶望すると確信して、あるいはもうすでに絶望していていて────その原因になった志し弦づるを憎んでしまうことを恐れたのだ。そしてそれを避けるための論理として、〈泡禍〉となった人間が元の人格を継続しているのだという考えを、自らの中から、否定したのだ。

　ただの志弦を模した〝現象〟なら、それを恨うらんでも志弦を憎むことにはならない。

　そのために神狩屋は、神の存在を否定したのだ。

　神狩屋の片かた隅すみに厳げん然ぜんとして欠落している、絶望的なまでに、壊こわれた部分。

　そしてこれは悲劇でもあった。神狩屋は志弦を憎むことなく愛し続けたいというたった一つの思いのために、いつかどこかで志弦に────志弦の霊や、魂たましいや、生まれ変わりに────逢あえるかもしれないという可能性さえをも、自分の中から投げ捨ててしまったのだ。

　彼は、何百年経たっても人魚姫の魂に逢うことはできない王子だった。

　いつか永遠の魂を得た人魚姫と、天国で逢えるかもしれない、そんな可能性を、自ら投げ捨ててしまった王子。

　永遠に天国へ行くことなく生き続けるかもしれない彼は、たとえ死んだとしても魂たましいなど存在せず、泡あわと消えてしまうという人魚の世界観を選んだ。

　この王子は────神か狩がり屋やは────




　もう決して、本当の意味で、未来永えい劫ごう、志弦と逢うことはできないのだ。




　絶望の、王子。

「…………」

「馬鹿馬鹿しいロマンチストだわ」

『可哀かわい想そうな男』

　蒼あお衣いは何も言えず、雪ゆき乃のが無表情に一いつ蹴しゆうし、背後に立った風かぜ乃のが、目を細めた。

『でも賢けん明めいだわ。幸福は常に過去にあるのだものね』

　くすくすと風乃は哂わらった。

『未来を閉じて過去だけ見てれば、増えないけれども減りもしない、ささやかな幸せと共に、朽くちてゆけるのだものねえ？』

「…………」

　その声は、神狩屋には、聞こえない。

　そして神狩屋はそんな中で、静かに顔を上げた。




「……さ、彼の〈悪夢〉を、終わらせてあげよう」




　幸こう三ぞうへの同情を滲にじませた、神狩屋の、静かな表情。

　いや、実はそんな振りをしている、とてつもなく白々しい、空くう虚きよな表情。

　それを見て、理解したこの時、蒼衣は心の底から──────幸三に、同情した。

「お願いできるかい？　白しら野の君」

　促うながす、神狩屋。

　蒼衣は自分の心の中に生まれた幸三への同情を、自分の胸に爪つめを立てて皮ひ膚ふを引き剝はがすような思いで、無理矢理に引き剝がそうとする。

「助け……られないんですよね？」

「……無理だろうね」

「無理ね」

　最後の抵抗じみた問いは、神狩屋と雪乃に言下に否定された。

「〈異い端たん〉から立ち返った話は皆無だ。仮に立ち返ったとしても、一度この世界に溢あふれ出した〈悪夢〉は消えないんだ。これだけの規模の〈泡ほう禍か〉は放置できないし、もう僕らでは潰つぶしきれない。根絶できるのは、〈悪夢〉そのものを壊こわして持ち主に還かえしてしまう────〈目め醒ざめのアリス〉である、君だけだ」

「……」

　俯うつむく、蒼あお衣い。

「…………………………」

　砂にうずくまって震え、声を殺して泣く幸こう三ぞうの姿は、ひどく小さかった。

　胸が痛い。それでも彼を、見捨てなければいけない。

　殺さなければ、いけない。

　今までは明確に、雪ゆき乃ののためという〝理由〟があった。しかし初めて知った。その〝理由〟なしにはこの〈断だん章しよう〉は、こんなにも苦しく胸が痛い、責め苦のような罪悪感を伴うモノだったのだ。

　初めて気づいた。多くの人々を救うためという〝大義〟は、その〝理由〟の代わりにさえならないのだということにも。

　吐はきそうなほどの、罪悪感。

　それでも蒼衣は背信の言葉を、〈断章詩〉を、搾しぼり出す。

　背信の、記き憶おくと共に。




「誰も…………〈誰も君の形を、縛しばってなんかいない〉」




　蒼衣は言った。血を吐くように。

　白いワンピースを来た幼おさな馴な染じみの少女の、最後の姿が、脳裏をよぎった。

　それを振り切る。心臓が鷲わしづかみにされる。




「────〈変われ〉」




　言った。

　びくん、と一いつ瞬しゆん、幸三の軀からだが震えた。

　瞬しゆん間かん、現実感を失うほどの密度で世界に満ちていた〝何か〟が、大気からごっそりと抜け落ちた。そして急に気圧が下がったような感覚と共に、ひどい耳鳴りがして──────




　一瞬、目を閉じたように、目の前が暗くなった。

　そして気付いた時、目の前にあった幸三の軀は、ただ一いつ塊かいの、泡あわの山になっていた。




　…………………………
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　　　終章　人魚の泡







「僕が童話や伝説の研究に進んだきっかけの一つにね、小学校の理科の教科書で見かけた、ある図ず版はんがあるんだ」




　神か狩がり屋やは、言う。

　あの浜辺を見下ろす、堤てい防ぼうの上を走る道の路ろ肩かた。そこに停車している三み木き目めのワゴン車の中で、蒼あお衣いたちは事後処理の話し合いのために群むら草くさの到着を待ちながら、車内に満ちる重い疲労感の中に沈んでいた。

　倒していた席を起こし、皆がぐったりと座る車内。

　助手席には神狩屋が座り、代わりにそこにいた颯さつ姫きは夢ゆ見み子こと共に最さい後こう尾びの席に入れ替えられて、そこだけが比較的元気な席と言えた。とはいえ今は颯姫もその〈食害〉の〈断だん章しよう〉を呼び起こして、記き憶おくを喰う蟲むしを散らして、この周囲を広く隔かく離りしている。

　この海岸の、一帯を。

　窓から見える海岸の、その砂浜には、返り血で血ち塗まみれになったパジャマを着た千ち恵えが、身動きもせずにただ一人座り込んでいた。

　彼女の姿を、周りから隠かくすために。

　さらに言うとここから見えるまばらな林の中には、血の泡あわで満たされた事故車が放置されているので、それも隠さなくてはならなかった。

　これから応援を呼ぶなどして、事態を処理する算段を立てなければならない。

　それまでの、間かん隙げきのような時間。

　そんな中で、神狩屋はぽつりと言った。

　三木目の言った、「人魚はどうなった？」という、気を遣つかったあまりに謎なぞかけのようになった問いに、答えてのことだった。

「小学校の時に、理科の教科書に載のってた絵があったんだ」

　神狩屋は、言った。

「それは生物の発生について書いてある部分で、人間と、犬と、蛙かえると、魚の、受精卵から胎たい児じになるまでを段階的に並べて描いてある絵だった。それは子供心にも興味深い絵でね、ずっと後になるまで覚えてた。それらがそれぞれの生き物だとわかる形になるのはほとんど最後の方で、それまではどれもほとんど区別がつかないくらい似てるんだ。どれも魚の稚ち魚ぎよにそっくりなんだよ」

「…………」

「それでね、あるとき思ったんだ。伝説にある人魚っていうのは、ひょっとしたらそういうものだったりしないか、とね。人魚の肉を食べると不老不死になる伝説と、不老長ちよう寿じゆや万病の秘薬として胎たい児じを用いたりする伝説が、関係したりしないかと思ったんだ。まあ結局それを研究対象にできるほどの根こん拠きよも証しよう拠こもなかったわけだけど、僕にとってその想像は学問趣味の原点になってる」

　神か狩がり屋やは静かに言う。皆はその話がどう繫つながるのか理解できないものの、何も言えずに、それを黙って聞く。

「心臓移植で生きてた志し弦づるは、自分が他人の命を食って生き延びようとしてる化ばけ物ものなんじゃないかという不安を、常に心の底に持ってた」

　続けて、神狩屋は言った。

「昔、親類にそんなことを言われたらしい。彼女は潜せん在ざい的てきに自分が生きていることに罪悪感を持ってたけど、それでもやはり生きたがってた」

「…………」

「だから僕が八や百お比び丘く尼にの伝説を彼女に教えて、そしてさっきの僕の想像を聞かせた時、彼女は別の生き方を見つけたんだと思う。永遠じゃないけども、僕の中で、僕が死ぬまで生きる、そんな方法を」

　一いつ拍ぱくの、沈黙。

　そして言った。

「彼女はきっと人魚を食べる────つまり胎児を体の中に宿すことで、僕の中で、永遠に生きようとしたんだ」

「………………!!」

「それを、彼女の家族は、誰も理解していなかったんだよ」

　神狩屋は、深く深く溜ため息いきをついた。

「だからこんなことになったんだ。人魚姫のお姉ねえさんたちは、誰も人魚姫がいつの間にか成長して、自分たちとは違う価値観を育てたことを理解しようとしなかった。それが悲劇をより大きくしてしまったんだと僕は思うよ」

「…………」

「きっと人魚姫が死んだ後も、お姉さんたちは生しよう涯がい人魚姫の本当の思いを理解することなく、王子を恨うらみ続けるに違いないね」

　そして神狩屋は、窓の外を見る。

「生き残った彼女は、理解してくれるだろうか……？」

　彼女の持っていた全すべてを飲み込んだ、泡あわ立だつ海を臨んで、砂浜にただ座り込む千ち恵えの遠い姿を見ながら。

　泡あわの塊かたまりに変わり果てた幸こう三ぞうを見て呆ぼう然ぜんとし、そして泣きながら、神か狩がり屋やに、蒼あお衣いに、「人でなし」と叫んだ彼女を見ながら。これから大きな悲しみを背せ負おって生きていかなければならない、人魚姫の、姉の姿を見ながら。

　彼女はこれからどうなるのだろうか。

　何を悲しみ、何を恨うらんで、何を諦あきらめて、生きてゆくのだろうか。

　そんなことを思いながら窓から見える千ち恵えの姿を見ていた蒼衣は、不意に寝息を聞いて、後ろの席へと目をやった。見ると三列並んだ最さい後こう尾びの席で、ウサギのぬいぐるみを抱だきしめた夢ゆ見み子こが、その人形のような姿で、静かに寝息を立てていた。

　悲劇のために、心を壊こわした小さな少女。

　この世界には、あまりにも理り不ふ尽じんな悲劇が満ちている。

　蒼衣は疲れ果てた、ひどく重い自分の心と体を感じながら、夢見子の寝顔を見つめた。自分が見捨てたことで居場所を失くして死んでしまった、幼おさな馴な染じみの少女────葉は耶やの、丁ちよう度どあの頃の、面影を見ながら。

「…………」

　そして、年のころとは別に、その葉耶の面影を持つ少女。

　蒼衣の隣となりに座る雪ゆき乃のの、不ふ機き嫌げんな、疲労感に満ちた沈黙。

　雪乃も蒼衣も、思いのほかに傷が深い。

　神狩屋の〈断だん章しよう〉の世話にならなければならないだろう。黄泉よみの食べ物を食べたものは黄泉のものになるという、日本の神話のエピソードからとった、〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉と名づけられた神狩屋の〈断章〉の。

　人魚の肉を食べた者は、不老不死になる。

　死なない、変わらない人間は、生きているとは言い難い。死者と同じだ。

　人魚の肉を食べた神狩屋はそんなモノになってしまい、その血肉を口にした者も、死者の国の住人────〝人魚〟になるのだ。蒼衣たちのような〈断章保持者ホルダー〉は、〈断章〉への耐性のために、そこまでには至らず傷が塞ふさがるだけだが。

　神狩屋の抱かかえる、〝人魚の呪のろい〟。

　ぼそりと沈黙の後、神狩屋は言った。

「イスラムの言葉に、こんなものがある。『水はどこにあるのか。風の背にある。神が全すべてを作られた時、風に水を支配する力を与えられた。水は波となり、泡あわとなり、蒸気となる。蒸気は水の上に留まり、神はそれを〝天〟と名づけた』」

「…………」

「泡は、風に運ばれて天になるんだそうだ」

　蒼衣は言った。

「まるで……」

「そう、人魚姫だね」

　神か狩がり屋やは、淡々と引き取る。

「だから僕は、『人魚姫』の話は嫌きらいだ」

「…………」

「〝天〟は、奪うばかりだ」

「………………」

　そして神狩屋は再び溜ため息いきをついて、窓の外から視線を外して、椅い子すに深く沈み込んだ。

　窓の外に見える海を覆おおっていた泡あわは、〈悪夢〉としての形を失い、波に散り散りに千ち切ぎられ始めていた。

　川を遡さかのぼった泡も力なく川を流され、また海の波の間に、消えてゆくだろう。

　人魚姫の隠かくれる海の泡は、そのうちなくなってゆくに違いない。

　人魚姫はもう、どこにもいない。







[image: ]







　あとがき




　クリック？

　クラック！

　まずはこの本を手にとって下さった、貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　こんにちは、甲こう田だ学がく人とです。初めましての人は…………いませんよね？




　というわけで、お待たせいたしました。

　グリム童話ではない断だん章しようのグリム、『人魚姫』の下巻をお送りします。

　〆しめ切きりりに追われて忙しく書いているうちに、だんだんと匙さじの加減とかが、分からなくなりつつあります。でもやはり相変わらず、グロやスプラッターは苦手です。

　……本当ですよ？




　上巻のあとがきに書いた、あの『黒い馬の看板がある酒場の小話』は、別に私が考えたものではありません。

　大昔からある酒飲みジョークです。

　小学校のときに知って以来のお気に入りです。

　意外に深い話です。

　……酔よっ払ぱらいのジョークのくせに。




　この巻を書いている時に、歯の詰め物が外れました。

　そして歯医者の予約を取って、行く前に歯を磨いて、洗面台に泡あわを吐はき出しました。

　だぱー（[image: ]真まっ赤か）

　……自著に祟たたられたようです。




　それでは今回は、「続く」ではない、下巻です。なので最後にこの本の制作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださんと、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈りつつ、いつもの締めを。

　では、

　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○六年　十二月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。最近のお気に入りはハンティング帽で、鞄やジャケットなども帽子に合わせて選ぶという拘りようでして。この半年間で同じ帽子を見たことないのですが、どこまで増えることやら？
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。好きな色は青系全般。今回は人魚姫にちなんで好きな青系で海の底をイメージしてもらいました。
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